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문화예술로 지역을 연결하다

���� 韓日文化未来カンファレンス 
文化芸術で地域をつなぐ

기조강연

基調講演

기타가와 후라무 (세토우치 국제예술제 종합디렉터)
예술은 지역을 어떻게 변화시키는가

北川フラム (瀬戸内国際芸術祭総合ディレクター)
基調演説 芸術は地域をどのように変化させるか

国際シンポジウム

국제심포지움

발제 発題

조정윤
(부산문화재단 문화시민본부장)

사회참여예술의 관점에서 본 문화예술을 통한 사회 변화

노다 쿠니히로
(요코하마시립대학 대학원 도시사회문화연구과 객원교수)

예술이 도시를 움직일 때 ~ 요코하마의 도시 형성과 문화

호소부치 타마키 
(BankART1929 대표)

예술이 도시를 움직일 때

요시모토 미츠히로 
(합동회사 문화커먼즈연구소 대표·연구총괄)

예술과 문화를 통한 신뢰 구축과 국제 평화

한경구 
(전 유네스코한국위원회 사무총장)

세계가 기억하는 평화와 연대
   조선통신사, 예술로 경계를 넘고 연결하다 
   유네스코와 문화인류학의 시점 

홍순재 / 강원춘 
(국립해양유산연구소 학예연구사)

세계가 기억하는 평화와 연대 
   조선통신사선 재현과 261년만의 오사카 입항

野田邦弘
(横浜市立大学大学院 都市社会文化研究科 客員教授)

芸術が都市を動かすとき～横浜の都市形成と文化

吉本 光宏 
(合同会社文化コモンズ研究所代表・研究統括)

芸術文化を通じて築く信頼と国際平和

ハン・キョング 
(前ユネスコ韓国委員会事務総長)

世界が記憶する平和と連帯
   朝鮮通信使、芸術で境界を越えつなぐ
   ユネスコと文化人類学の視点

ホン・スンジェ / カン・ウォンチュン
(国立海洋遺産研究所 学芸研究士)

世界が記憶する平和と連帯 
   朝鮮通信使船の再現と、261年ぶりの大阪入港 

ジョ・ジョンユン 
(釜山文化財団 文化市民本部長)

社会的関与型アートの枠組みにおける、韓国と日本の
文化的・芸術的実践と社会変革の推進力

細淵太麻紀 
(BankART1929 代表)

芸術が都市を動かす時
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11:20 ~ 11:35 ’15 축사

11:15 ~ 11:20 ’5 개회사(영상) 오재환
부산문화재단 대표이사

마치다 카즈토  등
조선통신사연지연락협의회 이사장 

11:35 ~ 11:50 ’15 개회 세레모니 및 사진촬영 주요내빈

16:45 ~ 17:45 ’60 종합토론 및 질의응답 발제자 전원

18:00 ~ 19:00 ’60
예술인 토크콘서트
<영혼이 오가는 길>

참여자 전원

17:45 ~ 18:00 ’15 휴식

21:00 ~ 클로징

19:00 ~ 21:00 ’120 리셉션(뱅큇)

13:30 ~ 14:00 ’30

15:15 ~ 15:30 ’15 휴식

기조강연
예술은 지역을 어떻게 변화시키나

기타가와 후라무
세토우치 국제예술제 종합 디렉터

14:00 ~ 14:30 ’30
발제1 
사회참여예술의 
관점에서 본 문화예술을 통한 사회 변화

조정윤
부산문화재단 문화시민본부장

14:30 ~ 15:15

’30

’15

발제2, 3
예술이 도시를 움직일 때

호소부치 타마키
뱅크아트1929 대표

’15
발제5, 6
세계가 기억하는 평화와 연대

한경구
전 유네스코한국위원회 사무총장

홍순재 / 강원춘
국립해양유산연구소 학예연구사

세션1         예술, 변화를 심는 시간 : 문화예술 활동으로 나타난 변화와 지속성

15:30 ~ 16:00

16:00 ~ 16:45

’30 발제4
예술로 구축하는 신뢰

요시모토 미츠히로
합동회사 문화커먼즈연구소 대표·연구총괄

구분 내용 참가자 및 발제자

세션2         지역을 연결하는 예술의 언어: 예술을 매개로 지역 간, 세대 간, 문화 간 관계가 연결된 사례

참여자 ①          이은혜(활동명: 노만 / 시각예술가)

②          후루카와 미카(미술연구자)

노다 쿠니히로 
요코하마시립대학 대학원 
도시사회문화연구과 객원교수
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国際シンポジウム

국제심포지움

’60 綜合討論及び質疑應答 パネリスト全員

18:00 ~ 19:00 ’60
芸術家によるトークイベント
<魂の行き来する道筋>

参加者 全員

’15 休憩

21:00 ~ クロージング

19:00 ~ 21:00 ’120 レセプション(バンケット)

15:15 ~ 15:30 ’15 休憩

14:00 ~ 14:30 ’30

発題1  
社会的関与型アートの枠組みにおける、
韓国と日本の文化的・芸術的実践と社会変革の
推進力

ジョ・ジョンユン
釜山文化財団 文化市民本部長

14:30 ~ 15:15

’30

’15

発題2, 3
芸術が都市を動かす時

細淵太麻紀
BankART1929 代表

’15
発題5, 6
世界が記憶する平和と連帯

ハン・キョング
前ユネスコ韓国委員会事務総長

ホン・スンジェ / カン・ウォンチュン
国立海洋遺産研究所 学芸研究士

15:30 ~ 16:00

16:00 ~ 16:45

’30 発題4
芸術を通じて築く信頼

吉本 光宏
合同会社文化コモンズ研究所代表・研究統括

セッション2         地域を繋ぐ芸術の言語 : 「芸術を媒介に地域間、世代間、文化間関係が繋いだ事例」

参加者 ①          イ・ウンヘ
               (活動名: ロ・マン / 視覚芸術家)

②          古川美佳
               (美術研究者)

11:00 ~ 11:05 ’5 行事案内

11:05 ~ 11:15 ’10 祝賀公演

11:20 ~ 11:35 ’15 祝辞

11:15 ~ 11:20 ’5 開会の辞(映像)
オ‧ジェファン
釜山文化財団 代表理事

 町田一仁  など 
朝鮮通信使 縁地連絡協議会 理事長  

11:35 ~ 11:50 ’15 開会セレモニーおよび写真撮影 主要関係者

13:30 ~ 14:00 ’30
基調演説
芸術は地域をどのように変化させるか

北川フラム
瀬戸内国際芸術祭総合ディレクター

セッション1         芸術、変化を植える時間 : 「文化芸術活動による変化と持続性」

区分 内容 参加者 および 発題者

野田邦弘 
横浜市立大学大学院 
都市社会文化研究科 客員教授

16:45 ~ 17:45

17:45 ~ 18:00
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16:45 ~ 17:45

17:45 ~ 18:00
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「
ア

ジ
ア

を
抱

い
て

―
富

山
妙

子
の

全
仕

事
展

19
50

～
20

09

戦
後
か
ら
今
日
ま
で
炭
坑
問
題
、
戦
争
責
任
、
第
三
世
界
な
ど
を
テ
ー
マ
に

制
作
し
て
き
た
作
家
の

60
年
に
わ
た
る
画
業
を
一
挙
に
振
り
返
る
回
顧
展
。

20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム
」   

Te
am

Ba
nk

Ar
tS

et
ou

ch
i｜｜

『『
続続
・・
朝朝
鮮鮮
通通
信信
使使
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト
』』

瀬瀬
戸戸
内内
国国
際際
芸芸
術術
祭祭

20
10

続
・

朝
鮮

通
信

史
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
Te

am
 B

an
kA

RT
To

ng
sh

in
sa

瀬
戸

内
国

際
芸

術
祭

20
16

続
・

朝
鮮

通
信

史
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
Te

am
 B

an
kA

RT
To

ng
sh

in
sa

瀬
戸

内
国

際
芸

術
祭

20
16

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

「
日

韓
交

流
の

新
し

い
可

能
性
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2 〜〜
朝朝
鮮鮮
通通
信信
使使
をを
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点点
にに
〜〜

＠
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日
町

20
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ネ

ラ
ー

チ
ャ

・
ジ

ェ
グ

ン
（（
京京
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文文
化化
財財
団団
文文
化化
芸芸
術術
本本
部部
本本
部部
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仲
尾

宏
（（
京京
都都
造造
形形
芸芸
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大大
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客客
員員
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授授
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三
宅

理
一

（
藤
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子
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学
副
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⾧
）

池
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修
（
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nk

AR
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9代

表
）

北
川

フ
ラ

ム
（
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地

の
芸

術
祭

総
合

デ
ィ

レ
ク

タ
ー

）
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25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム
」   

「
地

域
を

基
盤

と
し

た
公

共
美

術
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

講
演

20
16

年
12

月
＠

甘
川

文
化

村
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
パ
ネ
ラ
ー
：
ペ
ク
・
ヨ
ン
ジ
ュ
ン
（
東
明
大
学
）
ク
・
ボ
ン
ホ
（
TL
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）
シ
ン
・
ヨ
ン
フ
ァ
（
ア
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
B）

北
ア

ル
プ

ス
国

際
芸

術
祭

越
後

妻
有

大
地

の
芸

術
祭

百
年

後
芸

術
祭

～
環

境
と

欲
望

～
内

房
総

ア
ー

ト
フ

ェ
ス

瀬
戸

内
国

際
芸

術
祭石
川

県
珠

洲
市

（
20

17
～

）
20

23
年

に
第

3回
展

を
開

催

新
潟

県
十

日
町

市
・

津
南

町
（

20
00

～
）

20
27

年
に

第
10

回
展

を
開

催
予

定
⾧

野
県

大
町

市
（

20
17

～
）

20
24

年
に

第
3回

展
を

開
催

香
川

県
・

岡
山

県
の

12
の

島
と

2つ
の

港
・

10
市

町
（

20
10

～
）

第
6回

展
を

開
催

中

市
原

市
・

木
更

津
市

・
君

津
市

・
袖

ケ
浦

市
・

富
津

市
20

24
年

初
開

催

奥
能

登
国

際
芸

術
祭

私
た

ち
が

取
り

組
ん

で
い

る
芸

術
祭 清
流

の
国

文
化

探
訪

南
飛

騨
Ar

t D
is

co
ve

ry

い
ち

は
ら

ア
ー

ト
×

ミ
ッ

ク
ス

（
20

14
～

）

岐
阜

県
下

呂
市

20
24

年
初

開
催


開

催
地

域
：

新
潟

県
越

後
妻

有
地

域

（
十

日
町

市
、

津
南

町
）

＝
総

面
積

76
0 k

㎡


20

00
年

か
ら

3年
毎

に
開

催
（

20
24

年
で

9回
目

）

越
後

妻
有

大
地

の
芸

術
祭

あ
る

も
の

を
活

か
し

新
し

い
価

値
を

つ
く

る
―

死
者

の
声

、
他

者
の

声
を

き
く

他
者

の
土

地
に

も
の

を
つ

く
る

ア
ー

ト
は

地
域

を
発

見
す

る
―

地
元

が
地

域
に

誇
り

を
も

つ

人
間

は
自

然
に

内
包

さ
れ

る

ア
ー

ト
を

道
し

る
べ

に
里

山
を

め
ぐ

る
旅

世
界

各
地

と
繋

が
る

地
域

・
世

代
・

ジ
ャ

ン
ル

を
超

え
た

協
働

公
共

事
業

の
ア

ー
ト

化
ユ

ニ
ー

ク
な

拠
点

施
設

生
活

芸
術

大
地

の
芸

術
祭

10
の

思
想
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 한
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문
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미
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컨
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런
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「국
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심
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지
움

」
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25
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文
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未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
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際

シン
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ウム
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ア
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ト
は

地
域

を
発

見
す

る
―

地
元

が
地

域
に

誇
り

を
も

つ
内

海
昭

子
(日

本
)

「
た

く
さ

ん
の

失
わ

れ
た

窓
の

た
め

に
」

(2
00

6)
人

間
は

自
然

に
内

包
さ

れ
る

磯
辺

行
久

(日
本

)
「

川
は

ど
こ

へ
い

っ
た

」
(2

00
0)

 

他
者

の
土

地
に

も
の

を
つ

く
る

イ
リ

ヤ
＆

エ
ミ

リ
ア

・
カ

バ
コ

フ
(旧

ソ
連

/ア
メ

リ
カ

)
「

棚
田

」
20

00
他

者
の

土
地

に
も

の
を

つ
く

る
ホ

ン
・

ス
ン

・
ド

（
韓

国
）

「
妻

有
で

育
つ

木
」

（
20

00
年

）
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の
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も
の

を
活

か
し

新
し

い
価

値
を

つ
く

る
―

死
者

の
声

、
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者
の
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を
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の
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の
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く
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は

地
域

を
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が
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繋
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・
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の
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は
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を
発
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昭
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さ
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の

た
め

に
」
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6)
人

間
は

自
然

に
内

包
さ

れ
る

磯
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行
久

(日
本

)
「

川
は

ど
こ

へ
い

っ
た

」
(2

00
0)

 

他
者

の
土

地
に

も
の

を
つ

く
る

イ
リ

ヤ
＆

エ
ミ

リ
ア

・
カ

バ
コ

フ
(旧

ソ
連

/ア
メ

リ
カ

)
「

棚
田

」
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00
他

者
の

土
地

に
も

の
を

つ
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る
ホ

ン
・
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・
ド

（
韓

国
）

「
妻

有
で

育
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木
」

（
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00
年

）
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20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」   

他
者
の
土
地
に
も
の
を
つ
く
る

ク
・
ジ
ュ
ン
ガ
（
韓
国
）

「
パ
ン
ド
ラ
ズ
ホ
ー
プ
（
B.
L.
に
捧
ぐ
）
」
（
20
00
年
）

他
者
の
土
地
に
も
の
を
つ
く
る

キ
ム
・
ク
ー
ハ
ン
（
韓
国
）

「
か
さ
さ
ぎ
た
ち
の
家
」
（
20
03
年
）

他
者
の
土
地
に
も
の
を
つ
く
る

イ
・
ジ
ェ
ヒ
ョ
（
李
在
孝
）

「
01
21
-1
11
0=
10
90
71
」
（
20
09
年
）

あ
る
も
の
を
活
か
し
新
し
い
価
値
を
つ
く
る

―
死
者
の
声
、
他
者
の
声
を
聞
く

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ボ
ル
タ
ン
ス
キ
ー
＋

ジ
ャ
ン
・
カ
ル
マ
ン
（
フ
ラ
ン
ス
）

「
最
後
の
教
室
」
(2
00
6)

20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際

シン
ポジ

ウム
」

あ
る

も
の

を
活

か
し

新
し

い
価

値
を

つ
く

る
―

死
者

の
声

、
他

者
の

声
を

聞
く

鉢
＆

田
島

征
三

(日
本

)
「

絵
本

と
木

の
実

の
美

術
館

」
(2

00
9,

20
22

)

あ
る

も
の

を
活

か
し

新
し

い
価

値
を

つ
く

る
―

死
者

の
声

、
他

者
の

声
を

聞
く

イ
・

ブ
ル

(韓
国

)
「

ド
ク

タ
ー

ズ
・

ハ
ウ

ス
」

(2
01

5)

あ
る

も
の

を
活

か
し

新
し

い
価

値
を

つ
く

る
―

死
者

の
声

、
他

者
の

声
を

聞
く

カ
ン

・
ア

イ
ラ

ン
(韓

国
) 

「
天

の
光

、
知

の
光

―
Ⅱ

」
（

20
09

年
）

あ
る

も
の

を
活

か
し

新
し

い
価

値
を

つ
く

る
イ

ー
・

ス
ン

キ
ョ

ン
(韓

国
)

「
最

も
よ

い
彫

刻
」

（
20

06
年

※
公

開
終

了
）

14



20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」   

他
者
の
土
地
に
も
の
を
つ
く
る

ク
・
ジ
ュ
ン
ガ
（
韓
国
）

「
パ
ン
ド
ラ
ズ
ホ
ー
プ
（
B.
L.
に
捧
ぐ
）
」
（
20
00
年
）

他
者
の
土
地
に
も
の
を
つ
く
る

キ
ム
・
ク
ー
ハ
ン
（
韓
国
）

「
か
さ
さ
ぎ
た
ち
の
家
」
（
20
03
年
）

他
者
の
土
地
に
も
の
を
つ
く
る

イ
・
ジ
ェ
ヒ
ョ
（
李
在
孝
）

「
01
21
-1
11
0=
10
90
71
」
（
20
09
年
）

あ
る
も
の
を
活
か
し
新
し
い
価
値
を
つ
く
る

―
死
者
の
声
、
他
者
の
声
を
聞
く

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ボ
ル
タ
ン
ス
キ
ー
＋

ジ
ャ
ン
・
カ
ル
マ
ン
（
フ
ラ
ン
ス
）

「
最
後
の
教
室
」
(2
00
6)

20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際

シン
ポジ

ウム
」

あ
る

も
の

を
活

か
し

新
し

い
価

値
を

つ
く

る
―

死
者

の
声

、
他

者
の

声
を

聞
く

鉢
＆

田
島

征
三

(日
本

)
「

絵
本

と
木

の
実

の
美

術
館

」
(2

00
9,

20
22

)

あ
る

も
の

を
活

か
し

新
し

い
価

値
を

つ
く

る
―

死
者

の
声

、
他

者
の

声
を

聞
く

イ
・

ブ
ル

(韓
国

)
「

ド
ク

タ
ー

ズ
・

ハ
ウ

ス
」

(2
01

5)

あ
る

も
の

を
活

か
し

新
し

い
価

値
を

つ
く

る
―

死
者

の
声

、
他

者
の

声
を

聞
く

カ
ン

・
ア

イ
ラ

ン
(韓

国
) 

「
天

の
光

、
知

の
光

―
Ⅱ

」
（

20
09

年
）

あ
る

も
の

を
活

か
し

新
し

い
価

値
を

つ
く

る
イ

ー
・

ス
ン

キ
ョ

ン
(韓

国
)

「
最

も
よ

い
彫

刻
」

（
20

06
年

※
公

開
終

了
）

15



20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際

シン
ポジ

ウム
」

ア
ー

ト
を

道
し

る
べ

に
里

山
を

め
ぐ

る
旅

マ
・

ヤ
ン

ソ
ン

/M
AD

ア
ー

キ
テ

ク
ツ

(中
国

)
「

Tu
nn

el
 o

f L
ig

ht
」

(2
01

8)
 

Ph
ot

o 
by

 O
sa

m
u 

Na
ka

m
ur

a
地

域
・

世
代

・
ジ

ャ
ン

ル
を

超
え

た
協

働
ナ

ウ
ィ

ン
・

ラ
ワ

ン
チ

ャ
イ

ク
ン

＋
ナ

ウ
ィ

ン
プ

ロ
ダ

ク
シ

ョ
ン

(タ
イ

/日
本

)
「

赤
倉

の
学

堂
」

(2
01

5,
20

22
)

公
共

事
業

の
ア

ー
ト

化
カ

サ
グ

ラ
ン

デ
＆

リ
ン

タ
ー

ラ
建

築
事

務
所

(フ
ィ

ン
ラ

ン
ド

)
「

ポ
チ

ョ
ム

キ
ン

」
(2

00
3)

越
後

妻
有

里
山

現
代

美
術

館
M

on
ET

 (モ
ネ

)

ユ
ニ

ー
ク

な
拠

点
施

設

設
計
＝
原
広
司
+ア

ト
リ
エ
・
フ
ァ
イ
建
築
研
究
所

(日
本
)

撮
影

：
株

式
会

社
丸

山
工

務
所

20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム
」   

ユ
ニ

ー
ク

な
拠

点
施

設

設
計
＝
M
VR
DV
(オ
ラ
ン
ダ
)

ま
つ

だ
い

雪
国

農
耕

文
化

村
セ

ン
タ

ー
「

農
舞

台
」

(2
00

3)

ユ
ニ

ー
ク

な
拠

点
施

設
ま

つ
だ

い
雪

国
農

耕
文

化
村

セ
ン

タ
ー

「
農

舞
台

」
イ

リ
ヤ

＆
エ

ミ
リ

ア
・

カ
バ

コ
フ

(旧
ソ

連
) 

「
手

を
た

ず
さ

え
る

塔
」

「
手

を
た

ず
さ

え
る

船
」

ユ
ニ

ー
ク

な
拠

点
施

設

松
代

城

エ
ス

テ
ル

・
ス

ト
ッ

カ
―

(イ
タ

リ
ア

)「
憧

れ
の

眺
望

」
(2

02
1)

 

ユ
ニ

ー
ク

な
拠

点
施

設

橋
本

典
久

＋
sc

op
e(

日
本

)
「

Zo
oM

uS
ee

」
(2

02
2)

十
日

町
市

立
里

山
科

学
館

越
後

松
之

山
「

森
の

学
校

」
キ

ョ
ロ

ロ

16



20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際

シン
ポジ

ウム
」

ア
ー

ト
を

道
し

る
べ

に
里

山
を

め
ぐ

る
旅

マ
・

ヤ
ン

ソ
ン

/M
AD

ア
ー

キ
テ

ク
ツ

(中
国

)
「

Tu
nn

el
 o

f L
ig

ht
」

(2
01

8)
 

Ph
ot

o 
by

 O
sa

m
u 

Na
ka

m
ur

a
地

域
・

世
代

・
ジ

ャ
ン

ル
を

超
え

た
協

働
ナ

ウ
ィ

ン
・

ラ
ワ

ン
チ

ャ
イ

ク
ン

＋
ナ

ウ
ィ

ン
プ

ロ
ダ

ク
シ

ョ
ン

(タ
イ

/日
本

)
「

赤
倉

の
学

堂
」

(2
01

5,
20

22
)

公
共

事
業

の
ア

ー
ト

化
カ

サ
グ

ラ
ン

デ
＆

リ
ン

タ
ー

ラ
建

築
事

務
所

(フ
ィ

ン
ラ

ン
ド

)
「

ポ
チ

ョ
ム

キ
ン

」
(2

00
3)

越
後

妻
有

里
山

現
代

美
術

館
M

on
ET

 (モ
ネ

)

ユ
ニ

ー
ク

な
拠

点
施

設

設
計
＝
原
広
司
+ア

ト
リ
エ
・
フ
ァ
イ
建
築
研
究
所

(日
本
)

撮
影

：
株

式
会

社
丸

山
工

務
所

20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム
」   

ユ
ニ

ー
ク

な
拠

点
施

設

設
計
＝
M
VR
DV
(オ
ラ
ン
ダ
)

ま
つ

だ
い

雪
国

農
耕

文
化

村
セ

ン
タ

ー
「

農
舞

台
」

(2
00

3)

ユ
ニ

ー
ク

な
拠

点
施

設
ま

つ
だ

い
雪

国
農

耕
文

化
村

セ
ン

タ
ー

「
農

舞
台

」
イ

リ
ヤ

＆
エ

ミ
リ

ア
・

カ
バ

コ
フ

(旧
ソ

連
) 

「
手

を
た

ず
さ

え
る

塔
」

「
手

を
た

ず
さ

え
る

船
」

ユ
ニ

ー
ク

な
拠

点
施

設

松
代

城

エ
ス

テ
ル

・
ス

ト
ッ

カ
―

(イ
タ

リ
ア

)「
憧

れ
の

眺
望

」
(2

02
1)

 

ユ
ニ

ー
ク

な
拠

点
施

設

橋
本

典
久

＋
sc

op
e(

日
本

)
「

Zo
oM

uS
ee

」
(2

02
2)

十
日

町
市

立
里

山
科

学
館

越
後

松
之

山
「

森
の

学
校

」
キ

ョ
ロ

ロ
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20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際

シン
ポジ

ウム
」

関
口

光
太

郎
(日

本
)

「
除

雪
式

奴
奈

川
姫

」
20

24

松
本

秋
則

＋
松

本
倫

子
(日

本
)

「
惑

星
ト

ラ
リ

ス
in

 奴
奈

川
キ

ャ
ン

パ
ス

」
20

24
奴

奈
川

キ
ャ

ン
パ

ス
（

旧
奴

奈
川

小
学

校
）ユ

ニ
ー

ク
な

拠
点

施
設

う
ぶ

す
な

の
家

(2
00

6)
改
修
設
計
＝
安
藤
邦
廣

生
活

芸
術

農
舞

台
「

越
後

ま
つ

だ
い

里
山

食
堂

」
ジ

ャ
ン

＝
リ

ュ
ッ

ク
・

ヴ
ィ

ル
ム

ー
ト

（
フ

ラ
ン

ス
）

「
カ

フ
ェ

・
ル

フ
レ

」
（

20
03

）

生
活

芸
術

食
の

展
開

香
港

ハ
ウ

ス
(2

01
8)

建
築
基
本
設
計
＝
イ
ッ
プ
・
チ
ュ
ン
ハ
ン
[葉
晉
亨
]

世
界

各
地

と
繋

が
る

ア
ナ

ザ
ー

マ
ウ

ン
テ

ン
マ

ン
[又

一
山

人
]（

香
港

）
「

自
然

。
対

話
。

」
(2

02
2)

20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

世
界
各
地
と
繋
が
る

エ
レ
ナ
・
ノ
ッ
ク
ス
(オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
)

「
あ
ざ
ら
し
話
」

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ハ
ウ
ス

設
計
＝
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
バ
ー
ン
ズ
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト

(オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
)

世
界
各
地
と
繋
が
る

中
国
ハ
ウ
ス

ウ
ー
・
ケ
ン
ア
ン
（
鄔
建
安
）
(中
国
)

「
心
・
顔
」
20
22
/「

五
百
筆
」
（
20
18
）

こ
れ
か
ら
の
大
地
の
芸
術
祭
で
や
っ
て
い
き
た
い
こ
と

子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で

五
感
を
通
し
て

体
験
で
き
る

楽
し
い

面
白
い

こ
と

美
術

21
世
紀
の
美
術
は

越
後
妻
有
に

行
け
ば
わ
か
る

子
ど
も
や

お
年
寄
り
を

助
け
て
い
け
る

仕
組
み

行
っ
て
良
し
・

来
ら
れ
て
良
し
の

越
後
妻
有

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
（
持
続
可
能
）
な
芸
術
祭

地
域
と
の
丁
寧
な
打
合
せ
・
意
見
交
換

美
術
の
新
体
験
・
五
感
を
使
っ
た
体
験

18
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25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스
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움
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25
 韓
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未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
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際
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ポジ
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」

関
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光
太

郎
(日

本
)

「
除

雪
式

奴
奈

川
姫

」
20

24

松
本

秋
則

＋
松

本
倫

子
(日

本
)

「
惑

星
ト

ラ
リ

ス
in

 奴
奈

川
キ

ャ
ン

パ
ス

」
20

24
奴

奈
川

キ
ャ

ン
パ

ス
（

旧
奴

奈
川

小
学

校
）ユ

ニ
ー

ク
な

拠
点

施
設

う
ぶ

す
な

の
家

(2
00

6)
改
修
設
計
＝
安
藤
邦
廣

生
活

芸
術

農
舞

台
「

越
後

ま
つ

だ
い

里
山

食
堂

」
ジ

ャ
ン

＝
リ

ュ
ッ

ク
・

ヴ
ィ

ル
ム

ー
ト

（
フ

ラ
ン

ス
）

「
カ

フ
ェ

・
ル

フ
レ

」
（

20
03

）

生
活

芸
術

食
の

展
開

香
港

ハ
ウ

ス
(2

01
8)

建
築
基
本
設
計
＝
イ
ッ
プ
・
チ
ュ
ン
ハ
ン
[葉
晉
亨
]

世
界

各
地

と
繋

が
る

ア
ナ

ザ
ー

マ
ウ

ン
テ

ン
マ

ン
[又

一
山

人
]（

香
港

）
「

自
然

。
対

話
。

」
(2

02
2)

20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

世
界
各
地
と
繋
が
る

エ
レ
ナ
・
ノ
ッ
ク
ス
(オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
)

「
あ
ざ
ら
し
話
」

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ハ
ウ
ス

設
計
＝
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
バ
ー
ン
ズ
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト

(オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
)

世
界
各
地
と
繋
が
る

中
国
ハ
ウ
ス

ウ
ー
・
ケ
ン
ア
ン
（
鄔
建
安
）
(中
国
)

「
心
・
顔
」
20
22
/「

五
百
筆
」
（
20
18
）

こ
れ
か
ら
の
大
地
の
芸
術
祭
で
や
っ
て
い
き
た
い
こ
と

子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で

五
感
を
通
し
て

体
験
で
き
る

楽
し
い

面
白
い

こ
と

美
術

21
世
紀
の
美
術
は

越
後
妻
有
に

行
け
ば
わ
か
る

子
ど
も
や

お
年
寄
り
を

助
け
て
い
け
る

仕
組
み

行
っ
て
良
し
・

来
ら
れ
て
良
し
の

越
後
妻
有

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
（
持
続
可
能
）
な
芸
術
祭

地
域
と
の
丁
寧
な
打
合
せ
・
意
見
交
換

美
術
の
新
体
験
・
五
感
を
使
っ
た
体
験

19



20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

ツ
ア
ー
型
の
芸
術
祭

―
観
光
か
ら
感
幸
へ
―

地
元
の
喜
び
と
な
る
こ
と
を
す
る

地
元
・
新
潟
県
の
産
業
へ
つ
な
げ
る

よ
り
深
く
地
域
に
入
る


20
00
年
「
大
地
の
芸
術
祭
」
の
誕
生
と
同
時
に
発
足
し
た
サ
ポ
ー
タ
ー
チ
ー
ム


「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
で
は
な
く
「
サ
ポ
ー
タ
ー
」
で
あ
り
「
こ
へ
び
隊
」

私
た
ち
の
学
校
／
学
び
の
場
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
い
る


作
品
制
作
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
受
付
な
ど
、
20
00
年
か
ら
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
た

サ
ポ
ー
タ
ー
組
織
「
こ
へ
び
隊
」

芸
術
祭
に
参
加
し
た
韓
国
の
ア
ー
チ
ス
ト

中
房
総
国
際
芸
術
祭

い
ち
は
ら
ア
ー
ト
×
ミ
ッ
ク
ス
20
14

20
14
.3
.2
1-
5.
11

カ
ン
・
ユ
ン
ス
「
市
原
人
生
劇
場
」

「
オ
バ
ケ
ノ
ガ
ッ
コ
ウ
ヘ
キ
テ
ク
ダ
サ
イ
」

房
総
里
山
芸
術
祭

い
ち
は
ら
ア
ー
ト
×
ミ
ッ
ク
ス
20
20
+

20
21
.1
1.
19
-1
2.
26

キ
ム
・
テ
ボ
ン
「
ド
リ
ー
ム
・
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
」

内
房
総
ア
ー
ト
フ
ェ
ス

百
年
後
芸
術
祭

20
24
.3
.2
3-
5.
26

イ
・
ビ
ョ
ン
チ
ャ
ン
「
ク
リ
ー
チ
ャ
ー
20
24
」

チ
ョ
・
ウ
ン
ピ
ル
「
私
の
青
」

キ
ム
・
テ
ボ
ン

「
SK
Y

EX
CA
VA
TO
R」

20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

 
「국

제
 심

포
지

움
」

20
25

 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際

シン
ポジ

ウム
」

奥
能

登
国

際
芸

術
祭

20
17

20
17

.9
.3

-1
0.

22
ギ

ム
・

ホ
ン

ソ
ッ

ク
「

善
で

も
悪

で
も

な
い

キ
オ

ス
ク

」

奥
能

登
国

際
芸

術
祭

20
20

+
20

21
.9

.4
-1

1.
5

キ
ム

・
ス

ー
ジ

ャ
＜

息
づ

か
い

：
珠

洲
＞

20
21

ム
ン

・
キ

ョ
ン

オ
ン

＆
チ

ョ
ン

・
ジ

ュ
ン

ホ
「

再
会

」

北
ア

ル
プ

ス
国

際
芸

術
祭

20
24

20
24

.9
.1

3-
11

.4

リ
ー

・
ホ

ン
ポ

「
源

流
」

＜
息

づ
か

い
：

珠
洲

＞
20

21
ム

ン
・

キ
ョ

ン
オ

ン
＆

チ
ョ

ン
・

ジ
ュ

ン
ホ

「
再

会
」

ソ
・

ミ
ン

ジ
ョ

ン
「

黒
い

跡
」

北
ア

ル
プ

ス
国

際
芸

術
祭

20
20

-2
02

1
20

21
.1

0.
2-

11
.2

1

沈
文
燮

/ シ
ン
・
ム
ン
・
サ
ッ
プ
（
韓
国
）

フフ
ァァ
ーー
レレ
立立
川川

19
94
年
完
成

アア
ーー
トト
計計
画画
のの
ココ
ンン
セセ
ププ
トト

①
世
界
を
映
す
街

②
機
能
( フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
) を
美
術
( フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
) に
！

③
驚
き
と
発
見
の
街JR
立
川
駅
北
口
の
米
軍
基
地
跡
地
の
再
開
発

に
よ
り
整
備
さ
れ
た
エ
リ
ア
。
東
京
都
立
川

市
中
心
市
街
地
に
あ
る
敷
地

5.
9ヘ

ク
タ
ー

ル
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
オ
フ
ィ
ス

ビ
ル
、
映
画
館
な
ど

11
棟
が
建
っ
て
い
る
ほ

か
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
と
し
て

36
か
国

92
人

10
9点

の
作
品
が
屋
外
展
示
さ
れ
て
い
る
。

瀬
戸

内
国

際
芸

術
祭


開開
催催
地地
域域
：：
香香
川川
県県
・・
岡岡
山山
県県

瀬
戸
内
海
の
島
々
と
沿
岸
部
の
全
17
エ
リ
ア


20
10
年
か
ら
3年

毎
に
開
催
（
20
25
年
で
6回

目
）

瀬
戸

内
国

際
芸

術
祭

20
25

春
会

期
| 4

月
18

日
(金

)-
5月

25
日

(日
)

夏
会

期
| 8

月
1日

(金
)-

8月
31

日
(日

)
秋

会
期

| 1
0月

3日
(金

)-
11

月
9日

(日
)

会
場

: 
全
会
期
：
直
島
、
豊
島
、
女
木
島
、
男
木
島
、
小
豆
島
、

大
島
、
犬
島
、
高
松
港
周
辺
、
宇
野
港
周
辺

春
会
期
の
み
：
瀬
戸
大
橋
周
辺

夏
会
期
の
み
：
志
度
・
津
田
周
辺
、
引
田
周
辺

秋
会
期
の
み
：
本
島
、
高
見
島
、
粟
島
、
伊
吹
島
、

宇
多
津
周
辺

2
0



20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

ツ
ア
ー
型
の
芸
術
祭

―
観
光
か
ら
感
幸
へ
―

地
元
の
喜
び
と
な
る
こ
と
を
す
る

地
元
・
新
潟
県
の
産
業
へ
つ
な
げ
る

よ
り
深
く
地
域
に
入
る


20
00
年
「
大
地
の
芸
術
祭
」
の
誕
生
と
同
時
に
発
足
し
た
サ
ポ
ー
タ
ー
チ
ー
ム


「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
で
は
な
く
「
サ
ポ
ー
タ
ー
」
で
あ
り
「
こ
へ
び
隊
」

私
た
ち
の
学
校
／
学
び
の
場
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
い
る


作
品
制
作
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
受
付
な
ど
、
20
00
年
か
ら
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
た

サ
ポ
ー
タ
ー
組
織
「
こ
へ
び
隊
」

芸
術
祭
に
参
加
し
た
韓
国
の
ア
ー
チ
ス
ト

中
房
総
国
際
芸
術
祭

い
ち
は
ら
ア
ー
ト
×
ミ
ッ
ク
ス
20
14

20
14
.3
.2
1-
5.
11

カ
ン
・
ユ
ン
ス
「
市
原
人
生
劇
場
」

「
オ
バ
ケ
ノ
ガ
ッ
コ
ウ
ヘ
キ
テ
ク
ダ
サ
イ
」

房
総
里
山
芸
術
祭

い
ち
は
ら
ア
ー
ト
×
ミ
ッ
ク
ス
20
20
+

20
21
.1
1.
19
-1
2.
26

キ
ム
・
テ
ボ
ン
「
ド
リ
ー
ム
・
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
」

内
房
総
ア
ー
ト
フ
ェ
ス

百
年
後
芸
術
祭

20
24
.3
.2
3-
5.
26

イ
・
ビ
ョ
ン
チ
ャ
ン
「
ク
リ
ー
チ
ャ
ー
20
24
」

チ
ョ
・
ウ
ン
ピ
ル
「
私
の
青
」

キ
ム
・
テ
ボ
ン

「
SK
Y

EX
CA
VA
TO
R」

20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

 
「국

제
 심

포
지

움
」

20
25

 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際

シン
ポジ

ウム
」

奥
能

登
国

際
芸

術
祭

20
17

20
17

.9
.3

-1
0.

22
ギ

ム
・

ホ
ン

ソ
ッ

ク
「

善
で

も
悪

で
も

な
い

キ
オ

ス
ク

」

奥
能

登
国

際
芸

術
祭

20
20

+
20

21
.9

.4
-1

1.
5

キ
ム

・
ス

ー
ジ

ャ
＜

息
づ

か
い

：
珠

洲
＞

20
21

ム
ン

・
キ

ョ
ン

オ
ン

＆
チ

ョ
ン

・
ジ

ュ
ン

ホ
「

再
会

」

北
ア

ル
プ

ス
国

際
芸

術
祭

20
24

20
24

.9
.1

3-
11

.4

リ
ー

・
ホ

ン
ポ

「
源

流
」

＜
息

づ
か

い
：

珠
洲

＞
20

21
ム

ン
・

キ
ョ

ン
オ

ン
＆

チ
ョ

ン
・

ジ
ュ

ン
ホ

「
再

会
」

ソ
・

ミ
ン

ジ
ョ

ン
「

黒
い

跡
」

北
ア

ル
プ

ス
国

際
芸

術
祭

20
20

-2
02

1
20

21
.1

0.
2-

11
.2

1

沈
文
燮

/ シ
ン
・
ム
ン
・
サ
ッ
プ
（
韓
国
）

フフ
ァァ
ーー
レレ
立立
川川

19
94
年
完
成

アア
ーー
トト
計計
画画
のの
ココ
ンン
セセ
ププ
トト

①
世
界
を
映
す
街

②
機
能
( フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
) を
美
術
( フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
) に
！

③
驚
き
と
発
見
の
街JR
立
川
駅
北
口
の
米
軍
基
地
跡
地
の
再
開
発

に
よ
り
整
備
さ
れ
た
エ
リ
ア
。
東
京
都
立
川

市
中
心
市
街
地
に
あ
る
敷
地

5.
9ヘ

ク
タ
ー

ル
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
オ
フ
ィ
ス

ビ
ル
、
映
画
館
な
ど

11
棟
が
建
っ
て
い
る
ほ

か
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
と
し
て

36
か
国

92
人

10
9点

の
作
品
が
屋
外
展
示
さ
れ
て
い
る
。

瀬
戸

内
国

際
芸

術
祭


開開
催催
地地
域域
：：
香香
川川
県県
・・
岡岡
山山
県県

瀬
戸
内
海
の
島
々
と
沿
岸
部
の
全
17
エ
リ
ア


20
10
年
か
ら
3年

毎
に
開
催
（
20
25
年
で
6回

目
）

瀬
戸

内
国

際
芸

術
祭

20
25

春
会

期
| 4

月
18

日
(金

)-
5月

25
日

(日
)

夏
会

期
| 8

月
1日

(金
)-

8月
31

日
(日

)
秋

会
期

| 1
0月

3日
(金

)-
11

月
9日

(日
)

会
場

: 
全
会
期
：
直
島
、
豊
島
、
女
木
島
、
男
木
島
、
小
豆
島
、

大
島
、
犬
島
、
高
松
港
周
辺
、
宇
野
港
周
辺

春
会
期
の
み
：
瀬
戸
大
橋
周
辺

夏
会
期
の
み
：
志
度
・
津
田
周
辺
、
引
田
周
辺

秋
会
期
の
み
：
本
島
、
高
見
島
、
粟
島
、
伊
吹
島
、

宇
多
津
周
辺

2
1



20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

芸
術

祭
の

出
発
点

高
度
経
済
成
長
と
島
の
衰
退

高
度
経
済
成
⾧
期

～
海
か
ら
陸
へ

～

瀬
戸
内
海
の
島
々
の
衰
退

赤
潮
発
生
海
域
（
平
成
18
～
20
年
）

出
展

：
瀬瀬
戸戸
内内
海海
のの
環環
境境
ベベ
ーー
スス
（（
国国
土土
交交
通通
省省
中中
国国
地地
方方
整整
備備
局局
港港
湾湾
航航
空空
部部
設設
置置
・・
運運
営営
））

豊
島

産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
問
題

20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

大
島

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
の
隔
離
施
設

発発
行行
：：
富富
山山
県県

日
本
の
子
袋
の
よ
う
な
瀬
戸
内

環
日
本
海
・
東
ア
ジ
ア
諸
国
図

ア
フ
リ
カ
か
ら
全
世
界
に
広
が
っ
て
い
っ
た
現
生
人
類
（
海
部
陽
介
氏
に
よ
る
）

人
類
の
移
動

北
前
船
で
栄
え
た
瀬
戸
内
の
湊
町

2
2



20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

芸
術

祭
の

出
発
点

高
度
経
済
成
長
と
島
の
衰
退

高
度
経
済
成
⾧
期

～
海
か
ら
陸
へ

～

瀬
戸
内
海
の
島
々
の
衰
退

赤
潮
発
生
海
域
（
平
成
18
～
20
年
）

出
展

：
瀬瀬
戸戸
内内
海海
のの
環環
境境
ベベ
ーー
スス
（（
国国
土土
交交
通通
省省
中中
国国
地地
方方
整整
備備
局局
港港
湾湾
航航
空空
部部
設設
置置
・・
運運
営営
））

豊
島

産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
問
題

20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

大
島

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
の
隔
離
施
設

発発
行行
：：
富富
山山
県県

日
本
の
子
袋
の
よ
う
な
瀬
戸
内

環
日
本
海
・
東
ア
ジ
ア
諸
国
図

ア
フ
リ
カ
か
ら
全
世
界
に
広
が
っ
て
い
っ
た
現
生
人
類
（
海
部
陽
介
氏
に
よ
る
）

人
類
の
移
動

北
前
船
で
栄
え
た
瀬
戸
内
の
湊
町

2
3



20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓

日
文

化
未

来
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

「国
際

シン
ポジ

ウム
」

日
本

初
の

国
立

公
園

に
指

定
（

19
34

年
）

海
の

復
権

２
．

民
俗

・
生

活
－

地
域

と
時

間
と

住
民

（
島

の
お

年
寄

た
ち

の
元

気
）

４
．

世
界

の
叡

智
が

集
う

５
．

次
代

を
担

う
若

者
や

子
ど

も
た

ち
へ

６
．

縁
を

つ
く

る

３
．

交
流

－
日

本
全

国
・

世
界

各
地

の
人

々
が

関
わ

る

1.
 ア

ー
ト

・
建

築

瀬
戸

内
国

際
芸

術
祭

20
25

参
加

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

・
作

品
数

20
25

20
22

20
19

作
品

25
6

７
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

21
3

21
4

イ
ベ

ン
ト

作
品

20
19

 
35

参
加

作
家

・
団

体
（

組
）

21
8

18
8

23
0

参
加

す
る

国
と

地
域

37
＋

UN
HC

R
33

32

20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

直
島

直
島
銭
湯
「
I♥
湯
」

20
09

大
竹
伸
朗
（
日
本
）

直
島

安
藤
忠
雄
（
日
本
）

「
李
禹
煥
美
術
館
」

20
10

リ
・
ウ
ー
フ
ァ
ン
（
韓
国
）

豊
島
美
術
館

20
10

西
沢
立
衛
（
日
本
）

豊
島

内
藤
礼
（
日
本
）

2
4



20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓

日
文

化
未

来
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

「国
際

シン
ポジ

ウム
」

日
本

初
の

国
立

公
園

に
指

定
（

19
34

年
）

海
の

復
権

２
．

民
俗

・
生

活
－

地
域

と
時

間
と

住
民

（
島

の
お

年
寄

た
ち

の
元

気
）

４
．

世
界

の
叡

智
が

集
う

５
．

次
代

を
担

う
若

者
や

子
ど

も
た

ち
へ

６
．

縁
を

つ
く

る

３
．

交
流

－
日

本
全

国
・

世
界

各
地

の
人

々
が

関
わ

る

1.
 ア

ー
ト

・
建

築

瀬
戸

内
国

際
芸

術
祭

20
25

参
加

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

・
作

品
数

20
25

20
22

20
19

作
品

25
6

７
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

21
3

21
4

イ
ベ

ン
ト

作
品

20
19

 
35

参
加

作
家

・
団

体
（

組
）

21
8

18
8

23
0

参
加

す
る

国
と

地
域

37
＋

UN
HC

R
33

32

20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

直
島

直
島
銭
湯
「
I♥
湯
」

20
09

大
竹
伸
朗
（
日
本
）

直
島

安
藤
忠
雄
（
日
本
）

「
李
禹
煥
美
術
館
」

20
10

リ
・
ウ
ー
フ
ァ
ン
（
韓
国
）

豊
島
美
術
館

20
10

西
沢
立
衛
（
日
本
）

豊
島

内
藤
礼
（
日
本
）

2
5



20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

建
築

安
部
良
（
日
本
）

20
10

島
キ
ッ
チ
ン

豊
島

さ
さ
や
き
の
森

20
16

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ボ
ル
タ
ン
ス
キ
ー

（
フ
ラ
ン
ス
）

豊
島

【
新
作
】

線
の
記
憶

20
25

塩
田
千
春
（
日
本
／
ド
イ
ツ
）

豊
島

【
新
作
】

国
境
を
越
え
て
・
祈
り

20
25

リ
ン
・
シ
ュ
ン
ロ
ン
（
台
湾
）

豊
島

20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

N
さ
ん
の
人
生
・

大
島
七
十
年

20
19

田
島
征
三
（
日
本
）

大
島

つ
な
が
り
の
家

GA
LL
ER
Y1
5

海
の
こ
だ
ま

20
13

や
さ
し
い
美
術
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
日
本
）

大
島

ニ
キ
ーー
タタ
・・
カカ
ダダ
ンン
（（
ウウ
クク
ララ
イイ
ナナ

)

「支
え

あ
う

こ
と

の
モ

ニ
ュ

メ
ン

ト
」

20
25

大
島

大
島
青青
松松
園園

【
新
作
】

「
太
陽
の
贈
り
物
」
20
13

チ
ェ
・
ジ
ョ
ン
フ
ァ
（
韓
国
）

小
豆
島

2
6



20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

建
築

安
部
良
（
日
本
）

20
10

島
キ
ッ
チ
ン

豊
島

さ
さ
や
き
の
森

20
16

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ボ
ル
タ
ン
ス
キ
ー

（
フ
ラ
ン
ス
）

豊
島

【
新
作
】

線
の
記
憶

20
25

塩
田
千
春
（
日
本
／
ド
イ
ツ
）

豊
島

【
新
作
】

国
境
を
越
え
て
・
祈
り

20
25

リ
ン
・
シ
ュ
ン
ロ
ン
（
台
湾
）

豊
島

20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

N
さ
ん
の
人
生
・

大
島
七
十
年

20
19

田
島
征
三
（
日
本
）

大
島

つ
な
が
り
の
家

GA
LL
ER
Y1
5

海
の
こ
だ
ま

20
13

や
さ
し
い
美
術
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
日
本
）

大
島

ニ
キ
ーー
タタ
・・
カカ
ダダ
ンン
（（
ウウ
クク
ララ
イイ
ナナ

)

「支
え

あ
う

こ
と

の
モ

ニ
ュ

メ
ン

ト
」

20
25

大
島

大
島
青青
松松
園園

【
新
作
】

「
太
陽
の
贈
り
物
」
20
13

チ
ェ
・
ジ
ョ
ン
フ
ァ
（
韓
国
）

小
豆
島

2
7



20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

「
そ
こ
に
い
た
」
20
22

小
豆
島

イ
・
ス
ー
キ
ョ
ン
（
韓
国
）

「
再
び
・
・
・
」
20
19

キ
ム
・
キ
ョ
ン
ミ
ン
（
韓
国
）

小
豆
島

【
新
作
】

小
豆
島

ワ
ン
・
ウ
ェ
ン
チ
ー
（
台
湾
）

抱
擁
・
小
豆
島

20
25

【
新
作
】

小
豆
島

瀬
戸
内
ア
ジ
ア
ギ
ャ
ラ
リ
ー

20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際

シン
ポジ

ウム
」

瀬
戸

内
ア

ジ
ア

ギ
ャ

ラ
リ

ー

【
新

作
】

小
豆

島

イ
・

ビ
ョ

ン
チ

ャ
ン

（
韓

国
）

CR
EA

TU
RE

 2
02

5
20

25

瀬
戸

内
ア

ジ
ア

ギ
ャ

ラ
リ

ー

【
新

作
】

小
豆

島

安
田

葉
（

日
本

／
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
）

風
で

つ
な

が
る

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

20
25

【
新

作
】

小
豆

島

ナ
ウ

ィ
ン

・
ラ

ワ
ン

チ
ャ

イ
ク

ン
（

タ
イ

）
OK

タ
ワ

ー
20

25

瀬
戸

内
ア

ジ
ア

ギ
ャ

ラ
リ

ー

2
8



20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

「
そ
こ
に
い
た
」
20
22

小
豆
島

イ
・
ス
ー
キ
ョ
ン
（
韓
国
）

「
再
び
・
・
・
」
20
19

キ
ム
・
キ
ョ
ン
ミ
ン
（
韓
国
）

小
豆
島

【
新
作
】

小
豆
島

ワ
ン
・
ウ
ェ
ン
チ
ー
（
台
湾
）

抱
擁
・
小
豆
島

20
25

【
新
作
】

小
豆
島

瀬
戸
内
ア
ジ
ア
ギ
ャ
ラ
リ
ー

20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際

シン
ポジ

ウム
」

瀬
戸

内
ア

ジ
ア

ギ
ャ

ラ
リ

ー

【
新

作
】

小
豆

島

イ
・

ビ
ョ

ン
チ

ャ
ン

（
韓

国
）

CR
EA

TU
RE

 2
02

5
20

25

瀬
戸

内
ア

ジ
ア

ギ
ャ

ラ
リ

ー

【
新

作
】

小
豆

島

安
田

葉
（

日
本

／
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
）

風
で

つ
な

が
る

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

20
25

【
新

作
】

小
豆

島

ナ
ウ

ィ
ン

・
ラ

ワ
ン

チ
ャ

イ
ク

ン
（

タ
イ

）
OK

タ
ワ

ー
20

25

瀬
戸

内
ア

ジ
ア

ギ
ャ

ラ
リ

ー

2
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20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際

シン
ポジ

ウム
」

【
新

作
】

8月
1日

～
31

日

現
在

、
日

本
に

暮
ら

す
ベ

ト
ナ

ム
人

は
60

万
人

を
超

え
、

中
国

に
次

ぎ
在

留
外

国
人

数
第

2 
位

。
日

本
に

と
っ

て
も

っ
と

も
関

係
の

深
い

国
の

ひ
と

つ
と

な
っ

た
ベ

ト
ナ

ム
に

フ
ォ

ー
カ

ス
し

、
工

芸
、

デ
ザ

イ
ン

、
食

、
ア

ー
ト

、
様

々
な

ジ
ャ

ン
ル

の
文

化
・

芸
術

を
通

し
て

、
ベ

ト
ナ

ム
の

多
様

な
魅

力
と

人
々

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
伝

え
、

来
訪

者
と

の
交

流
を

図
る

。
8/

8に
は

、
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
も

開
催

。

高
松

港
ベ

ト
ナ

ム
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

Cộ
ng

M
om

en
ts

～
食

と
手

仕
事

と
雑

貨
の

ベ
ト

ナ
ム

マ
ル

シ
ェ

～

ベ
ト

ナ
ム

の
工

芸
、

雑
貨

、
食

が
並

ぶ
マ

ル
シ

ェ
。

ベ
ト

ナ
ム

語
で

[共
]を

表
す

[C
ộn

g]
を

テ
ー

マ
に

、
家

族
や

村
の

共
に

よ
っ

て
⾧

い
年

月
を

か
け

て
紡

が
れ

て
き

た
伝

統
工

芸
と

、
職

人
と

デ
ザ

イ
ナ

ー
の

共
に

よ
る

個
性

的
で

美
し

い
雑

貨
や

グ
ッ

ズ
が

並
ぶ

市
。

ま
た

共
に

集
ま

り
語

り
合

う
場

「
コ

ン
・

カ
フ

ェ
」

が
ベ

ト
ナ

ム
の

豊
か

な
食

を
展

開
す

る
。

開
催

概
要

オ
ー

プ
ニ

ン
グ

フ
ォ

ー
ラ

ム
（

公
開

）
10

月
3日

講
演

登
壇

者
（

案
）

尾
池

和
夫

（
地

球
物

理
学

者
、

元
京

都
大

学
総

⾧
）

、
Sa

m
eh

 W
ah

ba
サ

メ
ー

ル
・

ワ
ハ

バ
（

世
界

銀
行

デ
ィ

レ
ク

タ
ー

）
、

Kh
al

il 
RA

BA
H

 ハ
リ

ル
・

ラ
バ

ー
（

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

／
パ

レ
ス

チ
ナ

）
池

澤
夏

樹
（

作
家

）
ク

ロ
ー

ジ
ン

グ
フ

ォ
ー

ラ
ム

（
公

開
）

10
月

5日

【
新

作
】

高
松

港

ホ
ン

マ
タ

カ
シ

（
日

本
）

ホ
ン

マ
タ

カ
シ

写
真

展
SO

NG
S

ー
も

の
が

語
る

難
民

の
声

20
25

20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際

シン
ポジ

ウム
」

「
Th

e 
H

OM
E」

20
25

宇
野

港

プ
・

ジ
ヒ

ョ
ン

（
韓

国
）

【
新

作
】

【
新

会
場

（
夏

）
】

日
本

の
手

袋
生

産
90

％
以

上
を

占
め

る
手

袋
産

業
歴

史
的

ま
ち

並
み

引
田

（
東

か
が

わ
市

）

内
装

設
計

宮
崎

晃
吉

＋
顧

彬
彬

【
新

作
】

引
田

東
か

が
わ

手
袋

ギ
ャ

ラ
リ

ー

レ
オ

ニ
ー

ト
・

チ
シ

コ
フ

マ
リ

ー
ナ

・
モ

ス
ク

ヴ
ィ

ナ
（

ロ
シ

ア
）

み
ん

な
の

手
月

ま
で

届
く

手
袋

を
編

も
う

！

手
袋

の
童

話

内
装

設
計

宮
崎

晃
吉

＋
顧

彬
彬

3
0



20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際

シン
ポジ

ウム
」

【
新

作
】

8月
1日

～
31

日

現
在

、
日

本
に

暮
ら

す
ベ

ト
ナ

ム
人

は
60

万
人

を
超

え
、

中
国

に
次

ぎ
在

留
外

国
人

数
第

2 
位

。
日

本
に

と
っ

て
も

っ
と

も
関

係
の

深
い

国
の

ひ
と

つ
と

な
っ

た
ベ

ト
ナ

ム
に

フ
ォ

ー
カ

ス
し

、
工

芸
、

デ
ザ

イ
ン

、
食

、
ア

ー
ト

、
様

々
な

ジ
ャ

ン
ル

の
文

化
・

芸
術

を
通

し
て

、
ベ

ト
ナ

ム
の

多
様

な
魅

力
と

人
々

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
伝

え
、

来
訪

者
と

の
交

流
を

図
る

。
8/

8に
は

、
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
も

開
催

。

高
松

港
ベ

ト
ナ

ム
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

Cộ
ng

M
om

en
ts

～
食

と
手

仕
事

と
雑

貨
の

ベ
ト

ナ
ム

マ
ル

シ
ェ

～

ベ
ト

ナ
ム

の
工

芸
、

雑
貨

、
食

が
並

ぶ
マ

ル
シ

ェ
。

ベ
ト

ナ
ム

語
で

[共
]を

表
す

[C
ộn

g]
を

テ
ー

マ
に

、
家

族
や

村
の

共
に

よ
っ

て
⾧

い
年

月
を

か
け

て
紡

が
れ

て
き

た
伝

統
工

芸
と

、
職

人
と

デ
ザ

イ
ナ

ー
の

共
に

よ
る

個
性

的
で

美
し

い
雑

貨
や

グ
ッ

ズ
が

並
ぶ

市
。

ま
た

共
に

集
ま

り
語

り
合

う
場

「
コ

ン
・

カ
フ

ェ
」

が
ベ

ト
ナ

ム
の

豊
か

な
食

を
展

開
す

る
。

開
催

概
要

オ
ー

プ
ニ

ン
グ

フ
ォ

ー
ラ

ム
（

公
開

）
10

月
3日

講
演

登
壇

者
（

案
）

尾
池

和
夫

（
地

球
物

理
学

者
、

元
京

都
大

学
総

⾧
）

、
Sa

m
eh

 W
ah

ba
サ

メ
ー

ル
・

ワ
ハ

バ
（

世
界

銀
行

デ
ィ

レ
ク

タ
ー

）
、

Kh
al

il 
RA

BA
H

 ハ
リ

ル
・

ラ
バ

ー
（

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

／
パ

レ
ス

チ
ナ

）
池

澤
夏

樹
（

作
家

）
ク

ロ
ー

ジ
ン

グ
フ

ォ
ー

ラ
ム

（
公

開
）

10
月

5日

【
新

作
】

高
松

港

ホ
ン

マ
タ

カ
シ

（
日

本
）

ホ
ン

マ
タ

カ
シ

写
真

展
SO

NG
S

ー
も

の
が

語
る

難
民

の
声

20
25

20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際

シン
ポジ

ウム
」

「
Th

e 
H

OM
E」

20
25

宇
野

港

プ
・

ジ
ヒ

ョ
ン

（
韓

国
）

【
新

作
】

【
新

会
場

（
夏

）
】

日
本

の
手

袋
生

産
90

％
以

上
を

占
め

る
手

袋
産

業
歴

史
的

ま
ち

並
み

引
田

（
東

か
が

わ
市

）

内
装

設
計

宮
崎

晃
吉

＋
顧

彬
彬

【
新

作
】

引
田

東
か

が
わ

手
袋

ギ
ャ

ラ
リ

ー

レ
オ

ニ
ー

ト
・

チ
シ

コ
フ

マ
リ

ー
ナ

・
モ

ス
ク

ヴ
ィ

ナ
（

ロ
シ

ア
）

み
ん

な
の

手
月

ま
で

届
く

手
袋

を
編

も
う

！

手
袋

の
童

話

内
装

設
計

宮
崎

晃
吉

＋
顧

彬
彬

3
1



20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

マ
リ
ーー
ナナ
・・
モモ
スス
クク
ヴヴ
ィィ
ナナ

（
ロ

シ
ア

)

「て
ぶ

く
ろ

の
童

話
」

20
25

引
田

大
切
な
あ
の
人
へ
、
オ
ー
ダ
ー
手
袋
を

20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

設
計

沖
野
優

【
新
作
】

引
田

笠
屋
邸

ラ
ッ
ク
ス
メ
デ
ィ
ア
コ
レ
ク
テ
ィ
ヴ

（
イ
ン
ド
）

KA
SA
YA

ソ
ー
シ
ャ
ル
/パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ス
ペ
ー
ス

床
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
部
は

微
生
物
を
拡
大
し
た
と
き
の
色

3
2



20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

マ
リ
ーー
ナナ
・・
モモ
スス
クク
ヴヴ
ィィ
ナナ

（
ロ

シ
ア

)

「て
ぶ

く
ろ

の
童

話
」

20
25

引
田

大
切
な
あ
の
人
へ
、
オ
ー
ダ
ー
手
袋
を

20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스
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公公
的的
支支
援援
のの
視視
点点
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みみ
たた
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トト
ママ
ネネ
ジジ
メメ
ンン
トト
とと
文文
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政政
策策
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ググ
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ンン
ドド
・・
アア
ーー
ツツ
カカ
ウウ
ンン
シシ
ルル
のの
設設
立立

（（
11
99
44
66
年年
））
。。
第第
二二
次次
世世
界界
大大
戦戦
後後
、、
心心
理理
的的

回回
復復
をを
目目
的的
とと
しし
たた
国国
家家
レレ
ベベ
ルル
のの
文文
化化
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芸芸

術術
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。。
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。。

世世
界界
的的
にに
文文
化化
・・
芸芸
術術
のの
直直
接接
的的
効効
果果

（（
DD

iirr
ee
cc
tt  
EE
ffff

ee
cc
tt））
おお
よよ
びび
波波
及及
効効
果果

((SS
pp
iillll

oo
vvee

rr  
EE
ffff

ee
cc
tt))

  にに
関関
すす
るる
研研
究究
とと
議議
論論

がが
世世
界界
的的
にに
拡拡
大大
。。

ジジ
ョョ
ンン
・・
ママ
イイ
ヤヤ
ーー
スス
ココ
フフ
『『
イイ
ギギ
リリ
スス
にに
おお
けけ
るる
芸芸

術術
のの
経経
済済
的的
重重
要要
性性
』』
（（
11
99
88
88
年年
））
。。

経経
済済
危危
機機
のの
中中
でで
、、
英英
国国
にに
おお
けけ
るる
芸芸
術術
のの
経経

済済
的的
重重
要要
性性
をを
強強
調調
。。

芸芸
術術
教教
育育
やや
地地
域域
文文
化化
のの
分分
権権
化化
、、
そそ
しし

てて
文文
化化
をを
基基
盤盤
とと
しし
たた
都都
市市
再再
生生
やや
ココ
ミミ
ュュ

ニニ
テテ
ィィ
づづ
くく
りり
がが
、、
都都
市市
政政
策策
のの
重重
要要
なな
柱柱

とと
なな
るる
。。

•
文文
化化
やや
芸芸
術術
のの
社社
会会
的的
価価
値値

•
芸芸
術術
・・
文文
化化
にに
よよ
るる
癒癒
しし
とと
レレ
ジジ
リリ
アア
ンン
スス

•
社社
会会
政政
策策
のの
一一
環環
とと
しし
てて
のの
文文
化化
政政
策策

M
an

ag
em

en
t &

 C
ul

tu
ra

l P
ol

ic
y 

fr
om

 th
e 

Pe
rs

pe
ct

iv
e 

of
 P

ub
lic

 S
up

po
rt



20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포
지
움
」

20
25

 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

社
会
的
関
与
型
ア
ー
ト
の
枠
組
み
に
お
け
る
、

韓
国
と
日
本
の
文
化
的
・
芸
術
的
実
践
と

社
会
変
革
の
推
進
力

C
ul

tu
ra

l a
nd

 A
rt

is
tic

 P
ra

ct
ic

es
 

As
 D

riv
er

s 
of

 S
oc

ia
l C

ha
ng

e 
in

 K
or

ea
 a

nd
 J

ap
an

 
w

ith
in

 th
e 

Fr
am

ew
or

k 
of

  S
oc

ia
lly

 E
ng

ag
ed

Ar
ts

C
ho

 J
un

g 
Yu

n 
(P

h.
D

.)
釜

山
文

化
財
団
文
化
市
民
本
部
長

Ex
ec

ut
iv

e 
D

ire
ct

or
, C

ul
tu

ra
l A

ffa
irs

ジ
ョ

ジ
ュ
ン
ユ
ン

包
摂
的
・
世
代
共
感
ア
ー
ト

In
cl

us
iv

e 
Ar

ts
 &

 In
te

rg
en

er
at

io
na

l A
rts

C
on

te
nt

s

文
化
政
策
の
背
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術
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る
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和
と
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帯
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ア
ー
ト
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文
化
政
策
的
背
景
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現
在
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y

•
Th
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f c
ul
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ts
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•
H

ea
lin

g 
an

d 
re

sil
ie

nc
e 

th
ro

ug
h 

ar
ts

 a
nd

 c
ul

tu
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ol

ic
y..

公公
的的
支支
援援
のの
視視
点点
かか
らら
みみ
たた
アア
ーー
トト
ママ
ネネ
ジジ
メメ
ンン
トト
とと
文文
化化
政政
策策

イイ
ンン
ググ
ララ
ンン
ドド
・・
アア
ーー
ツツ
カカ
ウウ
ンン
シシ
ルル
のの
設設
立立

（（
11
99
44
66
年年
））
。。
第第
二二
次次
世世
界界
大大
戦戦
後後
、、
心心
理理
的的

回回
復復
をを
目目
的的
とと
しし
たた
国国
家家
レレ
ベベ
ルル
のの
文文
化化
・・
芸芸

術術
支支
援援
。。

ボボ
ーー
モモ
ルル
とと
ボボ
ウウ
エエ
ンン
『『
舞舞
台台
芸芸
術術
のの
経経
済済
的的

ジジ
レレ
ンン
ママ
』』
（（
11
99
66
66
年年
））
。。
米米
国国
にに
おお
けけ
るる
アア
ーー
トト

ママ
ネネ
ジジ
メメ
ンン
トト
のの
台台
頭頭
とと
とと
もも
にに
、、
公公
的的
なな
文文
化化

支支
援援
にに
よよ
るる
文文
化化
享享
受受
のの
拡拡
大大
をを
主主
張張
。。

世世
界界
的的
にに
文文
化化
・・
芸芸
術術
のの
直直
接接
的的
効効
果果

（（
DD

iirr
ee
cc
tt  
EE
ffff

ee
cc
tt））
おお
よよ
びび
波波
及及
効効
果果

((SS
pp
iillll

oo
vvee

rr  
EE
ffff

ee
cc
tt))

  にに
関関
すす
るる
研研
究究
とと
議議
論論

がが
世世
界界
的的
にに
拡拡
大大
。。

ジジ
ョョ
ンン
・・
ママ
イイ
ヤヤ
ーー
スス
ココ
フフ
『『
イイ
ギギ
リリ
スス
にに
おお
けけ
るる
芸芸

術術
のの
経経
済済
的的
重重
要要
性性
』』
（（
11
99
88
88
年年
））
。。

経経
済済
危危
機機
のの
中中
でで
、、
英英
国国
にに
おお
けけ
るる
芸芸
術術
のの
経経

済済
的的
重重
要要
性性
をを
強強
調調
。。

芸芸
術術
教教
育育
やや
地地
域域
文文
化化
のの
分分
権権
化化
、、
そそ
しし

てて
文文
化化
をを
基基
盤盤
とと
しし
たた
都都
市市
再再
生生
やや
ココ
ミミ
ュュ

ニニ
テテ
ィィ
づづ
くく
りり
がが
、、
都都
市市
政政
策策
のの
重重
要要
なな
柱柱

とと
なな
るる
。。

•
文文
化化
やや
芸芸
術術
のの
社社
会会
的的
価価
値値

•
芸芸
術術
・・
文文
化化
にに
よよ
るる
癒癒
しし
とと
レレ
ジジ
リリ
アア
ンン
スス

•
社社
会会
政政
策策
のの
一一
環環
とと
しし
てて
のの
文文
化化
政政
策策
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25

 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

ユユ
ネネ

スス
ココ

文文
化化

政政
策策
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N
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C
O
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ra

l P
ol

ic
y

ユユ
ネネ

スス
ココ

憲憲
章章

とと
文文

化化
多多

様様
性性
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U
N
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O
 C

ha
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r &
  

C
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tu
ra

l D
iv

er
si

ty

ユ
ネ

ス
コ

は
文

化
多

様
性

に
基

づ
き

、
「
平

和
の

促
進

」
「
相

互
理

解
と

尊
重

の
促

進
」

「
知

識
の

共
有

と
普

及
」

「
人

権
の

尊
重

」
に

重
点

を
置

い
て

い
る

。

ユユ
ネネ

スス
ココ

政政
策策

動動
向向
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2
0
1
8
年

、
「
C

u
lt
u
re

 f
o
r 

th
e
 2

0
3
0
 A

ge
n
d
a」

を
公

表
し

、
持

続
可

能
な

発
展

の
た

め
に

、
5
つ

の
分

野
に

お
い

て
、

文
化

が
国

際
社

会
に

貢
献

す
る

こ
と

を
宣

言
し

た
。

,

「
文

化
を

通
じ

た
持

続
可

能
な

平
和

・
連

帯
・
協

力
」

と
い

う
ユ

ネ
ス

コ
憲

章
の

重
要

な
価

値
を

全
世

界
に

発
信

す
る

。
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ld

人人
々々

/ P
EO

PL
E

世世
界界
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PL
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ET

 

繁繁
栄栄

  //
   P

RO
SP

ER
IT

Y 
平平

和和
//
  P

EA
CE

文文
化化

にに
よよ

っっ
てて

人人
々々

のの
生生

活活
のの

質質
をを

向向
上上

ささ
せせ

、、
誰誰

一一
人人

取取
りり

残残
ささ

れれ
なな

いい
社社

会会
をを

目目
指指

すす
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 to
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e 
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.

文文
化化

をを
通通

じじ
てて

環環
境境

保保
護護

とと
持持

続続
可可

能能
なな

開開
発発

をを
促促

進進
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m
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文文
化化

産産
業業

のの
発発

展展
をを

通通
じじ

てて
経経

済済
的的

繁繁
栄栄

をを
実実

現現
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文文
化化

交交
流流

をを
通通

じじ
てて

国国
際際

平平
和和

とと
相相

互互
理理

解解
をを

促促
進進
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「
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3
0
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ン
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」
に
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け

る
文

化

釜釜
山山

文文
化化

財財
団団

「「
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ジジ
ョョ

ンン
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00
」」
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 C

ul
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0
釜釜

山山
文文

化化
財財

団団
「「
ビビ

ジジ
ョョ

ンン
22
00
33
00
」」
のの

主主
要要

戦戦
略略
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持持
続続

可可
能能

なな
都都

市市
環環

境境
のの

構構
築築
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ild
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ty
文文

化化
をを

通通
じじ

てて
釜釜

山山
のの

都都
市市

環環
境境

をを
持持

続続
可可

能能
なな

もも
のの

とと
しし

、、
市市

民民
のの

生生
活活

のの
質質

をを
向向

上上
ささ

せせ
るる

。
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アア
ジジ

アア
海海

洋洋
文文

化化
ハハ

ブブ
のの

構構
築築

  //
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ild

in
g 

an
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si
an
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m

e 
cu

ltu
ra

l h
ub

 
釜釜

山山
のの

地地
理理

的的
特特

性性
をを

活活
用用

しし
、、

アア
ジジ

アア
にに

おお
けけ

るる
海海

洋洋
文文

化化
都都

市市
のの

中中
心心

をを
形形

成成
すす

るる
。。
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a

国国
際際

文文
化化

交交
流流

のの
新新

モモ
デデ

ルル
のの

提提
示示

//
  A

 n
ew

 m
od

el
 fo

r i
nt

er
na

tio
na

l c
ul

tu
ra

l e
xc

ha
ng

e
朝朝

鮮鮮
通通

信信
使使

をを
活活

用用
しし

たた
国国

際際
文文

化化
交交

流流
のの

新新
たた

なな
モモ

デデ
ルル

をを
提提

示示
すす

るる
。。
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文文
化化

芸芸
術術

にに
よよ

るる
社社

会会
問問

題題
のの

解解
決決

//
  T

ac
kl

in
g 

so
ci

al
 is

su
es

 th
ro

ug
h 

th
e 

ar
ts

文文
化化

芸芸
術術

をを
通通

じじ
てて

社社
会会

問問
題題

へへ
のの

認認
識識

をを
改改

善善
しし

、、
解解

決決
策策

をを
模模

索索
すす

るる
。。
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日
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化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

韓韓
日日

両両
国国

にに
見見

らら
れれ

るる
深深

刻刻
なな

社社
会会

現現
象象
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nd
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 b
eg
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s 

w
ith

 in
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en
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na

l c
om

m
un
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at
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n

韓韓
国国

のの
伝伝

統統
的的

なな
芸芸

術術
教教

育育
はは

世世
代代

間間
のの

ココ
ミミ

ュュ
ニニ

ケケ
ーー

シシ
ョョ

ンン
かか

らら
始始

まま
るる

SS
..EE

..AA
をを

基基
盤盤

とと
しし

たた
イイ

ンン
クク

ルル
ーー

シシ
ブブ

アア
ーー

トト
おお

よよ
びび

世世
代代

間間
共共

感感
アア

ーー
トト
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d
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at
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s

G
ro
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d
in
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 E

du
ca

tio
n 

C
ol

la
bo

ra
tin

g 
on

 S
oc

ia
l I

ss
ue

s
--

世世
代代

間間
共共

感感
芸芸

術術
In

te
rg

en
er

at
io

na
l A

rt
s

--
11
55
分分

都都
市市

にに
おお

けけ
るる

文文
化化

芸芸
術術

教教
育育

のの
アア

クク
セセ

スス
15

-M
in

ut
e 

C
ity

: A
cc

es
si

bi
lit

y 
to

 A
rt

s 
Ed

uc
at

io
n

<<
気気

候候
危危

機機
対対

応応
>>
  <

C
lim

at
e 

C
ris

is
 R

es
po

ns
e>

＜＜
障障

害害
者者

芸芸
術術

＞＞
創創

作作
空空

間間
「「
オオ

ンン
ググ

ルル
」」

<A
bl

e 
Ar

t>
 C

re
at

iv
e 

St
ud

io
 ‘O

N
G

R
U

’
＜＜

包包
摂摂

芸芸
術術

＞＞
創創

作作
空空

間間
「「
ドド

ググ
」」

<I
nc

lu
si

ve
 A

rt
s>

 C
re

at
iv

e 
St

ud
io

 ‘D
U

G
U

’

病病
院院

芸芸
術術

（（ H
os

pi
ta

l A
rt

））

<<
障障

害害
者者

芸芸
術術

とと
包包

摂摂
芸芸

術術
のの

拠拠
点点

>>
 <

Ab
le

 A
rt

s 
an

d 
In

cl
us

iv
e 

Ar
ts

> --
芸芸

術術
にに

よよ
るる

環環
境境

問問
題題

へへ
のの

対対
応応

(E
ng

ag
in

g 
Ar

ts
 fo

r E
nv

iro
nm

en
ta

l S
ol

ut
io

ns
)

--
国国

際際
連連

帯帯
をを

通通
じじ

たた
ググ

ロロ
ーー

ババ
ルル

・・
イイ

ニニ
シシ

アア
テテ

ィィ
ブブ

(G
lo

ba
l I

ni
tia

tiv
es

 T
hr

ou
gh

 In
te

rn
at

io
na

l S
ol

id
ar

ity
)

ビビ
ーー

チチ
ココ

ーー
ミミ

ンン
ググ

・・
アア

ーー
トト

・・
キキ

ャャ
ンン

ペペ
ーー

ンン
(B

ea
ch

co
m

bi
ng

  A
rt

 C
am

pa
ig

n)

<<
文文

化化
のの

多多
様様

性性
>>
  <

C
ul

tu
ra

l D
iv

er
si

ty
>

--
文文

化化
政政

策策
とと

実実
施施

のの
国国

際際
的的

なな
討討

論論
のの

場場
Th

e 
In

te
rn

at
io

na
l P

ub
lic

 F
or

um
 o

f C
ul

tu
ra

l P
ol

ic
y 

an
d 

Im
pl

em
en

ta
tio

n 
--

国国
連連

SS
DD

GG
ssとと

ユユ
ネネ

スス
ココ

文文
化化

政政
策策

アア
ジジ

ェェ
ンン

ダダ
をを

中中
心心

にに
C

en
te

rin
g 

on
 U

N
 S

us
ta

in
ab

le
 D

ev
el

op
m

en
t G

oa
ls

 (S
D

G
s)

 
an

d 
U

N
ES

C
O

 C
ul

tu
ra

l P
ol

ic
y 

Ag
en

da
--

##
ググ

ロロ
ーー

ババ
ルル

ハハ
ブブ

都都
市市

・・
釜釜

山山
##
協協

力力
とと

連連
帯帯

#G
lo

ba
l H

ub
 C

ity
, B

us
an

 #
C

oo
pe

ra
tio

n 
&

 S
ol

id
ar

ity

＜＜
社社

会会
的的

芸芸
術術

ヒヒ
__リリ

ンン
ググ

ププ
ロロ

ジジ
ェェ

クク
トト

――
  ホホ

スス
ピピ

タタ
ルル

アア
ーー

トト
：：

心心
／／

身身
＞＞

<S
oc

ia
l A

rt
s 

H
ea

lin
g 

Pr
oj

ec
t>

 
<H

os
pi

ta
l A

rt
: H

ea
rt

 ((心心
))  //

B
od

y
((身身

))>>
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 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

釜釜
山山
文文
化化
財財
団団
がが
注注
目目
すす
るる
世世
代代
間間
芸芸
術術
とと
創創
造造
的的
エエ
イイ
ジジ
ンン
ググ

In
te

rg
en

er
at

io
na

l A
rt

s 
an

d 
C

re
at

iv
e 

Ag
in

g:
 B

us
an

 C
ul

tu
ra

l F
ou

nd
at

io
n'

s 
Fo

cu
s 

釜釜
山山
文文
化化
財財
団団
はは
、、
世世
代代
間間
芸芸
術術
とと
創創
造造
的的
エエ
イイ
ジジ
ンン
ググ
にに
注注
目目
しし
てて
いい
まま
すす
。。
ここ
のの
取取
りり
組組
みみ
はは
、、
高高
齢齢
化化
、、
地地
域域
消消
滅滅
、、

生生
活活
のの
質質
とと
いい
っっ
たた
ささ
まま
ざざ
まま
なな
社社
会会
課課
題題
にに
対対
応応
すす
るる
ここ
とと
をを
目目
的的
とと
しし
てて
いい
まま
すす
。。
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
意意
識識
をを
育育
みみ
、、
文文
化化
政政

策策
のの
受受
益益
者者
をを
融融
合合
ささ
せせ
るる
ここ
とと
でで
、、
ああ
らら
ゆゆ
るる
世世
代代
にに
とと
っっ
てて
よよ
りり
包包
摂摂
的的
でで
活活
気気
ああ
るる
芸芸
術術
的的
環環
境境
をを
創創
出出
すす
るる
ここ
とと
をを

目目
指指
しし
てて
いい
まま
すす
。。

Th
e 

Bu
sa

n 
C

ul
tu

ra
l F

ou
nd

at
io

n 
is

 p
la

ci
ng

 a
 s

po
tli

gh
t o

n 
in

te
rg

en
er

at
io

na
l a

rts
 a

nd
 c

re
at

iv
e 

ag
in

g.
 T

hi
s 

in
iti

at
iv

e 
ai

m
s 

to
 a

dd
re

ss
 v

ar
io

us
 s

oc
ie

ta
l c

ha
lle

ng
es

 s
uc

h 
as

 a
n 

ag
in

g 
po

pu
la

tio
n,

 lo
ca

l e
xt

in
ct

io
n,

 a
nd

 
qu

al
ity

 o
f l

ife
. B

y 
fo

st
er

in
g 

a 
se

ns
e 

of
 c

om
m

un
ity

 a
nd

 c
on

ve
rg

in
g 

cu
ltu

ra
l p

ol
ic

y 
be

ne
fic

ia
rie

s,
 th

e 
fo

un
d

at
io

n 
se

ek
s 

to
 c

re
at

e 
a 

m
or

e 
in

cl
us

iv
e 

an
d 

vi
br

an
t a

rti
st

ic
 la

nd
sc

ap
e 

fo
r a

ll 
ge

ne
ra

tio
ns

. 

韓韓
国国
とと
日日
本本
にに
おお
けけ
るる
世世
代代
共共
感感
芸芸
術術
のの
重重
要要
性性

(L
oc

al
 E

xt
in

ct
io

n)
(A

gi
ng

 P
op

ul
at

io
n)

(Q
ua

lit
y 

of
 L

ife
)

K
or

ea
 &

 J
ap

an
, T

he
 Im

po
rt

an
ce

 o
f I

nt
er

ge
ne

ra
tio

na
l A

rt
s

高高
齢齢
化化
人人
口口
のの
増増
加加
にに
伴伴
いい
、、

世世
代代
間間
芸芸
術術
はは
異異
なな
るる
年年
齢齢
層層
間間
のの
隔隔
たた

りり
をを
解解
消消
しし
、、

相相
互互
理理
解解
とと
協協
力力
をを
促促
進進
すす
るる

特特
別別
なな
機機
会会
をを
提提
供供
すす
るる
。。

W
ith

 a
n 

in
cr

ea
si

ng
 a

gi
ng

 p
op

ul
at

io
n,

in
te

rg
en

er
at

io
na

l a
rts

 p
ro

vi
de

 a
 

un
iq

ue
 o

pp
or

tu
ni

ty
 to

 b
rid

ge
 th

e 
ga

p 
be

tw
ee

n 
di

ffe
re

nt
 a

ge
 g

ro
up

s,
 

Fo
st

er
in

g 
un

de
rs

ta
nd

in
g 

an
d 

co
op

er
at

io
n ..

すす
べべ
てて
のの
世世
代代
がが
芸芸
術術
的的
なな
取取
りり
組組
みみ

にに
参参
加加
すす
るる
ここ
とと
にに
よよ
っっ
てて
、、

地地
域域
文文
化化
とと
伝伝
統統
をを
継継
承承
・・
保保
全全
しし
、、

地地
域域
消消
滅滅
のの
危危
機機
にに
対対
応応
すす
るる
ここ
とと
がが

でで
きき
るる
。。

By
 e

ng
ag

in
g 

al
l g

en
er

at
io

ns
 in

ar
tis

tic
 e

nd
ea

vo
ur

s,
 w

e 
ca

n 
he

lp
 

pr
es

er
ve

 lo
ca

l c
ul

tu
re

 a
nd

 
tra

di
tio

n,
 c

om
ba

tin
g 

th
e 

th
re

at
 o

f 
lo

ca
l e

xt
in

ct
io

n.

世世
代代
間間
芸芸
術術
ププ
ロロ
ググ
ララ
ムム
はは
、、
ああ
らら
ゆゆ
るる
年年

齢齢
層層
のの
参参
加加
者者
にに
対対
しし
、、
意意
義義
ああ
るる
参参
加加
とと

社社
会会
的的
つつ
なな
がが
りり
をを
提提
供供
すす
るる
ここ
とと
にに
よよ
っっ
てて
、、

生生
活活
のの
質質
をを
大大
きき
くく
向向
上上
ささ
せせ
るる
。。

In
te

rg
en

er
at

io
na

l a
rts

 p
ro

gr
am

m
er

s 
ca

n 
si

gn
ifi

ca
nt

ly
 im

pr
ov

e 
th

e 
qu

al
ity

 
of

 li
fe
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r p
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tic

ip
an
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 o

f a
ll 

ag
es

,
pr

ov
id

in
g 

m
ea

ni
ng

fu
l e

ng
ag

em
en

t 
an

d 
so

ci
al

 c
on

ne
ct

io
ns

.

地
域
消
滅

高
齢
化

生
活
の
質

韓韓
国国
のの
伝伝
統統
的的
なな

子子
育育
てて

K
or

ea
n 

Tr
ad

iti
on

al
 

C
hi

ld
ca

re

文文
化化
政政
策策
受受
益益
者者
のの
集集
約約

C
on

ve
rg

en
ce

 o
f C

ul
tu

ra
l P

ol
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y 
B
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ia

rie
s

In
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or
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in

g 
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tio

na
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ld
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re
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et
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ds

 in
to
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en
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na

l p
ro
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am

m
es

, 
fo
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g 
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we

en
 th

e 
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un
ge

st
 a
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 o
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t m
em
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rs

 o
f s
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ie

ty
.

学学
校校
でで
のの
芸芸
術術
教教
育育

Ar
ts

 E
du

ca
tio

n 
in

 S
ch

oo
ls

Ex
pa

nd
in

g 
ar

ts
 e

du
ca

tio
n 

in
 s

ch
oo

ls
, p

ar
tic

ul
ar

ly 
in

 m
us

ic
 a

nd
 a

rt,
 to

 p
ro

vi
de

 a
 

fo
un

da
tio

n 
fo

r l
ife

lo
ng

 a
rti

st
ic

 e
ng

ag
em

en
t .

人人
生生
のの
中中
年年
期期
にに
おお
けけ

るる
芸芸
術術
的的
なな
自自
己己
実実
現現

Ar
tis

tic
 S

el
f-

R
ea

liz
at

io
n 

in
 

M
id

lif
e

O
ffe

rin
g 

op
po

rtu
ni

tie
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r m
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dl

e-
ag

ed
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al

s 
to

 e
xp

lo
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 th
ei

r a
rti

st
ic
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ot

en
tia

l 
an

d 
ac
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ev

e 
se

lf-
re
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is

at
io

n 
th

ro
ug

h 
cr
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tiv

e 
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rs
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ts
..

全全
世世
代代
のの
融融
合合
芸芸
術術

C
om

bi
ne

d 
Ar

ts
 

fo
r A

ll 
Ag

es
D

ev
el

op
in

g 
pr

og
ra

m
m

es
 th

at
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om
bi

ne
 v

ar
io

us
 a

rt 
fo

rm
s,

 a
pp

ea
lin

g 
to
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iff

er
en

t 
ag

e 
gr

ou
ps

 a
nd

 fo
st

er
in

g 
in

te
rg

en
er

at
io

na
l c

ol
la

bo
ra

tio
n.

世世
代代
間間
ププ
ロロ
ググ
ララ
ムム
にに
伝伝
統統
的的
なな
子子
育育
てて
法法
をを
取取
りり
入入
れれ
、、
社社
会会
にに
おお
けけ
るる
最最
年年
少少
世世
代代
とと
最最
年年
長長
世世

代代
とと
のの
つつ
なな
がが
りり
をを
促促
進進
すす
るる
。。

生生
涯涯
にに
わわ
たた
るる
芸芸
術術
的的
関関
わわ
りり
のの
基基
盤盤
をを
築築
くく
たた
めめ
にに
、、
特特
にに
音音
楽楽
やや
美美
術術
にに
おお
けけ
るる
学学
校校
でで
のの

芸芸
術術
教教
育育
をを
拡拡
充充
すす
るる
。。

中中
年年
期期
のの
人人
々々
にに
、、
創創
造造
的的
なな
活活
動動
をを
通通
じじ
てて
芸芸
術術
的的
可可
能能
性性
をを
探探
求求
しし
、、
自自
己己
実実
現現
をを
達達
成成
すす
るる

機機
会会
をを
提提
供供
すす
るる
。。

多多
様様
なな
芸芸
術術
形形
態態
をを
組組
みみ
合合
わわ
せせ
、、
異異
なな
るる
年年
齢齢
層層
にに
訴訴
求求
しし
、、
世世
代代
間間
のの
協協
働働
をを
促促
進進
すす
るる
ププ

ロロ
ググ
ララ
ムム
をを
開開
発発
すす
るる
。。

R
ei

nf
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ci
ng

 th
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R
ol

e 
of

  A
rt

s 
fo

r I
nt
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ge
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tio
na
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m
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at
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n

世世
代代
間間
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
ケケ
ーー
シシ
ョョ
ンン
にに
おお
けけ
るる
芸芸
術術
のの
役役
割割
強強
化化

Po
lic

y 
Su

pp
or

t
政政
策策
的的
支支
援援

乳乳
幼幼
児児
、、
青青
年年
、、
中中
壮壮
年年
、、
高高
齢齢
者者
とと
いい
っっ
たた
対対
象象
別別
のの
芸芸
術術

教教
育育
支支
援援
かか
らら
、、
世世
代代
間間
芸芸
術術
をを
対対
象象
とと
すす
るる
政政
策策
的的
支支
援援

へへ
とと
拡拡
充充
すす
るる

。。

Po
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y 
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pp
or

t f
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 in
te
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ar

ts
 in

 ta
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 (i
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yo
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g,
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de

rly
) s

up
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io
n

ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
のの
回回
復復

C
om

m
un

ity
 R

es
to

ra
tio

n
世世
代代
間間
芸芸
術術
をを
通通
じじ
てて
、、
家家
族族
、、
地地
域域
社社
会会
、、
社社
会会

関関
係係
のの
回回
復復
をを
促促
進進
すす
るる
。。

R
es

to
rin

g 
fa

m
ily

, c
om

m
un

ity
 a

nd
 s

oc
ie

ty
 

th
ro
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er
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l a
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s

三三
世世
代代
ププ
ロロ
ググ
ララ
ムム

Th
re

e-
G

en
er

at
io

n 
Pr

og
ra

m
三三
世世
代代
がが
一一
緒緒
にに
楽楽
しし
めめ
るる

文文
化化
ププ
ロロ
ググ
ララ
ムム
をを
開開
発発
すす
るる

。。

D
ev
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g 
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ltu

ra
l p
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am
s 

fo
r t
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ee

 g
en
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at

io
ns

 t
o 

en
jo

y 
to

ge
th

er

乳乳
幼幼
児児
とと
高高
齢齢
者者
のの

  ココ
ララ
ボボ
レレ
ーー
シシ
ョョ
ンン

政政
策策
的的
恩恩
恵恵
をを
受受
けけ
るる
乳乳
幼幼
児児
とと
高高
齢齢
者者
がが
一一
緒緒
にに

参参
加加
でで
き き
るる
ププ
ロロ
ググ
ララ
ムム
をを
支支
援援
すす
るる
。。
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pp

or
t f
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 p

ro
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s 

th
at
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代代
間間

ココ
ミミ

ュュ
ニニ

ケケ
ーー

シシ
ョョ

ンン
にに

おお
けけ

るる
芸芸

術術
のの

役役
割割

強強
化化

創創
造造
的的
なな
高高
齢齢
期期
のの
芸芸
術術
教教
育育

C
re

at
iv

e 
Ag

in
g 

Ar
ts

 E
du

ca
tio

n

ゆゆ
りり
かか
ごご
かか
らら
墓墓
場場
まま
でで

Fr
om

 C
ra

dl
e 

to
 G

ra
ve

文文
化化
的的
福福
祉祉
のの
観観
点点
かか
らら
、、
揺揺
りり
かか

ごご
かか
らら
墓墓
場場
まま
でで
をを
対対
象象
とと
すす
るる
芸芸
術術

のの
ララ
イイ
フフ
ササ
イイ
クク
ルル
・・
ププ
ロロ
ググ
ララ
ムム
をを
開開

発発 D
ev

el
op

 C
ra

dl
e 

to
 G

ra
ve

 lif
e 

cy
cl

e 
pr

og
ra

m
s 

fo
r t

he
 a

rts
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m

 a
 c
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el
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re
 

pe
rs

pe
ct

iv
e

エエ
ビビ
デデ
ンン
スス
にに
基基
づづ
くく
芸芸
術術
教教
育育
政政
策策

Ev
id

en
ce

d 
Ba

se
d 

Ar
ts

 E
du

ca
tio

n 
Po

lic
y

文文
化化
・・
芸芸
術術
教教
育育
のの
有有
効効
性性
をを
実実
証証
的的
にに
検検
証証

すす
るる
ここ
とと
にに
よよ
るる
、、
そそ
のの
有有
用用
性性
のの
提提
唱唱

Ad
vo
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cy

 fo
r t

he
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ity

 o
f c
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tu
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l a

nd
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11
55
分分
都都
市市
にに
おお
けけ
るる
芸芸
術術
教教
育育

15
 M

in
ut

e
Ci

ty
Ar

ts
 E

du
ca

tio
n

人人
生生
回回
顧顧
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト

Li
fe

R
et

ro
sp

ec
tiv

e 
Pr

oj
ec

t
「「
芸芸
術術
をを
通通
じじ
たた
人人
生生
回回
顧顧
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト
」」
をを
実実
施施

しし
、、
自自
叙叙
伝伝
、、
映映
画画
、、
文文
学学
、、
美美
術術
、、
舞舞
台台
芸芸
術術
なな
どど

をを
通通
じじ
てて
個個
人人
のの
人人
生生
をを
表表
現現
すす
るる
芸芸
術術
活活
動動
をを

支支
援援
すす
るる
。。
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pl
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of
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y, 
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m
, l
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, a
rt,
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nd

 
pe

rfo
rm
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ce

.

地地
域域
のの
高高
齢齢
化化
社社
会会
にに
対対
応応
しし
、、
高高
齢齢
者者
をを

対対
象象
とと
しし
たた
「「
11
55
分分
都都
市市
」」
文文
化化
芸芸
術術
教教
育育
をを

強強
化化
すす
るる
。。
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釜釜
山山
文文
化化
財財
団団
のの
イイ
ンン
クク
ルル
ーー
シシ
ブブ
・・
アア
ーー
ツツ
実実
践践
にに
向向
けけ
たた
使使
命命
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e
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釜釜
山山
文文
化化
財財
団団
はは
、、
障障
がが
いい
のの
ああ
るる
芸芸
術術
家家
のの
権権
利利
をを
保保
護護
しし
、、
そそ
のの
芸芸
術術

活活
動動
をを
支支
援援
すす
るる
たた
めめ
にに
、、
ささ
まま
ざざ
まま
なな
取取
りり
組組
みみ
をを
進進
めめ
てて
いい
まま
すす
。。

ここ
れれ
らら
のの
努努
力力
をを
通通
じじ
てて
、、
すす
べべ
てて
のの
芸芸
術術
家家
にに
対対
すす
るる
公公
正正
なな
扱扱
いい
をを
保保

障障
すす
るる
とと
とと
もも
にに
、、
障障
がが
いい
のの
有有
無無
をを
超超
ええ
たた
芸芸
術術
的的
なな
協協
働働
やや
創創
造造
的的
なな

育育
成成
をを
促促
進進
すす
るる
ここ
とと
をを
目目
指指
しし
てて
いい
まま
すす
。。
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釜釜
山山
文文
化化
財財
団団
がが
注注
目目
すす
るる
世世
代代
間間
芸芸
術術
とと
創創
造造
的的
エエ
イイ
ジジ
ンン
ググ

In
te

rg
en

er
at
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na

l A
rt
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d 
C

re
at

iv
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Ag
in

g:
 B

us
an

 C
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l F
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nd
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n'

s 
Fo

cu
s 

釜釜
山山
文文
化化
財財
団団
はは
、、
世世
代代
間間
芸芸
術術
とと
創創
造造
的的
エエ
イイ
ジジ
ンン
ググ
にに
注注
目目
しし
てて
いい
まま
すす
。。
ここ
のの
取取
りり
組組
みみ
はは
、、
高高
齢齢
化化
、、
地地
域域
消消
滅滅
、、

生生
活活
のの
質質
とと
いい
っっ
たた
ささ
まま
ざざ
まま
なな
社社
会会
課課
題題
にに
対対
応応
すす
るる
ここ
とと
をを
目目
的的
とと
しし
てて
いい
まま
すす
。。
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
意意
識識
をを
育育
みみ
、、
文文
化化
政政

策策
のの
受受
益益
者者
をを
融融
合合
ささ
せせ
るる
ここ
とと
でで
、、
ああ
らら
ゆゆ
るる
世世
代代
にに
とと
っっ
てて
よよ
りり
包包
摂摂
的的
でで
活活
気気
ああ
るる
芸芸
術術
的的
環環
境境
をを
創創
出出
すす
るる
ここ
とと
をを

目目
指指
しし
てて
いい
まま
すす
。。
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 la

nd
sc

ap
e 
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. 

韓韓
国国
とと
日日
本本
にに
おお
けけ
るる
世世
代代
共共
感感
芸芸
術術
のの
重重
要要
性性

(L
oc

al
 E

xt
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ct
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n)
(A
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ng

 P
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ua
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of
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, T
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 o
f I
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tio

na
l A

rt
s

高高
齢齢
化化
人人
口口
のの
増増
加加
にに
伴伴
いい
、、

世世
代代
間間
芸芸
術術
はは
異異
なな
るる
年年
齢齢
層層
間間
のの
隔隔
たた

りり
をを
解解
消消
しし
、、

相相
互互
理理
解解
とと
協協
力力
をを
促促
進進
すす
るる

特特
別別
なな
機機
会会
をを
提提
供供
すす
るる
。。
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g 
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すす
べべ
てて
のの
世世
代代
がが
芸芸
術術
的的
なな
取取
りり
組組
みみ

にに
参参
加加
すす
るる
ここ
とと
にに
よよ
っっ
てて
、、

地地
域域
文文
化化
とと
伝伝
統統
をを
継継
承承
・・
保保
全全
しし
、、

地地
域域
消消
滅滅
のの
危危
機機
にに
対対
応応
すす
るる
ここ
とと
がが

でで
きき
るる
。。
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世世
代代
間間
芸芸
術術
ププ
ロロ
ググ
ララ
ムム
はは
、、
ああ
らら
ゆゆ
るる
年年

齢齢
層層
のの
参参
加加
者者
にに
対対
しし
、、
意意
義義
ああ
るる
参参
加加
とと

社社
会会
的的
つつ
なな
がが
りり
をを
提提
供供
すす
るる
ここ
とと
にに
よよ
っっ
てて
、、

生生
活活
のの
質質
をを
大大
きき
くく
向向
上上
ささ
せせ
るる
。。
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地
域
消
滅

高
齢
化

生
活
の
質

韓韓
国国
のの
伝伝
統統
的的
なな

子子
育育
てて

K
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n 
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al
 

C
hi
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re

文文
化化
政政
策策
受受
益益
者者
のの
集集
約約
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学学
校校
でで
のの
芸芸
術術
教教
育育
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人人
生生
のの
中中
年年
期期
にに
おお
けけ

るる
芸芸
術術
的的
なな
自自
己己
実実
現現
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全全
世世
代代
のの
融融
合合
芸芸
術術

C
om
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世世
代代
間間
ププ
ロロ
ググ
ララ
ムム
にに
伝伝
統統
的的
なな
子子
育育
てて
法法
をを
取取
りり
入入
れれ
、、
社社
会会
にに
おお
けけ
るる
最最
年年
少少
世世
代代
とと
最最
年年
長長
世世

代代
とと
のの
つつ
なな
がが
りり
をを
促促
進進
すす
るる
。。

生生
涯涯
にに
わわ
たた
るる
芸芸
術術
的的
関関
わわ
りり
のの
基基
盤盤
をを
築築
くく
たた
めめ
にに
、、
特特
にに
音音
楽楽
やや
美美
術術
にに
おお
けけ
るる
学学
校校
でで
のの

芸芸
術術
教教
育育
をを
拡拡
充充
すす
るる
。。

中中
年年
期期
のの
人人
々々
にに
、、
創創
造造
的的
なな
活活
動動
をを
通通
じじ
てて
芸芸
術術
的的
可可
能能
性性
をを
探探
求求
しし
、、
自自
己己
実実
現現
をを
達達
成成
すす
るる

機機
会会
をを
提提
供供
すす
るる
。。

多多
様様
なな
芸芸
術術
形形
態態
をを
組組
みみ
合合
わわ
せせ
、、
異異
なな
るる
年年
齢齢
層層
にに
訴訴
求求
しし
、、
世世
代代
間間
のの
協協
働働
をを
促促
進進
すす
るる
ププ

ロロ
ググ
ララ
ムム
をを
開開
発発
すす
るる
。。
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世世
代代
間間
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
ケケ
ーー
シシ
ョョ
ンン
にに
おお
けけ
るる
芸芸
術術
のの
役役
割割
強強
化化

Po
lic

y 
Su

pp
or

t
政政
策策
的的
支支
援援

乳乳
幼幼
児児
、、
青青
年年
、、
中中
壮壮
年年
、、
高高
齢齢
者者
とと
いい
っっ
たた
対対
象象
別別
のの
芸芸
術術

教教
育育
支支
援援
かか
らら
、、
世世
代代
間間
芸芸
術術
をを
対対
象象
とと
すす
るる
政政
策策
的的
支支
援援

へへ
とと
拡拡
充充
すす
るる

。。
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児児
とと
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齢齢
者者
がが
一一
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にに

参参
加加
でで
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ググ
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ムム
をを
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援援
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・・
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のの
有有
効効
性性
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実実
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的的
にに
検検
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るる
ここ
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のの
有有
用用
性性
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11
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都都
市市
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術術
教教
育育
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化化
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にに
対対
応応
しし
、、
高高
齢齢
者者
をを

対対
象象
とと
しし
たた
「「
11
55
分分
都都
市市
」」
文文
化化
芸芸
術術
教教
育育
をを

強強
化化
すす
るる
。。

St
re

ng
th

en
in

g 
15

 m
in

ut
e 

ci
ty

 c
ul

tu
ra

l 
an

d 
ar

ts
 e

du
ca

tio
n 

fo
r t

he
 e

ld
er

ly
 in

 
re

sp
on

se
 to

 th
e 

lo
ca

l a
gi

ng
 s

oc
ie

ty

釜釜
山山
文文
化化
財財
団団
のの
イイ
ンン
クク
ルル
ーー
シシ
ブブ
・・
アア
ーー
ツツ
実実
践践
にに
向向
けけ
たた
使使
命命

TT
hh
ee
  BB

uu
ssaa

nn
  CC

uu
lltt
uu
rraa

ll  FF
oo
uu
nn
dd
aatt

iioo
nn
''ss

  MM
iiss

ssii
oo
nn
  ff
oo
rr  

IInn
cc
lluu

ssii
vvee

  AA
rrtt

ss  
PP

rraa
cc
ttii
cc
ee

Th
e 

Bu
sa

n 
C

ul
tu

ra
l F

ou
nd

at
io

n 
ha

s 
em

ba
rk

ed
 o

n 
va

rio
us

 
in

iti
at

iv
es

to
pr

ot
ec

tt
he

rig
ht

s
of

ar
tis

ts
w

ith
di

sa
bi

lit
ie

s
an

d
su

pp
or

tt
he

ir
ar

tis
tic

en
de

av
or

s.
Th

ro
ug

h
th

es
e

ef
fo

rts
,i

ta
im

s
to

en
su

re
fa

ir
tre

at
m

en
tf

or
al

la
rti

st
s

an
d

pr
om

ot
e

ar
tis

tic
co

lla
bo

ra
tio

n
an

d
cr

ea
tiv

e
cu

lti
va

tio
n

th
at

tra
ns

ce
nd

s
th

e
bo

un
da

rie
s

be
tw

ee
n

di
sa

bl
ed

an
d

no
n-

di
sa

bl
ed

in
di

vi
du

al
s.

釜釜
山山
文文
化化
財財
団団
はは
、、
障障
がが
いい
のの
ああ
るる
芸芸
術術
家家
のの
権権
利利
をを
保保
護護
しし
、、
そそ
のの
芸芸
術術

活活
動動
をを
支支
援援
すす
るる
たた
めめ
にに
、、
ささ
まま
ざざ
まま
なな
取取
りり
組組
みみ
をを
進進
めめ
てて
いい
まま
すす
。。

ここ
れれ
らら
のの
努努
力力
をを
通通
じじ
てて
、、
すす
べべ
てて
のの
芸芸
術術
家家
にに
対対
すす
るる
公公
正正
なな
扱扱
いい
をを
保保

障障
すす
るる
とと
とと
もも
にに
、、
障障
がが
いい
のの
有有
無無
をを
超超
ええ
たた
芸芸
術術
的的
なな
協協
働働
やや
創創
造造
的的
なな

育育
成成
をを
促促
進進
すす
るる
ここ
とと
をを
目目
指指
しし
てて
いい
まま
すす
。。
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社社
会会
的的
関関
与与
型型
芸芸
術術
にに
おお
けけ
るる
障障
がが
いい
のの
ああ
るる
芸芸
術術
家家
のの
参参
加加
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域域
社社
会会
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課課
題題
にに
取取
りり
組組
むむ
うう

ええ
でで
のの
障障
がが
いい
のの
ああ
るる
芸芸
術術
家家
のの

関関
与与
をを
促促
進進
すす
るる

芸芸
術術
活活
動動
をを
通通
じじ
てて
社社
会会
的的
認認
識識
をを

高高
めめ
、、
障障
害害
にに
対対
すす
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和和
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力力
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をを
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よよ
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術術
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患患
者者
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事事
者者

にに
よよ

るる
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力力
的的

創創
作作
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 m
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大大
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和和
とと
連連
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22
00
22
33
  釜釜
山山
文文
化化
カカ
ンン
フフ
ァァ
レレ
ンン
スス

UU
NN

EE
SS

CC
OO

  AA
DD

GG
  エエ
ルル
ネネ
スス
トト
・・
オオ
ッッ
トト
ーー
ネネ
・・
ララ
ミミ
レレ

スス
がが
「「
文文
化化
交交
流流
をを
通通
じじ
たた
包包
摂摂
とと
平平
和和
のの
回回
復復
」」

をを
テテ
ーー
ママ
にに
講講
演演
。。

..ユユ
ネネ
スス
ココ
文文
化化
政政
策策
・・
開開
発発
局局
長長
パパ
オオ
ララ
・・
レレ
オオ
ンン

チチ
ーー
ニニ
・・
ババ
ルル
トト
リリ
がが
「「
包包
摂摂
とと
協協
力力
のの
たた
めめ
のの
ユユ
ネネ

スス
ココ
文文
化化
政政
策策
アア
ジジ
ェェ
ンン
ダダ
」」
にに
つつ
いい
てて
発発
表表
。。

ユユ
ネネ
スス
ココ
・・
アア
ジジ
アア
太太
平平
洋洋
文文
化化
部部
長長
フフ
ェェ
ンン
・・
ジジ

ンン
がが
「「
アア
ジジ
アア
太太
平平
洋洋
にに
おお
けけ
るる
文文
化化
的的
多多
様様
性性
、、

地地
域域
紛紛
争争
克克
服服
のの
たた
めめ
のの
方方
策策
」」
にに
つつ
いい
てて
発発

表表
。。

高高
神神
大大
学学
名名
誉誉
教教
授授
ナナ
ムム
・・
ソソ
ンン
ウウ
がが
「「
平平
和和
とと

連連
帯帯
のの
たた
めめ
のの
釜釜
山山
のの
実実
践践
的的
対対
応応
とと
努努
力力
」」

にに
つつ
いい
てて
講講
演演
。。

文文
化化
芸芸
術術
をを
通通
じじ
たた
平平
和和
とと
協協
力力
のの
釜釜
山山
宣宣
言言
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スス
ココ
のの
文文
化化
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様様
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信信
使使
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のの
受受
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釜釜
山山
宣宣
言言
はは
、、
朝朝
鮮鮮
通通
信信
使使
のの
「「
誠誠
信信
交交
隣隣
」」
のの
理理
念念
をを
継継
承承
しし
、、

よよ
りり
平平
和和
でで
調調
和和
のの
とと
れれ
たた
世世
界界
のの
実実
現現
にに
向向
けけ
てて
努努
力力
すす
るる
意意
思思
をを
表表
明明
すす
るる
もも
のの
でで
ああ
るる
。。
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* 「
20

23
年

5 月
4 日

、
大
韓
民
国
釜
山
で
開
催
さ
れ
た
釜
山
文
化
会
議
の
参
加
者
は
、
芸
術
と
文
化
を
通
じ
て
世
界
平
和
を
促
進
す
る
た
め
の
確
固
た
る
決
意
を

誇
り
を
も
っ
て
宣
言
す
る
。
」
と
い
う
序
文
で
始
ま
る
『
釜
山
宣
言
』
は
、
以
下
の

7 項
目
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

(1
) 文

化
的
多
様
性
と
権
利

, (
2)

 平
和
の
た
め
の
芸
術
と
文
化

, (
3)

 持
続
可
能
な
発
展
の
た
め
の
文
化
政
策

, (
4)

 文
化
的
多
様
性
と
包
摂
性

, (
5)

 文
化
政
策

の
社
会
的
影
響

, (
6)

 文
化
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

, (
7)

 文
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
連
帯
と
協
力
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文文
化化
交交
流流
をを
通通
じじ
たた
日日
韓韓
関関
係係
改改
善善
のの
たた
めめ
のの
ユユ
ネネ
スス
ココ
会会
議議
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朝朝
鮮鮮
通通
信信
使使
記記
録録
物物
のの
ユユ
ネネ
スス
ココ
世世
界界
記記
憶憶
遺遺
産産
へへ
のの
日日
韓韓
共共
同同
登登
録録
以以
降降
、、
日日
韓韓
関関
係係
改改
善善
にに
おお
けけ
るる
文文
化化
芸芸
術術
のの
役役
割割
をを

テテ
ーー
ママ
にに
しし
たた
韓韓
日日
ユユ
ネネ
スス
ココ
委委
員員
会会
関関
係係
者者
にに
よよ
るる
初初
会会
合合
がが

22
00
22
33
年年

55
月月

55
日日
、、
釜釜
山山
でで
開開
催催
ささ
れれ
たた
。。
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ssにに
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けけ
るる
文文
化化
的的
実実
践践
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国国
連連
はは

22
00
11
55
年年
にに

11
77
のの
持持
続続
可可
能能
なな
開開
発発
目目
標標
（（
SS

DD
GG

ss））
をを
採採
択択
しし
たた
。。
文文
化化
分分
野野
はは
直直
接接
的的
にに
目目
標標
項項
目目
とと
しし
てて
はは

含含
まま
れれ
てて
いい
なな
いい
もも
のの
のの
、、
ユユ
ネネ
スス
ココ
をを
中中
心心
とと
しし
てて
「「
文文
化化
のの
社社
会会
的的
影影
響響
力力
」」
をを
強強
化化
すす
るる
動動
きき
がが
進進
展展
しし
てて
おお
りり
、、

文文
化化
セセ
クク
タタ
ーー
にに
おお
いい
てて

SS
DD

GG
ssをを
積積
極極
的的
にに
導導
入入
すす
るる
事事
例例
がが
増増
加加
しし
てて
いい
るる
。
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文文
化化
のの
役役
割割
とと
パパ
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ナナ
ーー
シシ
ッッ
ププ
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国国
際際
社社
会会
のの
多多
様様
なな
分分
野野
にに
おお
いい
てて
、、
平平
和和
とと
連連
帯帯
にに
向向
けけ
たた
取取
りり
組組
みみ
がが
強強
化化
ささ
れれ
るる
中中
、、
世世
界界
経経
済済
フフ
ォォ
ーー
ララ
ムム
（（
WW

EE
FF
））

はは
22
00
22
33
年年
のの
テテ
ーー
ママ
をを
「「
分分
断断
ささ
れれ
たた
世世
界界
にに
おお
けけ
るる
協協
力力
」」
（（
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ttii
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  FF

rraa
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ttee

dd
  WW
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rrll
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））
とと
定定
めめ
たた
。。
ここ
れれ
はは

文文
化化
のの
役役
割割
やや
パパ
ーー
トト
ナナ
ーー
シシ
ッッ
ププ
のの
重重
要要
性性
をを
再再
認認
識識
ささ
せせ
るる
もも
のの
でで
ああ
るる
。。
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22
00
11
99
年年
にに
発発
表表
ささ
れれ
たた
釜釜
山山
文文
化化
財財
団団
のの
ビビ
ジジ
ョョ
ンン

22
00
33
00
はは
、、
「「
持持
続続
可可
能能
なな
都都
市市
環環
境境
のの
創創
造造
」」
おお
よよ
びび
「「
アア
ジジ
アア
海海

洋洋
文文
化化
ハハ
ブブ
のの
構構
築築
」」
をを
戦戦
略略
課課
題題
とと
しし
てて
掲掲
げげ
てて
いい
るる
。。
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文文
化化
芸芸
術術
にに
よよ
るる
平平
和和
とと
連連
帯帯
のの
背背
景景
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Ar
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ab
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s 
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 E
ng

ag
ed

 A
rt

s 
In

iti
at

iv
es

社社
会会
的的
関関
与与
型型
芸芸
術術
にに
おお
けけ
るる
障障
がが
いい
のの
ああ
るる
芸芸
術術
家家
のの
参参
加加

地地
域域
社社
会会
のの
課課
題題
にに
取取
りり
組組
むむ
うう

ええ
でで
のの
障障
がが
いい
のの
ああ
るる
芸芸
術術
家家
のの

関関
与与
をを
促促
進進
すす
るる

芸芸
術術
活活
動動
をを
通通
じじ
てて
社社
会会
的的
認認
識識
をを

高高
めめ
、、
障障
害害
にに
対対
すす
るる
偏偏
見見
をを
和和
らら
げげ
、、

イイ
ンン
クク
ルル
ーー
シシ
ブブ
なな
社社
会会
をを
促促
進進
すす
るる

社社
会会
参参
加加
をを
通通
じじ
てて
、、
障障
がが
いい
のの
ああ
るる

芸芸
術術
家家
がが
自自
らら
のの
能能
力力
とと
可可
能能
性性
をを

発発
揮揮
でで
きき
るる
よよ
うう
支支
援援
すす
るる

■
公
正
なな
待
遇

障
害
を
持
つ
芸
術
家
た
ち
が
自
身
の
作
品
と

才
能
に
対
す
る
公
正
な
待
遇
の
強
化

Fa
ir 
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m
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ns

at
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n
En

ha
nc
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g 
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ir 
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at
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en
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nd
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r d
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nd
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r t
al
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ts
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th

ei
r w

or
ks

■
安安
定定
しし
たた
創創
作作
環環
境境

障
害
の
あ
る
芸
術
家
が
安
定
的
に
創
作
活

動
を
行
え
る
支
援
体
制
の
整
備

Es
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bl
is
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ng

 a
 s
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ve
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 c
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e 
en
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nm
en

t

■
法法
的的
・・
制制
度度
的的
支支
援援
体体
制制
のの
改改
善善

創
作
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
向
上
と
作
品
流
通
体
制

の
法
制
度
化
を
通
じ
た
芸
術
活
動
の
機
会
拡
大
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tit
ut
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liz
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n 

of
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tw

or
k 
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st
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ut
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n

■
芸芸
術術
教教
育育
のの
強強
化化

障
害
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
ア
ー
ト
に
関
す
る
認
識
改
善

教
育
及
び
仲
間
同
士
の
学
び
を
通
じ
た
能
力
強
化
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in
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ar
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n
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e 
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nt
s

イイ
ンン
クク
ルル
ーー
シシ
ブブ
・・
アア
ーー
ツツ
にに
参参
加加
すす
るる
アア
ーー
テテ
ィィ
スス
トト
のの
公公
正正
なな
待待
遇遇
とと
創創
作作
基基
盤盤

So
ci

al
 A

rts
 H

ea
lin

g 
Pr

oj
ec

t “
H

os
pi

ta
l A

rt”
社社
会会
的的
アア
ーー
トト
ヒヒ
ーー
リリ
ンン
ググ
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト
「「
ホホ
スス
ピピ
タタ
ルル
アア
ーー
トト
」」

芸芸
術術
でで

市市
民民
のの

心心
をを

癒癒
しし
、、

社社
会会

的的
孤孤

立立
をを

越越
ええ
てて

連連
帯帯
をを

築築
くく
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト
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社
会会
的的
文文
化化
セ
ーー
フフ
テテ
ィィ
ネネ
ッッ
トト
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的
な
日
常
回
復
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自
発発
的的
参参
加加
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持
続続
可可
能能
性性
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創
造
的
協
力
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ea

tiv
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n

社
会会
的的
認認
識識

SSoo
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  AA
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eess

ss

市市
民民

のの
情情
緒緒

的的
癒癒

しし
をを

支支
ええ

るる
支支

援援
シシ

スス
テテ

ムム
Su
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ci
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ot
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na
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g

芸芸
術術

家家
・・

患患
者者

・・
医医

療療
従従

事事
者者

にに
よよ

るる
協協

力力
的的

創創
作作
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am
on

g 
ar

tis
ts

, p
at

ie
nt
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 st
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f

芸芸
術術

治治
癒癒

にに
対対

すす
るる

社社
会会

的的
認認

識識
のの

拡拡
大大
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rt
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g

芸芸
術術

をを
通通

じじ
てて

健健
康康

的的
なな

日日
常常

をを
回回

復復
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ily

 li
fe

 th
ro

ug
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ts

病病
理理

的的
アア

ププ
ロロ

ーー
チチ

でで
はは

なな
くく

自自
発発

的的
なな

参参
加加
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病病
理理

的的
アア

ププ
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チチ
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自自
発発

的的
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参参
加加
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文文
化化
芸芸
術術
にに
よよ
るる
平平
和和
とと
連連
帯帯

03
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20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포
지
움
」

20
25

 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

2200
2233
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ee
基基
調調
講講
演演

K
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te

 S
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ec
h

テテ
ーー
ママ
発発
表表
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化化
的的
多多
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性性
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22
00
22
33
  釜釜
山山
文文
化化
カカ
ンン
フフ
ァァ
レレ
ンン
スス

UU
NN

EE
SS

CC
OO

  AA
DD

GG
  エエ
ルル
ネネ
スス
トト
・・
オオ
ッッ
トト
ーー
ネネ
・・
ララ
ミミ
レレ

スス
がが
「「
文文
化化
交交
流流
をを
通通
じじ
たた
包包
摂摂
とと
平平
和和
のの
回回
復復
」」

をを
テテ
ーー
ママ
にに
講講
演演
。。

..ユユ
ネネ
スス
ココ
文文
化化
政政
策策
・・
開開
発発
局局
長長
パパ
オオ
ララ
・・
レレ
オオ
ンン

チチ
ーー
ニニ
・・
ババ
ルル
トト
リリ
がが
「「
包包
摂摂
とと
協協
力力
のの
たた
めめ
のの
ユユ
ネネ

スス
ココ
文文
化化
政政
策策
アア
ジジ
ェェ
ンン
ダダ
」」
にに
つつ
いい
てて
発発
表表
。。

ユユ
ネネ
スス
ココ
・・
アア
ジジ
アア
太太
平平
洋洋
文文
化化
部部
長長
フフ
ェェ
ンン
・・
ジジ

ンン
がが
「「
アア
ジジ
アア
太太
平平
洋洋
にに
おお
けけ
るる
文文
化化
的的
多多
様様
性性
、、

地地
域域
紛紛
争争
克克
服服
のの
たた
めめ
のの
方方
策策
」」
にに
つつ
いい
てて
発発

表表
。。

高高
神神
大大
学学
名名
誉誉
教教
授授
ナナ
ムム
・・
ソソ
ンン
ウウ
がが
「「
平平
和和
とと

連連
帯帯
のの
たた
めめ
のの
釜釜
山山
のの
実実
践践
的的
対対
応応
とと
努努
力力
」」

にに
つつ
いい
てて
講講
演演
。。

文文
化化
芸芸
術術
をを
通通
じじ
たた
平平
和和
とと
協協
力力
のの
釜釜
山山
宣宣
言言
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ユユ
ネネ
スス
ココ
のの
文文
化化
多多
様様
性性
とと
朝朝
鮮鮮
通通
信信
使使
精精
神神
のの
受受
容容
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釜釜
山山
宣宣
言言
はは
、、
朝朝
鮮鮮
通通
信信
使使
のの
「「
誠誠
信信
交交
隣隣
」」
のの
理理
念念
をを
継継
承承
しし
、、

よよ
りり
平平
和和
でで
調調
和和
のの
とと
れれ
たた
世世
界界
のの
実実
現現
にに
向向
けけ
てて
努努
力力
すす
るる
意意
思思
をを
表表
明明
すす
るる
もも
のの
でで
ああ
るる
。。
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* 「
20

23
年

5 月
4 日

、
大
韓
民
国
釜
山
で
開
催
さ
れ
た
釜
山
文
化
会
議
の
参
加
者
は
、
芸
術
と
文
化
を
通
じ
て
世
界
平
和
を
促
進
す
る
た
め
の
確
固
た
る
決
意
を

誇
り
を
も
っ
て
宣
言
す
る
。
」
と
い
う
序
文
で
始
ま
る
『
釜
山
宣
言
』
は
、
以
下
の

7 項
目
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

(1
) 文

化
的
多
様
性
と
権
利

, (
2)

 平
和
の
た
め
の
芸
術
と
文
化

, (
3)

 持
続
可
能
な
発
展
の
た
め
の
文
化
政
策

, (
4)

 文
化
的
多
様
性
と
包
摂
性

, (
5)

 文
化
政
策

の
社
会
的
影
響

, (
6)

 文
化
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

, (
7)

 文
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
連
帯
と
協
力
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文文
化化
交交
流流
をを
通通
じじ
たた
日日
韓韓
関関
係係
改改
善善
のの
たた
めめ
のの
ユユ
ネネ
スス
ココ
会会
議議
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ts
 o

f J
os

eo
n 

To
ng

si
ns

a
as

 U
N

ES
C

O
 M

em
or

y 
of

 th
e 

W
or

ld
.

朝朝
鮮鮮
通通
信信
使使
記記
録録
物物
のの
ユユ
ネネ
スス
ココ
世世
界界
記記
憶憶
遺遺
産産
へへ
のの
日日
韓韓
共共
同同
登登
録録
以以
降降
、、
日日
韓韓
関関
係係
改改
善善
にに
おお
けけ
るる
文文
化化
芸芸
術術
のの
役役
割割
をを

テテ
ーー
ママ
にに
しし
たた
韓韓
日日
ユユ
ネネ
スス
ココ
委委
員員
会会
関関
係係
者者
にに
よよ
るる
初初
会会
合合
がが

22
00
22
33
年年

55
月月

55
日日
、、
釜釜
山山
でで
開開
催催
ささ
れれ
たた
。。

B
ac

kg
ro

un
d 

on
 p

ea
ce

 a
nd

 s
ol

id
ar

ity
 th

ro
ug

h 
th

e 
ar

ts

➀ ➁ ➂

UU
NN

  SS
DD

GG
ssにに
おお
けけ
るる
文文
化化
的的
実実
践践

/C
ul

tu
ra

l r
ea

liz
at

io
n 

of
 U

N
 S

D
G

s
国国
連連
はは

22
00
11
55
年年
にに

11
77
のの
持持
続続
可可
能能
なな
開開
発発
目目
標標
（（
SS

DD
GG

ss））
をを
採採
択択
しし
たた
。。
文文
化化
分分
野野
はは
直直
接接
的的
にに
目目
標標
項項
目目
とと
しし
てて
はは

含含
まま
れれ
てて
いい
なな
いい
もも
のの
のの
、、
ユユ
ネネ
スス
ココ
をを
中中
心心
とと
しし
てて
「「
文文
化化
のの
社社
会会
的的
影影
響響
力力
」」
をを
強強
化化
すす
るる
動動
きき
がが
進進
展展
しし
てて
おお
りり
、、

文文
化化
セセ
クク
タタ
ーー
にに
おお
いい
てて

SS
DD

GG
ssをを
積積
極極
的的
にに
導導
入入
すす
るる
事事
例例
がが
増増
加加
しし
てて
いい
るる
。

Th
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U
N

 a
do

pt
ed

 1
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Su
st

ai
na

bl
e 

D
ev

el
op

m
en

t G
oa

ls
 (S

D
G

s)
 in

 2
01

5.
 W

hi
le

 th
e 

cu
ltu

ra
l s

ec
to

r 
is

n'
t d
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ct

ly
 in
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ud

ed
, t

he
 S

D
G

s 
ar

e 
in

cr
ea

si
ng

ly 
em

br
ac

ed
 b

y 
th

e 
cu

ltu
ra

l c
om

m
un

ity
, e

sp
ec

ia
lly

 
U

N
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C
O
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o 
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e 
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ltu
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ia
l i

m
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ct
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文文
化化
のの
役役
割割
とと
パパ
ーー
トト
ナナ
ーー
シシ
ッッ
ププ

//
  R

ol
e 

of
 c

ul
tu

re
 a

nd
 p

ar
tn

er
sh

ip
s

国国
際際
社社
会会
のの
多多
様様
なな
分分
野野
にに
おお
いい
てて
、、
平平
和和
とと
連連
帯帯
にに
向向
けけ
たた
取取
りり
組組
みみ
がが
強強
化化
ささ
れれ
るる
中中
、、
世世
界界
経経
済済
フフ
ォォ
ーー
ララ
ムム
（（
WW

EE
FF
））

はは
22
00
22
33
年年
のの
テテ
ーー
ママ
をを
「「
分分
断断
ささ
れれ
たた
世世
界界
にに
おお
けけ
るる
協協
力力
」」
（（
CC

oo
oo
pp
ee
rraa

ttii
oo
nn
  iinn

  aa
  FF

rraa
ggmm

ee
nn
ttee

dd
  WW

oo
rrll
dd
））
とと
定定
めめ
たた
。。
ここ
れれ
はは

文文
化化
のの
役役
割割
やや
パパ
ーー
トト
ナナ
ーー
シシ
ッッ
ププ
のの
重重
要要
性性
をを
再再
認認
識識
ささ
せせ
るる
もも
のの
でで
ああ
るる
。。
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r p
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 a
 D
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te
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W

or
ld
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or
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3 .

釜釜
山山
文文
化化
財財
団団
ビビ
ジジ
ョョ
ンン

22
00
33
00
  //

  B
us

an
 C

ul
tu
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l F

ou
nd

at
io

n’
s 

Vi
si

on
 2

03
0

22
00
11
99
年年
にに
発発
表表
ささ
れれ
たた
釜釜
山山
文文
化化
財財
団団
のの
ビビ
ジジ
ョョ
ンン

22
00
33
00
はは
、、
「「
持持
続続
可可
能能
なな
都都
市市
環環
境境
のの
創創
造造
」」
おお
よよ
びび
「「
アア
ジジ
アア
海海

洋洋
文文
化化
ハハ
ブブ
のの
構構
築築
」」
をを
戦戦
略略
課課
題題
とと
しし
てて
掲掲
げげ
てて
いい
るる
。。

Th
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sa

n 
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si
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 re
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C

re
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a 
su
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bl

e 
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 m
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m
e 
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s 
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ra
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.

文文
化化
芸芸
術術
にに
よよ
るる
平平
和和
とと
連連
帯帯
のの
背背
景景

4
3



20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포
지
움
」

20
25

 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

政
策
提
案

とと
課
題

//
Po

lic
y 

pr
op

os
al

s 
an

d 
is

su
es

  2 3 4

持持
続続

可可
能能

なな
協協

力力
チチ

ャャ
ネネ

ルル
のの

構構
築築

//
Cr

ea
tin

g 
su

st
ai

na
bl

e 
co

op
er

at
io

n 
ch

an
ne

ls
ユ

ネ
ス

コ
本

部
、

ユ
ネ

ス
コ

・
ア

ジ
ア

太
平

洋
地

域
委

員
会

、
ユ

ネ
ス

コ
日

本
国

内
委

員
会

、
ユ

ネ
ス

コ
韓

国
委

員
会

と
の

政
策

的
連

携
に

向
け

た
持

続
可

能
な

対
話

の
場

を
設

け
る

。
Es

ta
bl
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hi

ng
 a

 s
us

ta
in

ab
le

 d
is
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ss
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m
 fo

r p
ol
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N
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C

O
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C

om
m
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N
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O
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e 

N
at
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na

l C
om

m
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on
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r U

N
ES

C
O

 a
nd

 th
e

Ko
re

an
 C

om
m

is
si

on
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r U
N

ES
C

O

釜釜
山山

文文
化化

カカ
ンン

フフ
ァァ

レレ
ンン

スス
のの

定定
例例

化化
//

Re
gu

la
riz

at
io

n 
of

 th
e 

B
us

an
 C

ul
tu

ra
l C

on
fe

re
nc

e
国

内
外

の
主

要
な

芸
術

文
化

機
関

と
連

携
し

、
国

際
文

化
政

策
ア

ジ
ェ

ン
ダ

を
中

心
に

据
え

た
「
釜

山
文

化
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

」
を

定
期

的
に

開
催

す
る

。
Pr

om
ot
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of
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C
F'
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n 
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l a
nd

 in
te
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na

l a
rts
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nd
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l o
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ns

文文
化化

シシ
ルル

クク
ロロ

ーー
ドド

構構
想想

  //
  E

nv
is

io
ni

ng
 a

 c
ul

tu
ra

l s
ilk

 ro
ad

ア
ジ

ア
と

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

都
市

を
結

ぶ
芸

術
文

化
交

流
の

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

と
し

て
「
文

化
シ

ル
ク

ロ
ー

ド
」
構

想
に

関
す

る
協

力
と

議
論

を
推

進
す

る
。
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di
sc

us
si

on
 o

n 
th

e 
‘C
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an

d 
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ltu
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l e
xc
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ng
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an
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nd
 E

ur
op

ea
n 
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tie

s.

文文
化化

外外
交交

アア
ワワ

ーー
ドド

のの
創創

設設
//

Es
ta

bl
is

hm
en

t o
f t

he
 C

ul
tu

ra
l D

ip
lo

m
ac

y 
Aw

ar
d

平
和

と
協

力
の

た
め

の
カ

ル
チ

ュ
ラ

ル
・
モ

ビ
リ

テ
ィ

（
c
u
lt
u
ra

l 
m

o
b
ili

ty
）
お

よ
び

文
化

連
帯

（
p
ar

tn
e
rs

h
ip

）
に

寄
与

し
た

世
界

の
文

化
関

係
者

を
対

象
に

、
「
文

化
外

交
ア

ワ
ー

ド
（
c
u
lt
u
ra

l 
d
ip

lo
m

ac
y 

aw
ar

d
）
」
を

創
設

す
る

。
C

ul
tu

ra
l d

ip
lo

m
ac

y 
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d 
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r w
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ld
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ul
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l f
ig

ur
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 h
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 to
 c
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ra
l m
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ilit

y 
an

d 
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rtn
er
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ip
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r p

ea
ce

 a
nd
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oo

pe
ra

tio
n.

日日
韓韓

ユユ
ネネ

スス
ココ

合合
同同

会会
議議

R
eg

ul
ar

iz
at

io
n 

of
 jo

in
t U

N
ES

C
O

-K
or

ea
 J

ap
an

 m
ee

tin
gs

青青
少少

年年
文文

化化
交交

流流
ププ

ロロ
ググ

ララ
ムム

Ex
pa

ns
io

n 
of

 y
ou

th
 e

xc
ha

ng
e 

pr
og

ra
m

s

アア
ーー

テテ
ィィ

スス
トト

交交
流流

支支
援援

Ar
tis

t e
xc

ha
ng

e 
su

pp
or

t

新新
朝朝

鮮鮮
通通

信信
使使

にに
よよ

るる
日日

韓韓
文文

化化
交交

流流
ププ

ララ
ッッ

トト
フフ

ォォ
ーー

ムム
K

or
ea

-J
ap

an
 C

ul
tu

ra
l E

xc
ha

ng
e 

Pl
at

fo
rm

  b
y 

N
ew

Jo
se

on
To

ng
si

ns
a

日日
韓韓

共共
同同

世世
界界

記記
録録

遺遺
産産

でで
ああ

るる
朝朝

鮮鮮
通通

信信
使使

をを
契契

機機
にに

「「
文文

化化
交交

流流
をを

通通
じじ

たた
平平

和和
とと

協協
力力

」」
のの

価価
値値

をを
広広

くく
知知

らら
せせ

るる
たた

めめ
のの

日日
韓韓

ユユ
ネネ

スス
ココ

合合
同同

会会
議議

をを
両両

国国
がが

相相
互互

にに
開開

催催

Ko
re

a-
Ja

pa
n 

U
N

ES
C

O
 

co
nf

er
en

ce
s 

al
te

rn
at

in
g 

be
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ee
n 

th
e 

tw
o 

co
un
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es

 to
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m

ot
e 
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pe
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n 
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l e
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ng
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e 
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in
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nd
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e 
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t 
U

N
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C
O

 M
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y 

of
 th

e 
W

or
ld

.

日日
韓韓

両両
国国

ユユ
ネネ

スス
ココ

委委
員員

会会
のの

歴歴
史史

文文
化化

交交
流流

ププ
ロロ

ググ
ララ

ムム
拡拡

大大
推推

進進
及及

びび
青青

少少
年年

対対
象象

文文
化化

芸芸
術術

交交
流流

キキ
ャャ

ンン
ププ

のの
継継

続続
開開

催催
にに

よよ
るる

両両
国国

のの
相相

互互
理理

解解
促促

進進

Ex
pa

nd
 a

nd
 s

us
ta

in
 U

N
ES

C
O

 h
is

to
ry

 
an

d 
cu

ltu
ra

l e
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e 
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ra

m
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fo
r 
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h 
to
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er
 m
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nd
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an
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ng
 

be
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ee
n 

th
e 

tw
o 

co
un

tri
es

.

釜釜
山山

文文
化化

財財
団団

のの
ビビ

ジジ
ョョ

ンン
22
00
33
00
にに

基基
づづ

きき
、、

日日
韓韓

芸芸
術術

家家
交交

流流
及及

びび
共共

同 同
ププ

ロロ
ジジ

ェェ
クク

トト
をを

支支
援援

しし
、、

朝朝
鮮鮮

通通
信信

使使
文文

化化
事事

業業
をを

通通
じじ

てて
構構

築築
ささ

れれ
たた

日日
韓韓

ネネ
ッッ

トト
ワワ

ーー
クク

をを
基基

盤盤
にに

拡拡
大大

すす
るる

芸芸
術術

国国
際際

交交
流流

をを
支支

援援
すす

るる

Su
pp

or
t e
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ng
es

 a
nd
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s 
be
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n 
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ea
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ts
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d 
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at
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l a
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an
d 
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r
e 
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ch

an
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s 
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d 

on
 th
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re

a 
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or

k 
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m
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e 
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se
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a

pr
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m

s.

協協
力力

ネネ
ッッ

トト
ワワ

ーー
クク

のの
構構

築築
B

ui
ld

in
g 

C
o-

op
er

at
io

n 
N

et
w

or
ks

SS
DD

GG
ss課課

題題
のの

拡拡
散散

D
iff

us
io

n 
of

 S
D

G
s 

C
ha

lle
ng

es
両両

国国
都都

市市
間間

のの
芸芸

術術
中中

心心
のの

文文
化化

芸芸
術術

交交
流流

In
te

r-
ci

ty
 A

rt
s-

ce
nt

er
ed

 a
nd

 A
rt

is
tic

 E
xc

ha
ng

es
 

be
tw

ee
n 

th
e 

Tw
o 

C
ou

nt
rie

s

22
00
22
55
  韓韓

日日
国国

交交
正正

常常
化化

66
00
周周

年年
Th

e 
60

th
 A

nn
iv

er
sa

ry
 o

f D
ip

lo
m

at
ic

 R
el

at
io

ns
 b
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w
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n 

Ja
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n 
an

d 
K

or
ea

韓韓
日日

のの
議議

員員
連連

盟盟
、、

韓韓
日日

親親
善善

友友
好好

協協
会会

、、
韓韓

日日
ユユ

ネネ
スス

ココ
委委

員員
会会

、、
釜釜

山山
文文

化化
財財

団団
、、

朝朝
鮮鮮

通通
信信

使使
連連

合合
自自

治治
体体

協協
議議

会会
、、

関関
係係

機機
関関

、、
芸芸

術術
文文

化化
分分

野野
のの

専専
門門

家家
、、

学学
者者

、、
市市

民民
なな

どど
がが

主主
軸軸

とと
なな

るる
芸芸

術術
文文

化化
交交

流流
のの

新新
朝朝

鮮鮮
通通

信信
使使

協協
力力

ネネ
ッッ

トト
ワワ

ーー
クク

をを
構構

築築
。。
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携
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催
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ー
ム

と
し

て
「
文

化
シ

ル
ク

ロ
ー

ド
」
構

想
に

関
す

る
協

力
と

議
論

を
推

進
す

る
。

C
oo

pe
ra

tio
n 

an
d 

di
sc

us
si

on
 o

n 
th

e 
‘C

ul
tu

ra
l S

ilk
 R

oa
d’

 c
on

ce
pt

 a
s 

a 
pl

at
fo

rm
 fo

r a
rti

st
ic

 
an

d 
cu

ltu
ra

l e
xc

ha
ng

e 
lin

ki
ng

 A
si

an
 a

nd
 E

ur
op

ea
n 

ci
tie

s.

文文
化化

外外
交交

アア
ワワ
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鮮鮮

通通
信信

使使
文文

化化
事事

業業
をを

通通
じじ

てて
構構

築築
ささ

れれ
たた

日日
韓韓

ネネ
ッッ

トト
ワワ

ーー
クク

をを
基基

盤盤
にに

拡拡
大大

すす
るる

芸芸
術術

国国
際際

交交
流流

をを
支支

援援
すす

るる

Su
pp

or
t e

xc
ha

ng
es

 a
nd

 jo
in

t p
ro

je
ct

s 
be

tw
ee

n 
Ja

pa
ne

se
 a

nd
 K

or
ea

n 
ar

tis
ts

, 
an

d 
ex

pa
nd

 in
te

rn
at

io
na

l a
rt 

an
d 

cu
ltu

r
e 

ex
ch

an
ge

s 
ba

se
d 

on
 th

e 
Ja

pa
n-

Ko
re

a 
ne

tw
or

k 
fro

m
 th

e 
Jo

se
on

 
To

ng
si

ns
a

pr
og

ra
m

s.

協協
力力

ネネ
ッッ

トト
ワワ

ーー
クク

のの
構構

築築
B

ui
ld

in
g 

C
o-

op
er

at
io

n 
N

et
w

or
ks

SS
DD

GG
ss課課

題題
のの

拡拡
散散

D
iff

us
io

n 
of

 S
D

G
s 

C
ha

lle
ng

es
両両

国国
都都

市市
間間

のの
芸芸

術術
中中

心心
のの

文文
化化

芸芸
術術

交交
流流

In
te

r-
ci

ty
 A

rt
s-

ce
nt

er
ed

 a
nd

 A
rt

is
tic

 E
xc

ha
ng

es
 

be
tw

ee
n 

th
e 

Tw
o 

C
ou

nt
rie

s

22
00
22
55
  韓韓

日日
国国

交交
正正

常常
化化

66
00
周周

年年
Th

e 
60

th
 A

nn
iv

er
sa

ry
 o

f D
ip

lo
m

at
ic

 R
el

at
io

ns
 b

et
w

ee
n 

Ja
pa

n 
an

d 
K

or
ea

韓韓
日日

のの
議議

員員
連連

盟盟
、、

韓韓
日日

親親
善善

友友
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化化
財財

団団
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通通
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、、
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、、
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なな
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主主
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のの
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連連

のの
持持

続続
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、、
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国国

のの
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ーー
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連連
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とと
協協

力力
のの

たた
めめ

のの
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朝朝
鮮鮮

通通
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使使
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両両
国国

のの
都都

市市
間間

でで
芸芸

術術
中中

心心
のの

文文
化化
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術術

人人
交交

流流
でで

ああ
るる

新新
朝朝

鮮鮮
通通

信信
使使
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活活

性性
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しし
、、

文文
化化

交交
流流

をを
国国

交交
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常常
化化

記記
念念

のの
主主
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。
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能能
なな
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力力
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築築
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国国
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化化

機機
関関
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のの

持持
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力力
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築築
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的的
なな
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日日
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交交
流流

のの
ププ
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とと
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朝朝
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通通

信信
使使
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活活

動動
をを
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しし
、、
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国国
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相相

互互
理理

解解
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化化
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会会
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とと
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・・
イイ

ララ
スス

トト
大大

国国
현현

재재
도도

그그
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소소

통통
하하

는는
애애
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오
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미
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ぐぐ
朝朝

鮮鮮
通通

信信
使使

のの
記記

録録
과
거
와

현
재
를

잇
는

조
선
통
신
사
의

기
록

両
国

が
誇

る
文

化
芸

術
（
過

去
 ―

 今
日

）
양
국
이

 자
랑
하
는

 문
화
예
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술
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・
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친
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콘

#コ
ン

テ
ン

ツ
強

国
/ 콘

텐
츠
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본
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했
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술
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본본

文文
化化

交交
流流

のの
価価

値値
をを

肯肯
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치치
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적적
이이

고고
일일

관관
된된
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미
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컨
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런
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제

심
포
지
움
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日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」
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양
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사
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와
상
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상
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双
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워
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상

속
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친
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한
일

관
계

및
문
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인
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술
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코
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화
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0
0
5
-
2
0
2
0

2
0
2
1
-

横
浜
市

鳥
取
大
学

横
浜
市
立
大
学
大
学
院

요
코

하
마

시
돗

토
리

대
학

요
코

하
마

시
립

대
학

横
浜
市
の
都
市
形
成
史
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사
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코
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；
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마
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0
0
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リリ
ーー
提提
督督
のの
横横
浜浜
上上
陸陸

페
리

제
독

의
요

코
하

마
상

륙

1
8
5
8
年
の
日
米
修
好
通
商
条
約
締
結
に
よ
り
開
港
港
に
指
定

개
항

5개
도

시
ペ
リ
ー
上
陸

20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

ペ
リ
ー
上
陸

大大
正正
初初
期期
のの
伊伊
勢勢
佐佐
木木
町町
（（
横横
浜浜
開開
港港
資資
料料
館館
編編
「「
横横
浜浜
・・
歴歴
史史
のの
街街
角角
」」
よよ
りり

伊伊
勢勢
佐佐
木木
町町
のの
劇劇
場場
街街
（（
11
99
11
00
年年
代代
））

이
세

사
키

초
의

극
장

가
(1

91
0년

대
)

0

5
0
0

1
,0

0
0

1
,5

0
0

2
,0

0
0

2
,5

0
0

3
,0

0
0

3
,5

0
0

4
,0

0
0

1
9
4
5

1
9
5
0

1
9
5
5

1
9
6
0

1
9
6
5

1
9
7
0

1
9
7
5

1
9
8
0

1
9
8
5

1
9
9
0

1
9
9
5

2
0
0
0

2
0
0
5

2
0
1
0

2
0
1
5

2
0
2
0

横
浜
市
の
人
口
推
移

요
코

하
마

시
의

인
구

추
이

横
浜
市
の
人
口
推
移

요
코

하
마

시
의

인
구

추
이

（
千
人
）

（
千
人
）

33
..77

77
mm

iillll
iioo

nn

福
富
町
の
米
軍
宿
舎
（
1
9
5
4
年
）

長
引
く
占
領

길
어

지
는

점
령

（
奥
村
泰
宏
「
戦
後
横
浜
写
真
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」
）

5
3



20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

は
し
け
で
暮
ら
す
人
々

（
映
画
『
泥
の
河
』
）

배
에

사
는

사
람

들

四
重
苦

・
関
東
大
震
災

간
토

대
지

진
（
1
9
2
3
）

・
横
浜
大
空
襲

요
코

하
마

대
공

습
（
1
9
4
5
）

・
占
領

점
령
（
1
9
4
5
〜
）

・
人
口
急
増

인
구

급
증

飛
鳥
田
革
新
市
政
（
19
63
−1

97
8）

m
ay

or
 A

su
ka

ta

市
内
部
で
は
「
６
大
事
業
は
必
要
だ
ろ
う
が
、

横
浜
市
の
財
政
力
で
は
無
理
」
と
言
わ
れ
た

（
田
村
）
自
治
体
が
体
質
を
変
え
、
新
し
い
こ
と
に
積

極
的
に
挑
戦
し
他
を
動
か
そ
う
と
意
欲
を
持
つ
よ
う

自
治
体
の
体
質
を
改
善
す
る

み
な
と
み
ら
い
2
1
地
下
鉄

横
浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ

高
速
道
路

金
沢
地
先
埋
立

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

田
村
明
の
ま
ち
づ
く
り
：
６
大
事
業

Ta
m

ur
a A

ki
ra

前
例
踏
襲
で
は
な
く
創
造
的
な
政
策
形
成
・
手
法
開
発

田
村
明
の
ま
ち
づ
く
り
：
高
速
道
路
半
地
下
化

関
内
駅
前
の
首
都
高
速
高
架
建
設
案
は
神
奈
川

県
都
市
計
画
決
定
済
み
（
1
96
8
）

飛
鳥
田
は
自
分
の
決
裁
を
撤
回
、
田
村
に
計

画
変
更
を
依
頼

田
村
は
、
旧
建
設
省
に
交
渉
す
る
が

「
都
市
を
美
し
く
し
よ
う
な
ん
て
け
し
か
ら
ん
」

「
東
京
日
本
橋
の
上
も
高
架
だ
」

「
お
ま
え
が
市
長
を
た
き
つ
け
た
の
だ
ろ
う
」

な
ど
と
い
わ
れ
た

田
村
の
粘
り
強
い
交
渉
で
国
が
譲
歩
し
半

地
下
化
が
実
現

☞
市
職
員
に
勇
気
と
自
信
を
与
え
た

（鈴
木
賀
津
彦
撮
影

20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

東
海
道
五
十
三
次
之
内
日
本
橋
（
歌
川
広
重
）

首
都
高
日
本
橋
区
間
地
下
化
事
業

（
20

40
年
完
成
予
定
）

니
혼

바
시

赤
レ
ン
ガ
倉
庫

ド
ッ
グ
ヤ
ー
ド
ガ
ー
デ
ン

横
浜
市
開
港
記
念
会
館

都
市
デ
ザ
イ
ン
行
政
：
歴
史
的
建
築
物
の
保
存

도
시

디
자

인

都
市
デ
ザ
イ
ン
専
門
職

田
村
明
（
故
人
）

岩
崎
駿
介

北
澤
猛
（
故
人
）

国
吉
直
行

横
浜
市
の
文
化
政
策

요
코

하
마

시
의

문
화

정
책

5
4
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사
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사
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코
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증
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６
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を
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と
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を
持
つ
よ
う
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の
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を
改
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す
る

み
な
と
み
ら
い
2
1
地
下
鉄

横
浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ

高
速
道
路

金
沢
地
先
埋
立

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
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ち
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り
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事
業

Ta
m

ur
a A

ki
ra

前
例
踏
襲
で
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く
創
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な
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形
成
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ま
ち
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の
首
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案
は
神
奈
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県
都
市
計
画
決
定
済
み
（
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96
8
）

飛
鳥
田
は
自
分
の
決
裁
を
撤
回
、
田
村
に
計

画
変
更
を
依
頼

田
村
は
、
旧
建
設
省
に
交
渉
す
る
が

「
都
市
を
美
し
く
し
よ
う
な
ん
て
け
し
か
ら
ん
」

「
東
京
日
本
橋
の
上
も
高
架
だ
」

「
お
ま
え
が
市
長
を
た
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つ
け
た
の
だ
ろ
う
」

な
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と
い
わ
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た

田
村
の
粘
り
強
い
交
渉
で
国
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譲
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し
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化
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実
現

☞
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職
員
に
勇
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と
自
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を
与
え
た
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木
賀
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影

20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

東
海
道
五
十
三
次
之
内
日
本
橋
（
歌
川
広
重
）

首
都
高
日
本
橋
区
間
地
下
化
事
業

（
20

40
年
完
成
予
定
）

니
혼

바
시

赤
レ
ン
ガ
倉
庫

ド
ッ
グ
ヤ
ー
ド
ガ
ー
デ
ン

横
浜
市
開
港
記
念
会
館

都
市
デ
ザ
イ
ン
行
政
：
歴
史
的
建
築
物
の
保
存

도
시

디
자

인

都
市
デ
ザ
イ
ン
専
門
職

田
村
明
（
故
人
）

岩
崎
駿
介

北
澤
猛
（
故
人
）

国
吉
直
行

横
浜
市
の
文
化
政
策

요
코

하
마

시
의

문
화

정
책

5
5



20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

既
存
文
化
施
設
か
ら
の
逸
脱

기
존

문
화

시
설

에
서

벗
어

나

歴
史
的
建
築
物

（
Ba
nk
AR
T
N
YK
）

テ
ン
ト

（
紅
テ
ン
ト
：
花
園
神
社
）

創
造
都
市
の

ア
イ
コ
ン

野
外

（
維
新
派
：
平
安
京
）

綿
花
倉
庫
三
菱
倉
庫
が
解
体
さ

れ
る
の
で
、
そ
の
直
前
借
り
る

セ
ゾ
ン
グ
ル
ー
プ
が
資
金
提
供

セ
ゾ
ン
は
倉
庫
対
岸
の
赤
レ
ン
ガ

倉
庫
に
興
味
が
あ
り
資
金
拠
出

구
미

쓰
비

시
창

고

19
85
年

19
85
年

20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

ヨ
コ

ハ
ア

ー
ト

ウ
ェ

ー
ブ

L
a 

F
u
la

 d
e
ls

B
au

s
1
9
8
9

A
lt
e
rn

at
iv

e
 S

p
ac

e
（
非

劇
場

空
間

）
公

演

年年
事事

業業
名名

会会
場場

11
99
88
66

パパ
フフ

ォォ
ーー

ママ
ンン

スス
アア

ーー
トト

フフ
ェェ

スス
テテ

ィィ
ババ

ルル
メメ

イイ
ガガ

ーー
デデ

ンン
日日

本本
丸丸

メメ
モモ

リリ
アア

ルル
パパ

ーー
クク

11
99
88
66

はは
みみ

だだ
しし

劇劇
場場

「「
かか

なな
かか

ぬぬ
ちち

」」
新新

本本
牧牧

土土
地地

区区
画画

整整
理理

事事
業業

区区
域域

11
99
88
77

はは
みみ

だだ
しし

劇劇
場場

「「
鬼鬼

のの
黄黄

金金
伝伝

説説
」」

11
99
88
77

パパ
フフ

ォォ
ーー

ママ
ンン

スス
アア

ーー
トト

フフ
ェェ

スス
テテ

ィィ
ババ

ルル
メメ

イイ
ガガ

ーー
デデ

ンン
ⅡⅡ

横横
浜浜

市市
開開

港港
記記

念念
会会

館館

11
99
88
88

ヨヨ
ココ

ハハ
ママ

フフ
ララ

ッッ
シシ

ュュ
旧旧

三三
菱菱

倉倉
庫庫

11
99
88
88

黒黒
テテ

ンン
トト

「「
逆逆

光光
線線

玉玉
葱葱

」」
旧旧

本本
牧牧

山山
頂頂

公公
園園

予予
定定

地地

11
99
88
88

第第
三三

エエ
ロロ

チチ
カカ

「「
ボボ

デデ
ィィ

ーー
ウウ

ォォ
ーー

ズズ
」」

日日
本本

貨貨
物 物

鉄鉄
道道

旧旧
東東

高高
島島

駅駅
構構

内内

11
99
88
99

フフ
ーー

ララ
デデ

ルル
スス

ババ
ウウ

スス
「「
SS

UU
ZZ
//
OO

//
SS
UU

ZZ
」」

旧旧
宇宇

徳徳
運運

輸輸
山山

下下
倉倉

庫庫

11
99
88
99

米米
井井

澄澄
江江

「「
DD

iiaa
lloo

gguu
ee
」」
（（
ヨヨ

ココ
ハハ

ママ
アア

ーー
トト

ウウ
ェェ

ーー
ブブ

））
旧旧

大大
桟桟

橋橋
ホホ

ーー
ルル

11
99
99
00

新新
宿宿

梁梁
山山

泊泊
「「
人人

魚魚
伝伝

説説
」」

横横
浜浜

そそ
ごご

うう
デデ

パパ
ーー

トト
裏裏

11
99
99
22

勅勅
使使

河河
原原

三三
郎郎

「「
NN

oo
iijjee

cc
tt」」

旧旧
市市

営営
上上

屋屋
11
11
号号

倉倉
庫庫

11
99
99
33

大大
野野

一一
雄雄

「「
御御

殿殿
、、

空空
をを

飛飛
ぶぶ

」」
旧旧

市市
営営

上上
屋屋

33
号号

倉倉
庫庫

公
立

文
化

施
設

アア
ーー

トト
セセ

ンン
タタ

ーー

施施
設設

新新
築築

歴歴
史史

的的
建建

築築
物物

（（
オオ

ーー
ルル

タタ
ナナ

テテ
ィィ

ヴヴ
スス

ペペ
ーー

スス
））

機機
能能

芸芸
術術

鑑鑑
賞賞

芸芸
術術

創創
造造

、、
市市

民民
交交

流流
、、

ワワ
ーー

クク
シシ

ョョ
ッッ

ププ

運運
営営

行行
政政

、、
行行

政政
系系

財財
団団

アア
ーー

テテ
ィィ

スス
トト

ララ
ンン

、、
アア

ーー
トト

NN
PP

OO

対対
象象

アア
ーー

トト
フフ

ァァ
ンン

アア
ーー

テテ
ィィ

スス
トト

、、
アア

ーー
トト

フフ
ァァ

ンン
、、

市市
民民

体体
質質

保保
守守

的的
開開

放放
的的

、、
イイ

ノノ
ベベ

イイ
テテ

ィィ
ブブ

5
6
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菱
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場

空
間

）
公

演

年年
事事

業業
名名

会会
場場

11
99
88
66

パパ
フフ

ォォ
ーー

ママ
ンン

スス
アア

ーー
トト

フフ
ェェ

スス
テテ

ィィ
ババ

ルル
メメ

イイ
ガガ

ーー
デデ

ンン
日日

本本
丸丸

メメ
モモ

リリ
アア

ルル
パパ

ーー
クク

11
99
88
66

はは
みみ

だだ
しし
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「「
かか

なな
かか

ぬぬ
ちち
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11
99
88
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のの
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11
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88
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ーー

ママ
ンン

スス
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ーー
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ーー
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ンン
ⅡⅡ
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11
99
88
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11
99
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「「
ボボ

デデ
ィィ

ーー
ウウ
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ーー

ズズ
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本本
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旧旧
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11
99
88
99
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「「
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UU
ZZ
//
OO

//
SS
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oo
iijjee

cc
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11
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をを
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33
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史史
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ァァ

ンン
、、

市市
民民

体体
質質

保保
守守

的的
開開

放放
的的

、、
イイ

ノノ
ベベ

イイ
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산
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〜
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20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

歴
史
的
建
造
物
保
存
な
ど

ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
行
政

1
9
7
0
年
代
〜
（
ハ
ー
ド
）

非非
劇劇
場場
空空
間間
でで
のの

文文
化化
事事
業業
のの
蓄蓄
積積

11
99
88
00
年年
代代
〜〜
（（
ソソ
フフ
トト
））

B
an

kA
RT

19
29

（（
創創
造造
機機
能能
をを
重重
視視
しし
たた

アア
ーー
トト
セセ
ンン
タタ
ーー
））

B
an

kA
RT
を
構
想
し
た
市
の
経
験
と
蓄
積

B
an

kA
RT
の
公
設
民
営
に
よ
る
管
理
運
営

☞
管
理
委
託
で
も
指
定
管
理
者
制
度
（

20
03
年
制
度
導
入
）
で
も
な
く

N
PO
限
定
の
コ
ン
ペ
に
よ
る
運
営
団
体
選
考

☞
（
公
財
）
横
浜
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
は
対
象
外

☞
横
浜

ST
ス
ポ
ッ
ト
（

19
87
）
、
横
浜
ア
リ
ー
ナ
（

19
89
）
、
横
浜
赤
レ
ン
ガ
倉

庫
(2

00
2)
な
ど
の
民
活
の
経
験

☞
「
横
浜
市
に
お
け
る
市
民
活
動
と
の
協
働
に
関
す
る
基
本
方
針

（
横
浜
コ
ー
ド
）
」
（

19
99
）
な
ど
市
民
参
画
路
線
に
も
と
づ
く

歴
史
的
建
築
物
文
化
芸
術
活
用
実
験
事
業
（

B
an

kA
RT

19
29
）
－
審
査
基
準

文
化
芸
術
の

ク
オ
リ
テ
ィ

新
し
い
文
化
芸
術
の
創
造

世
界
的
レ
ベ
ル
の
発
信
性

人
材
発
掘
（
育
成
・
支
援
）

事
業
運
営
の

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
横
浜
な
ら
で
は
の
事
業
運
営

コ
ン
セ
プ
ト
や
手
法
の
独
自
性

交
流
・
情
報

発
信
機
能

様
々
な
ｼ
ﾞｬ
ﾝ
ﾙ
の
組
み
込
み
★

交
流
や
出
会
い
の
機
能
★

教
育
機
能

歴
史
的
建
築
物

の
空
間
活
用

空
間
特
性
を
活
か
し
た
事
業
活
用
★

空
間
特
性
活
用
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
★

都
心
部
活
性
化

話
題
性
や
集
客
力
の
あ
る
企
画

日
常
の
集
客
性
（
開
館
時
間
等
）
★

産
業
や
ま
ち
づ
く
り
と
の
連
携
★

実
現
性

運
営
体
制
（
役
割
分
担
と
人
数
）

調
整
力
（
多
様
な
主
体
と
連
携
実
績
）

提
案
内
容
の
実
現
力
（
実
績
）

採
算
性

事
業
収
支

継
続
性
（
３
カ
年
の
見
通
し
）

★
「
芸
術
の
た
め
芸
術
」
で
は
な
く

地
域
再
生
が
主
目
的

B
an

kA
RT

19
29
の
事
業
ス
キ
ー
ム 横
浜
市

横
浜
市

事
業
推
進
委
員
会

事
業
推
進
委
員
会

設
置

事
業
運
営
団
体
選
考

事
業
理
念
・
目
標
の
策
定

サ
ポ
ー
ト
・
ア
ド
バ
イ
ス

事
後
評
価

資
金
援
助

日
本
郵
船

B
an

kA
RT

19
29

B
an

kA
RT

19
29

運
営

賃
料
支
払

20
25
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컨
퍼

런
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심
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지
움
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文
化
未
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カ
ン
フ
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「国
際
シン
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B
an

kA
RT
（
20

04
〜
）

都
市
に
出
没
す
る

リ
ゾ
ー
ム
型
創
造
交
流
拠
点

北
仲
Ｂ
Ｒ
ＩＣ
Ｋ
＆
北
仲
Ｗ
Ｈ
ＩＴ
Ｅ

・
旧
帝
蚕
倉
庫
（
1
9
2
6
）
。
森
ビ
ル
が
開
発
の
た
め
取
得

・
2
0
0
5
年
5
月
～
2
0
0
6
年
1
0
月
ま
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
約
5
0
組
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
建
築
家
、
デ
ザ
イ
ナ
ー

に
安
価
で
場
を
提
供

・
B

an
kA

RT
19

29
が
全
体
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

歴
史
的
建
築
物
の
活
用
「
ZA

IM
」
05

’

旧
大
蔵
省
関
東
財
務
局

横
浜
財
務
事
務
所

横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
拠
点

日
本
大
通
り
で
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ

（
20

05
年

7 月
～
）

ZA
IM
（
20

06
-2

01
0。
現

TH
E 

BA
YS
）

6
0
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く

地
域
再
生
が
主
目
的

B
an

kA
RT

19
29
の
事
業
ス
キ
ー
ム 横
浜
市

横
浜
市

事
業
推
進
委
員
会

事
業
推
進
委
員
会

設
置

事
業
運
営
団
体
選
考

事
業
理
念
・
目
標
の
策
定

サ
ポ
ー
ト
・
ア
ド
バ
イ
ス

事
後
評
価

資
金
援
助

日
本
郵
船

B
an

kA
RT

19
29

B
an

kA
RT

19
29

運
営

賃
料
支
払

20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

B
an

kA
RT
（
20

04
〜
）

都
市
に
出
没
す
る

リ
ゾ
ー
ム
型
創
造
交
流
拠
点

北
仲
Ｂ
Ｒ
ＩＣ
Ｋ
＆
北
仲
Ｗ
Ｈ
ＩＴ
Ｅ

・
旧
帝
蚕
倉
庫
（
1
9
2
6
）
。
森
ビ
ル
が
開
発
の
た
め
取
得

・
2
0
0
5
年
5
月
～
2
0
0
6
年
1
0
月
ま
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
約
5
0
組
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
建
築
家
、
デ
ザ
イ
ナ
ー

に
安
価
で
場
を
提
供

・
B

an
kA

RT
19

29
が
全
体
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

歴
史
的
建
築
物
の
活
用
「
ZA

IM
」
05

’

旧
大
蔵
省
関
東
財
務
局

横
浜
財
務
事
務
所

横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
拠
点

日
本
大
通
り
で
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ

（
20

05
年

7 月
～
）

ZA
IM
（
20

06
-2

01
0。
現

TH
E 

BA
YS
）

6
1
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25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

・
20

06
年

11
月
〜

20
22
年

・
15
組
の
デ
ザ
イ
ナ
ー

本
町
ビ
ル
シ
ゴ
カ
イ

☞
ア
ニ
メ
ス
タ
ジ
オ
、
デ
ザ
イ
ン
オ
フ
ィ
ス
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
、
写
真
ス
タ
ジ
オ
、
建
築
家
オ

フ
ィ
ス
、
イ
ベ
ン
ト
会
社
な
ど
が
入
居

創
造
空
間
万
国
橋

SO
K

O
（
20

06
年

4月
〜

20
21
年

9月
）

創
造
空
間
万
国
橋

SO
K

O
（
20

06
年

4月
〜

20
21
年

9月
）

☞
横
浜
市
の
「
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
企
業
等

立
地
促
進
助
成
制
度
」
適
用
第
１
号

☞
旧
大
阪
商
船
三
井
船
舶
（
株
）
（
1
9
6
8
年
建
設
）

急
な
坂
ス
タ
ジ
オ
（
2
0
0
6
年
〜
）

☞
旧
老
松
会
館
（
市
営
結
婚
式
場
）

☞
ア
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
と
S
T
ス
ポ
ッ
ト
が
運
営

☞
プ
ロ
の
演
劇
、
ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
が
レ
ジ
デ
ン
ト

急
な
坂
ス
タ
ジ
オ
（
2
0
0
6
年
〜
）

☞
旧
老
松
会
館
（
市
営
結
婚
式
場
）

☞
ア
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
と
S
T
ス
ポ
ッ
ト
が
運
営

☞
プ
ロ
の
演
劇
、
ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
が
レ
ジ
デ
ン
ト

創創
造造
空空
間間
99
00
00
11
（（
旧旧
東東
横横
線線
桜桜
木木
町町
駅駅
舎舎
））

（
20

07
年

9月
〜

20
10
年

3月
）

☞
横
浜
市
が
買
い
取
り
改
修
工
事
を
行
っ
た

創創
造造
空空
間間
99
00
00
11
（（
旧旧
東東
横横
線線
桜桜
木木
町町
駅駅
舎舎
））

（
20

07
年

9月
〜

20
10
年

3月
）

☞
横
浜
市
が
買
い
取
り
改
修
工
事
を
行
っ
た

桜
木
町
エ
リ
ア
へ
拡
大

桜
木
町
エ
リ
ア
へ
拡
大

映
画
専
攻
（
20

05
年
）

☞
旧
富
士
銀
行

メ
デ
ィ
ア
専
攻
（2

00
6 年

）
☞
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
専
攻
（
20

08
年
）

☞
万
国
橋
会
議
セ
ン
タ
ー

東
京
芸
術
大
学
大
学
院
映
像
研
究
科

東
京
芸
術
大
学
大
学
院
映
像
研
究
科

20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

Yo
ko

ha
m

a 
G

ra
du

at
e 

Sc
ho

ol
 o

f A
rc

hi
te

ct
ur

e

☞
2
0
0
7
年
〜
（
松
島
ビ
ル
）

☞
横
浜
国
立
大
学
と
横
浜
市
の

覚
書
に
よ
り
2
0
0
7
年
設
立

☞
山
本
理
顕
（
校
長
）

飯
田
善
彦

北
山
恒

西
沢
立
衛

山
本
理
顕

横
浜
国
立
大
学
大
学
院
建
築
都
市
ス
ク
ー
ル

Y-
G

SA
横
浜
国
立
大
学
大
学
院
建
築
都
市
ス
ク
ー
ル

Y-
G

SA
京
浜
急
行
線
日
ノ
出
町
駅
と
黄
金
町
駅
の
間
の
ガ

ー
ド
下
の
路
地
は
俗
に
「
黄
金
町
」
と
呼
ば
れ
、
か

つ
て
は
「
ち
ょ
ん
の
間
」
と
い
う
約

25
0 軒

の
小
さ
な
（

売
春
宿
で
約

70
0 〜

80
0 人

が
客
を
と
っ
て
い
た

京
浜
急
行
線
日
ノ
出
町
駅
と
黄
金
町
駅
の
間
の
ガ

ー
ド
下
の
路
地
は
俗
に
「
黄
金
町
」
と
呼
ば
れ
、
か

つ
て
は
「
ち
ょ
ん
の
間
」
と
い
う
約

25
0 軒

の
小
さ
な
（

売
春
宿
で
約

70
0 〜

80
0 人

が
客
を
と
っ
て
い
た

戦
後
間
も
な
い
頃
の
黄
金
町
は
売
春
だ
け
で
な
く
、

麻
薬
取
引
の
メ
ッ
カ
で
も
あ
っ
た
。
黒
澤
明
の
「
天
国

と
地
獄
」
で
も
こ
の
街
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る

戦
後
間
も
な
い
頃
の
黄
金
町
は
売
春
だ
け
で
な
く
、

麻
薬
取
引
の
メ
ッ
カ
で
も
あ
っ
た
。
黒
澤
明
の
「
天
国

と
地
獄
」
で
も
こ
の
街
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る

（
ヨ
コ
ハ
マ
経
済
新
聞
2
0
0
6
年
1
2
月
6
日
）

黄
金
町
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

K
og

an
e-

ch
o

pr
oj

ec
t

黄
金
町
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

K
og

an
e-

ch
o

pr
oj

ec
t

（
創
造
都
市
横
浜
）

（
黄
金
町
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
）

12
7自

治
体

6
2
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改
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の
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の
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い
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25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

20
08

神
戸

市
デ

ザ
イ

ン

名
古

屋
市

デ
ザ

イ
ン

20
09

金
沢

市
ク

ラ
フ

ト
＆

フ
ォ

ー
ク

ア
ー

ト

20
13

札
幌

市
メ

デ
ィ

ア
ア

ー
ト

20
14

鶴
岡

市
食

文
化

浜
松

市
音

楽

20
15

丹
波

篠
山

市
ク

ラ
フ

ト
＆

フ
ォ

ー
ク

ア
ー

ト

20
17

山
形

市
映

画

20
19

旭
川

市
デ

ザ
イ

ン

20
21

臼
杵

市
食

文
化

20
23

岡
山

市
文

学

20
15

丹
波

篠
山

市
ク

ラ
フ

ト
＆

フ
ォ

ー
ク

ア
ー

ト

20
17

山
形

市
映

画

20
19

旭
川

市
デ

ザ
イ

ン

20
21

臼
杵

市
食

文
化

20
23

岡
山

市
文

学

東
ア

ジ
ア

文
化

都
市

（
2
0
1
4
〜

）
동

아
시

아
문

화
도

시
東

ア
ジ

ア
文

化
都

市
（
2
0
1
4
〜

）
동

아
시

아
문

화
도

시 1
．

日
中

韓
三

国
の

相
互

理
解

と
友

好
関

係
の

促
進

2
．

創
造

産
業

と
観

光
振

興
に

よ
る

持
続

的
発

展

3
．

日
中

韓
に

共
通

す
る

文
化

的
基

盤
の

強
化

に
よ

る

平
和

の
促

進

2
0
1
4
  

  
  

  
  

  
2
0
1
5

2
0
1
6

2
0
1
7

2
0
1
8

Y
o
ko

h
am

a（
横

浜
）
N

iig
at

a（
新

潟
）
N

ar
a（

奈
良

）
K
yo

to
（
京

都
）

K
an

az
aw

a（
金

沢
）

Q
u
an

zh
o
u
（
泉

州
）
Q

in
gd

ao
（
青

島
）
N

in
gb

o
（
寧

波
）
C

h
an

gs
h
a（

長
沙

） H
ar

bi
n（

ﾊ
ﾙ

ﾋ
ﾟﾝ

）

G
w

an
gj

u
（
光

州
）
C

h
e
o
n
gj

u
（
清

州
）
J
e
ju

（
済

州
島

）
D

ae
gu

（
大

邱
）

B
u
sa

n
（
釜

山
）

東
ア

ジ
ア

文
化

都
市

（
20

14
〜

）
2
0
1
8

2
0
1
9

2
0
2
0

2
0
2
1

2
0
2
2

2
0
2
3

K
an
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的
に
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共
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え
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だ
』
と
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ら
す
こ
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を
ひ
と
つ
の
重
要
な
目
的
に
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。
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滲
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と
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も
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情
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動
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共
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し
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え
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間
同
士
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だ
』
と
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ら
す
こ
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の
重
要
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。
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塞
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⾧
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滲
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と
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f p
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政
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や
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独
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 c
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］
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ロ
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ド
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ロ
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ド
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）
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 C
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）
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界
中
が
注
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す
る
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に
お
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、
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の
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政
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る
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an
ce

 s
ch

oo
ls

•
Is

ta
nb

ul
 fa

r e
xc

ee
ds

 o
n 

‘o
th

er
 h

er
ita

ge
 a

nd
 h

is
to

ric
al

 s
ite

s
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20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

Pa
ci

fic
 M

us
ic

 F
es

tiv
al

 
Sa

pp
or

o

Be
iji

ng

Sa
pp

or
o

©
 P

AC
IF

IC
 M

US
IC

 F
ES

TI
VA

L 
O

RG
AN

IZ
IN

G 
CO

M
M

IT
TE

E

M
us

ic 
sp

ea
ks

 to
 th

e 
fe

el
in

g 
of

 a
ll 

th
e 

pe
op

le
 in

 th
e 

w
or

ld
 

an
d 

br
in

gs
 th

em
 to

ge
th

er
 ru

lin
g 

ov
er

 p
ol

iti
cs

, o
ve

r 
re

lig
io

n,
 o

ve
r c

ol
or

 o
f s

kin
 a

nd
 o

ve
r e

ve
ry

th
in

g.

©
 P

AC
IF

IC
 M

US
IC

 F
ES

TI
VA

L 
O

RG
AN

IZ
IN

G 
CO

M
M

IT
TE

E

20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

1.
in

de
pe

nd
en

t o
f p

ol
iti

cs
 a

nd
 e

co
no

m
ic

s;
政
治
や
経
済
か
ら
独
立
し
て
い
る
こ
と

2.
es

se
nt

ia
l f

or
 c

ity
-t

o-
ci

ty
 e

xc
ha

ng
es

; a
nd

都
市
間
交
流
に
不
可
欠
な
こ
と

3.
cr

ea
tin

g 
de

ep
 tr

us
t b

et
w

ee
n 

in
di

vi
du

al
s.

個
人
同
士
の
深
い
信
頼
を
育
む
こ
と

W
hy

 a
rt 

an
d 

cu
ltu

re
 fo

r 
gl

ob
al

 p
ea

ce
?

な
ぜ
国
際
平
和
に
芸
術
文

化
が
必
要
な
の
か

2
.

W
or

ld
 C

iti
es

 C
ul

tu
re

 F
or

um
分

断
［

新
型

コ
ロ

ナ
、

国
際

紛
争

］
と

向
き

合
う

Co
nf

ro
nt

in
g 

th
e 

D
iv

id
e,

 C
ov

id
-1

9 
an

d 
Co

nf
lic

t

•
20

12
年

8月
1日
：
ロ
ン
ド
ン

20
12
大
会
の
文

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
市
に

よ
っ
て
創
設
（

8都
市
が
参
加
）

•
W

or
ld

 C
iti

es
 C

ul
tu

re
 R

ep
or

t 2
01

2発
表

（
12
都
市
）

•
世
界
中
が
注
目
す
る
ロ
ン
ド
ン
五
輪
に
お

い
て
、
こ
れ
か
ら
の
都
市
政
策
に
お
け
る

文
化
の
重
要
性
を
ア
ピ
ー
ル

•
Au

g.
 2

01
2:

 H
el

d 
by

 th
e 

Ci
ty

 o
f L

on
do

n 
as

 o
ne

 o
f t

he
 C

ul
tu

ra
l O

lym
pi

ad
 (8

 
cit

ie
s 

jo
in

ed
)

•
La

un
ch

 o
f W

or
ld

 C
iti

es
 C

ul
tu

re
 R

ep
or

t 
20

12
 o

f 1
2 

cit
ie

s
•

Ap
pe

al
in

g 
th

e 
im

po
rta

nc
e 

of
 c

ul
tu

re
 in

 
fu

tu
re

 p
ol

icy
 o

f w
or

ld
 c

iti
es

 a
t L

on
do

n 
20

12
 O

lym
pi

cs

Fi
nd

in
gs

 y
ou

 w
ou

ld
 e

xp
ec

t
•

Lo
nd

on
 h

as
 th

e 
m

os
t m

us
eu

m
s

•
N

Y 
ha

s 
th

e 
m

os
t d

an
ce

 p
er

fo
rm

an
ce

s
•

To
ky

o 
ha

s 
th

e 
m

os
t v

id
eo

 g
am

es
 a

rc
ad

es
•

Pa
ris

 h
as

 th
e 

m
os

t f
ilm

 fe
st

iv
al

s
•

Sa
o 

Pa
ul

o 
ha

s 
th

e 
m

os
t n

ig
ht

 c
lu

bs
•

Lo
nd

on
 h

as
 th

e 
m

os
t i

nt
er

na
tio

na
l s

tu
de

nt
s

•
M

um
ba

i r
el

ea
se

s 
th

e 
m

os
t f

ilm
s

•
Lo

nd
on

 a
nd

 P
ar

is
 h

av
e 

th
e 

m
os

t w
or

ld
 H

er
ita

ge
 s

ite
s

Fi
nd

in
gs

 y
ou

 w
ou

ld
 n

ot
ex

pe
ct

•
Lo

nd
on

 s
cr

ee
ns

 th
e 

m
os

t f
or

ei
gn

 fi
lm

s
•

Sh
an

gh
ai

 p
ub

lis
he

s 
th

e 
m

os
t b

oo
ks

•
N

Y 
ha

s 
th

e 
m

os
t b

oo
k 

lo
an

s 
by

 p
ub

lic
 li

br
ar

ie
s 

pe
r y

ea
r

•
Jo

bu
rg

 h
as

 th
e 

m
os

t r
ar

e 
an

d 
se

co
nd

 h
an

d 
bo

ok
sh

op
s

•
To

ky
o 

ha
s 

th
e 

m
os

t r
es

ta
ur

an
ts

/M
ic

he
lin

 s
ta

rs
•

Sy
dn

ey
 h

as
 th

e 
se

co
nd

 h
ig

he
st

 %
 o

f f
or

ei
gn

 b
or

n 
po

pu
la

tio
n

•
Si

ng
ap

or
e 

an
d 

Sy
dn

ey
 h

av
e 

th
e 

m
os

t p
ar

ks
 a

nd
 g

ar
de

ns
•

To
ky

o 
ha

s 
th

e 
m

os
t n

on
-p

ro
fe

ss
io

na
l d

an
ce

 s
ch

oo
ls

•
Is

ta
nb

ul
 fa

r e
xc

ee
ds

 o
n 

‘o
th

er
 h

er
ita

ge
 a

nd
 h

is
to
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20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

•
20

13
年
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
が

W
CC

F 
Su

m
m

itを
開
催
し
、
以
降
、
会
員
都
市
で

毎
年
開
催

•
会
員
：

20
12
年

8都
市


20
20
年

43
都
市

•
20

20
年

2月
：
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

•
20

20
年

10
月
ミ
ラ
ノ
開
催
予
定


Co
vid

-1
9

で
中
止

•
W

CC
F 

Su
m

m
it 

20
13

 in
 Is

ta
nb

ul
 

fo
llo

we
d 

by
 m

em
be

r c
ity

 e
ve

ry
 ye

ar
•

M
em

be
r c

iti
es

: 8
 in

 2
01

2 


45
 in

 2
02

5
•

Fe
b.

 2
02

0:
 C

ov
id

-1
9

•
M

ila
no

 S
um

m
it 

sc
he

du
le

d 
in

 O
ct

. 2
02

0 
su

sp
en

de
d 

du
e 

to
 C

ov
id

-1
9

Zo
om

 M
ee

tin
g 
に
よ
る
情
報
共
有
と
意
見
交
換
（
２
週
間
に
１
回
）

3/
26

ミ
ラ
ノ
市
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

4/
3

ア
ジ
ア
地
域
の
都
市
か
ら
の
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ

Bl
oo

m
be

rg
 P

hi
la

nt
hr

op
ie

sか
ら

N
Yの

対
応
策
の
プ
レ
ゼ
ン
／
閉
鎖
か
ら
開
放
へ
／
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
後
の
文
化
ツ
ー
リ
ズ
ム
／
再
開
の
先
の
課
題
／
自
信
の
回
復
に
向
け
て
／
不
確
実
性

に
対
す
る
計
画
／
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
る
文
化
／
適
応
と
変
革
／
文
化
の
た
め
の
空
間
／
新
型
コ

ロ
ナ
と
公
共
空
間
／
コ
ロ
ナ
と
ナ
イ
ト
タ
イ
ム
・
エ
コ
ノ
ミ
ー

…
…


 各
回
の
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
策
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築

W
C

C
F 

D
IG

IT
AL

 D
IA

LO
G

U
E:

 C
IT

Y 
W

EB
IN

AR
S 

(e
ve

ry
 tw

o 
w

ee
ks

)
26

 M
ar

ch
Vi

ew
 fr

om
 M

ila
n

3 
Ap

ril
Vi

ew
 fr

om
 A

si
an

 c
iti

es
Sp

ot
lig

ht
 o

n 
ph

ila
nt

hr
op

y/
 P

la
nn

in
g 

fo
r r

ec
ov

er
y/

 U
nl

oc
ki

ng
 c

ul
tu

re
 in

 c
iti

es
/ C

ul
tu

ra
l 

to
ur

is
m

 in
 p

os
t-C

O
VI

D
 w

or
ld

/ T
he

 c
ha

lle
ng

es
 b

ey
on

d 
re

op
en

in
g/

 B
ui

ld
in

g 
Ba

ck
 

C
on

fid
en

ce
/ P

la
nn

in
g 

fo
r u

nc
er

ta
in

ty
/ I

s 
al

l c
ul

tu
re

 a
t r

is
k 

eq
ua

lly
?/

 A
da

pt
at

io
ns

 a
nd

 
In

no
va

tio
ns

/ M
ak

in
g 

Sp
ac

e 
fo

r C
ul

tu
re

/ C
O

VI
D

-1
9 

an
d 

th
e 

Pu
bl

ic
 re

al
m

/ C
O

VI
D

 a
nd

 
th

e 
N

ig
ht

-T
im

e 
Ec

on
om

y…
…

 


 B
rie

fin
g,

 D
at

ab
as

e 
of

 S
up

po
rts

 a
nd

 P
ol

ic
ie

s 
to

 th
e 

C
ul

tu
ra

l C
om

m
un

ity

•
20

20
.3

.2
0：

Ju
st

in
e 

Si
m

on
s（

Ch
ai

r o
f 

W
CC

F, 
ロ
ン
ド
ン
市
副
市
⾧
）
か
ら

E-
m

ai
l

で
Zo

om
 m

ee
tin

gへ
の
参
加
呼
び
か
け

•
3.

26
以
降
、
ほ
ぼ

2週
間
に

1回
ロ
ン
ド
ン
時

間
午
前
／
午
後
に
開
催
（
時
差
対
応
）

•
Ju

st
in

e 
Si

m
on

s, 
Ch

ai
r o

f W
CC

F, 
ca

ll 
fo

r 
on

lin
e 

m
ee

tin
g 

to
 th

e 
m

em
be

r c
iti

es
 

on
 2

0 
M

ar
ch

.
•

Di
gi

ta
l d

ia
lo

gu
e 

ev
er

y 
tw

o 
we

ek
s

ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル

オ
ン
ラ
イ
ン

オ
ン
ラ
イ
ン
・
リ
ア
ル

リ
ア
ル

20
20
年
代
：

Zo
om

, H
an

go
ut

, T
ea

m
s 

et
c.

 
90
年
代

In
te

rn
et

新
型
コ
ロ
ナ
が
出
現
さ
せ
た
新
た
な
国
際
文
化
交
流
の
空
間

世
界
中
の
都
市
が
新
型
コ
ロ
ナ
と
向
き
合
っ
て
い
る
連
帯
感

Vi
rtu

al
 

O
nl

in
e 


O
nl

in
e-

R
ea

l 
R

ea
l

Zo
om

, H
an

go
ut

, T
ea

m
s 

et
c.

 in
 2

02
0’

s 


In
te

rn
et

 in
 9

0’
s

N
ew

 S
pa

ce
 fo

r I
nt

er
na

tio
na

l C
ul

tu
ra

l C
om

m
un

ity
 C

au
se

d 
by

 C
ov

id
-1

9
So

lid
ar

ity
 th

at
 a

ll 
th

e 
ci

tie
s 

on
 th

is
 g

lo
be

 fa
ci

ng
 a

nd
 

ta
ck

lin
g 

C
ov

id
-1

9

G
lo

ba
l C

on
ve

rs
at

io
n:

 o
ne

-d
ay

 d
ig

ita
l c

on
fe

re
nc

e

O
n 

cu
ltu

re
, C

O
VI

D-
19

 a
nd

 c
iti

es

29
 O

ct
ob

er
, 2

02
0

©
 W

or
ld

 C
iti

es
 C

ul
tu

re
 F

or
um

20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

•
ほ
ぼ

2週
間
に

1回
ロ
ン
ド
ン
時
間
午
前
／

午
後
に
開
催
（
時
差
対
応
）

•
20

21
.11
：
オ
ン
ラ
イ
ン
・
サ
ミ
ッ
ト
開
催

（
英
国
時
間
：
午
前

8時
～
午
後

9時
）

•
Di

gi
ta

l d
ia

lo
gu

e 
ev

er
y 

tw
o 

we
ek

s
•

N
ov

. 2
02

1: 
O

ne
-d

ay
 o

nl
in

e 
su

m
m

it 
fro

m
 8

 a
m

 to
 9

 p
m

 G
M

T

•
ほ
ぼ

2週
間
に

1回
ロ
ン
ド
ン
時
間
午
前
／

午
後
に
開
催
（
時
差
対
応
）

•
20

22
.2
：
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

•
20

22
.10
：
ヘ
ル
シ
ン
キ
・
サ
ミ
ッ
ト
開
催

•
20

23
.7
：
キ
ー
ウ

W
CC

F加
盟

•
20

23
.10
：
サ
ン
パ
ウ
ロ
・
サ
ミ
ッ
ト
開
催

•
20

23
.11
：
モ
ス
ク
ワ
会
員
資
格
停
止

•
Di

gi
ta

l d
ia

lo
gu

e 
ev

er
y 

tw
o 

we
ek

s
•

Fe
b.

 2
02

2:
 R

us
sia

n 
in

va
sio

n 
to

 U
kr

ai
ne

•
O

ct
. 2

02
2:

 W
CC

F 
Su

m
m

it 
in

 H
el

sin
ki

•
Ju

l. 
20

22
: K

yiv
 jo

in
ed

 W
CC

F
•

O
ct

. 2
02

3:
 W

CC
F 

Su
m

m
it 

in
 S

ao
 P

au
lo

•
N

ov
. 2

02
3:

 M
os

co
w 

su
sp

en
de

d 
fro

m
 

W
CC

F

O
ur

 V
isi

on
W

e 
ar

e 
bu

ild
in

g 
a 

w
or

ld
 w

he
re

 c
ul

tu
re

 is
 a

t t
he

 h
ea

rt
 o

f t
hr

iv
in

g 
ci

tie
s.

 

O
ur

 M
iss

io
n

W
e 

ar
e 

ci
vi

c l
ea

de
rs

 sh
ar

in
g 

ou
r b

es
t i

de
as

 a
nd

 d
es

ig
ni

ng
 c

ul
tu

re
 p

ol
ic

ie
s 

th
at

 c
ha

ng
e 

liv
es

. W
or

ld
 C

iti
es

 C
ul

tu
re

 F
or

um
 is

 a
 n

et
w

or
k 

of
 m

or
e 

th
an

 
40

 g
lo

ba
l c

iti
es

 sp
an

ni
ng

 si
x 

co
nt

in
en

ts
. T

og
et

he
r, 

w
e 

ar
e 

m
ee

tin
g 

th
e 

ch
al

le
ng

es
 o

f t
he

 2
1s

t c
en

tu
ry

 b
y 

pl
ac

in
g 

cu
ltu

re
 a

t t
he

 h
ea

rt
 o

f c
ity

 
pl

an
ni

ng
 a

nd
 in

ve
st

m
en

t. 

O
ur

 V
al

ue
s

W
e 

be
lie

ve
 in

 th
e 

po
w

er
 o

f c
ul

tu
re

 to
 tr

an
sf

or
m

 p
eo

pl
e,

 p
la

ce
 a

nd
 p

la
ne

t. 
W

e 
em

po
w

er
 g

lo
ba

l c
iv

ic
 le

ad
er

s t
o 

cr
ea

te
 th

e 
eq

ui
ta

bl
e,

 p
ro

sp
er

ou
s 

an
d 

su
st

ai
na

bl
e 

gl
ob

al
 c

iti
es

 o
f t

he
 fu

tu
re

. W
e 

ar
e 

ge
ne

ro
us

 w
ith

 o
ur

 id
ea

s 
an

d 
co

lla
bo

ra
te

 to
 d

riv
e 

ch
an

ge
. 

ビ
ジ
ョ
ン

私
た
ち
は
、
文
化
が
繁
栄
す
る
都
市
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
世
界
を
築
き
ま
す
。

使
命

私
た
ち
は
、
最
高
の
ア
イ
デ
ア
を
共
有
し
、
生
活
を
変
革
す
る
文
化
政
策
を
デ
ザ
イ

ン
す
る
市
民
の
リ
ー
ダ
ー
で
す
。
世
界
都
市
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
6大

陸
に
ま
た

が
る
40
以
上
の
世
界
都
市
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。
私
た
ち
は
協
働
し
て
、
文
化
を

都
市
の
計
画
と
投
資
の
中
心
に
据
え
る
こ
と
で
、
21
世
紀
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

価
値

私
た
ち
は
、
文
化
が
人
々
や
地
域
、
世
界
を
変
え
る
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
信
じ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
未
来
の
公
平
で
豊
か
な
持
続
可
能
な
グ
ロ
ー
バ
ル
都
市
を

創
造
す
る
た
め
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
市
民
リ
ー
ダ
ー
を
支
援
し
ま
す
。
私
た
ち
は
ア

イ
デ
ア
を
惜
し
み
な
く
提
供
し
、
協
働
し
て
変
革
を
推
進
し
ま
す
。

O
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 2
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28

9
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20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

•
20

13
年
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
が

W
CC

F 
Su

m
m

itを
開
催
し
、
以
降
、
会
員
都
市
で

毎
年
開
催

•
会
員
：

20
12
年

8都
市


20
20
年

43
都
市

•
20

20
年

2月
：
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

•
20

20
年

10
月
ミ
ラ
ノ
開
催
予
定


Co
vid

-1
9

で
中
止

•
W

CC
F 

Su
m

m
it 

20
13

 in
 Is

ta
nb

ul
 

fo
llo

we
d 

by
 m

em
be

r c
ity

 e
ve

ry
 ye

ar
•

M
em

be
r c

iti
es

: 8
 in

 2
01

2 


45
 in

 2
02

5
•

Fe
b.

 2
02

0:
 C

ov
id

-1
9

•
M

ila
no

 S
um

m
it 

sc
he

du
le

d 
in

 O
ct

. 2
02

0 
su

sp
en

de
d 

du
e 

to
 C

ov
id

-1
9

Zo
om

 M
ee

tin
g 
に
よ
る
情
報
共
有
と
意
見
交
換
（
２
週
間
に
１
回
）

3/
26

ミ
ラ
ノ
市
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

4/
3

ア
ジ
ア
地
域
の
都
市
か
ら
の
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ

Bl
oo

m
be

rg
 P

hi
la

nt
hr

op
ie

sか
ら

N
Yの

対
応
策
の
プ
レ
ゼ
ン
／
閉
鎖
か
ら
開
放
へ
／
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
後
の
文
化
ツ
ー
リ
ズ
ム
／
再
開
の
先
の
課
題
／
自
信
の
回
復
に
向
け
て
／
不
確
実
性

に
対
す
る
計
画
／
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
る
文
化
／
適
応
と
変
革
／
文
化
の
た
め
の
空
間
／
新
型
コ

ロ
ナ
と
公
共
空
間
／
コ
ロ
ナ
と
ナ
イ
ト
タ
イ
ム
・
エ
コ
ノ
ミ
ー

…
…


 各
回
の
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
策
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築

W
C

C
F 

D
IG

IT
AL

 D
IA

LO
G

U
E:

 C
IT

Y 
W

EB
IN

AR
S 

(e
ve

ry
 tw

o 
w

ee
ks

)
26

 M
ar

ch
Vi

ew
 fr

om
 M

ila
n

3 
Ap

ril
Vi

ew
 fr

om
 A

si
an

 c
iti

es
Sp

ot
lig

ht
 o

n 
ph

ila
nt

hr
op

y/
 P

la
nn

in
g 

fo
r r

ec
ov

er
y/

 U
nl

oc
ki

ng
 c

ul
tu

re
 in

 c
iti

es
/ C

ul
tu

ra
l 

to
ur

is
m

 in
 p

os
t-C

O
VI

D
 w

or
ld

/ T
he

 c
ha

lle
ng

es
 b

ey
on

d 
re

op
en

in
g/

 B
ui

ld
in

g 
Ba

ck
 

C
on

fid
en

ce
/ P

la
nn

in
g 

fo
r u

nc
er

ta
in

ty
/ I

s 
al

l c
ul

tu
re

 a
t r

is
k 

eq
ua

lly
?/

 A
da

pt
at

io
ns

 a
nd

 
In

no
va

tio
ns

/ M
ak

in
g 

Sp
ac

e 
fo

r C
ul

tu
re

/ C
O

VI
D

-1
9 

an
d 

th
e 

Pu
bl

ic
 re

al
m

/ C
O

VI
D

 a
nd

 
th

e 
N

ig
ht

-T
im

e 
Ec

on
om

y…
…

 


 B
rie

fin
g,

 D
at

ab
as

e 
of

 S
up

po
rts

 a
nd

 P
ol

ic
ie

s 
to

 th
e 

C
ul

tu
ra

l C
om

m
un

ity

•
20

20
.3

.2
0：

Ju
st

in
e 

Si
m

on
s（

Ch
ai

r o
f 

W
CC

F, 
ロ
ン
ド
ン
市
副
市
⾧
）
か
ら

E-
m

ai
l

で
Zo

om
 m

ee
tin

gへ
の
参
加
呼
び
か
け

•
3.

26
以
降
、
ほ
ぼ

2週
間
に

1回
ロ
ン
ド
ン
時

間
午
前
／
午
後
に
開
催
（
時
差
対
応
）

•
Ju

st
in

e 
Si

m
on

s, 
Ch

ai
r o

f W
CC

F, 
ca

ll 
fo

r 
on

lin
e 

m
ee

tin
g 

to
 th

e 
m

em
be

r c
iti

es
 

on
 2

0 
M

ar
ch

.
•

Di
gi

ta
l d

ia
lo

gu
e 

ev
er

y 
tw

o 
we

ek
s

ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル

オ
ン
ラ
イ
ン

オ
ン
ラ
イ
ン
・
リ
ア
ル

リ
ア
ル

20
20
年
代
：

Zo
om

, H
an

go
ut

, T
ea

m
s 

et
c.

 
90
年
代

In
te

rn
et

新
型
コ
ロ
ナ
が
出
現
さ
せ
た
新
た
な
国
際
文
化
交
流
の
空
間

世
界
中
の
都
市
が
新
型
コ
ロ
ナ
と
向
き
合
っ
て
い
る
連
帯
感

Vi
rtu

al
 

O
nl

in
e 


O
nl

in
e-

R
ea

l 
R

ea
l

Zo
om

, H
an

go
ut

, T
ea

m
s 

et
c.

 in
 2

02
0’

s 


In
te

rn
et

 in
 9

0’
s

N
ew

 S
pa

ce
 fo

r I
nt

er
na

tio
na

l C
ul

tu
ra

l C
om

m
un

ity
 C

au
se

d 
by

 C
ov

id
-1

9
So

lid
ar

ity
 th

at
 a

ll 
th

e 
ci

tie
s 

on
 th

is
 g

lo
be

 fa
ci

ng
 a

nd
 

ta
ck

lin
g 

C
ov

id
-1

9

G
lo

ba
l C

on
ve

rs
at

io
n:

 o
ne

-d
ay

 d
ig

ita
l c

on
fe

re
nc

e

O
n 

cu
ltu

re
, C

O
VI

D-
19

 a
nd

 c
iti

es

29
 O

ct
ob

er
, 2

02
0

©
 W

or
ld

 C
iti

es
 C

ul
tu

re
 F

or
um

20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

•
ほ
ぼ

2週
間
に

1回
ロ
ン
ド
ン
時
間
午
前
／

午
後
に
開
催
（
時
差
対
応
）

•
20

21
.11
：
オ
ン
ラ
イ
ン
・
サ
ミ
ッ
ト
開
催

（
英
国
時
間
：
午
前

8時
～
午
後

9時
）

•
Di

gi
ta

l d
ia

lo
gu

e 
ev

er
y 

tw
o 

we
ek

s
•

N
ov

. 2
02

1: 
O

ne
-d

ay
 o

nl
in

e 
su

m
m

it 
fro

m
 8

 a
m

 to
 9

 p
m

 G
M

T

•
ほ
ぼ

2週
間
に

1回
ロ
ン
ド
ン
時
間
午
前
／

午
後
に
開
催
（
時
差
対
応
）

•
20

22
.2
：
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

•
20

22
.10
：
ヘ
ル
シ
ン
キ
・
サ
ミ
ッ
ト
開
催

•
20

23
.7
：
キ
ー
ウ

W
CC

F加
盟

•
20

23
.10
：
サ
ン
パ
ウ
ロ
・
サ
ミ
ッ
ト
開
催

•
20

23
.11
：
モ
ス
ク
ワ
会
員
資
格
停
止

•
Di

gi
ta

l d
ia

lo
gu

e 
ev

er
y 

tw
o 

we
ek

s
•

Fe
b.

 2
02

2:
 R

us
sia

n 
in

va
sio

n 
to

 U
kr

ai
ne

•
O

ct
. 2

02
2:

 W
CC

F 
Su

m
m

it 
in

 H
el

sin
ki

•
Ju

l. 
20

22
: K

yiv
 jo

in
ed

 W
CC

F
•

O
ct

. 2
02

3:
 W

CC
F 

Su
m

m
it 

in
 S

ao
 P

au
lo

•
N

ov
. 2

02
3:

 M
os

co
w 

su
sp

en
de

d 
fro

m
 

W
CC

F

O
ur

 V
isi

on
W

e 
ar

e 
bu

ild
in

g 
a 

w
or

ld
 w

he
re

 c
ul

tu
re

 is
 a

t t
he

 h
ea

rt
 o

f t
hr

iv
in

g 
ci

tie
s.

 

O
ur

 M
iss

io
n

W
e 

ar
e 

ci
vi

c l
ea

de
rs

 sh
ar

in
g 

ou
r b

es
t i

de
as

 a
nd

 d
es

ig
ni

ng
 c

ul
tu

re
 p

ol
ic

ie
s 

th
at

 c
ha

ng
e 

liv
es

. W
or

ld
 C

iti
es

 C
ul

tu
re

 F
or

um
 is

 a
 n

et
w

or
k 

of
 m

or
e 

th
an

 
40

 g
lo

ba
l c

iti
es

 sp
an

ni
ng

 si
x 

co
nt

in
en

ts
. T

og
et

he
r, 

w
e 

ar
e 

m
ee

tin
g 

th
e 

ch
al

le
ng

es
 o

f t
he

 2
1s

t c
en

tu
ry

 b
y 

pl
ac

in
g 

cu
ltu

re
 a

t t
he

 h
ea

rt
 o

f c
ity

 
pl

an
ni

ng
 a

nd
 in

ve
st

m
en

t. 

O
ur

 V
al

ue
s

W
e 

be
lie

ve
 in

 th
e 

po
w

er
 o

f c
ul

tu
re

 to
 tr

an
sf

or
m

 p
eo

pl
e,

 p
la

ce
 a

nd
 p

la
ne

t. 
W

e 
em

po
w

er
 g

lo
ba

l c
iv

ic
 le

ad
er

s t
o 

cr
ea

te
 th

e 
eq

ui
ta

bl
e,

 p
ro

sp
er

ou
s 

an
d 

su
st

ai
na

bl
e 

gl
ob

al
 c

iti
es

 o
f t

he
 fu

tu
re

. W
e 

ar
e 

ge
ne

ro
us

 w
ith

 o
ur

 id
ea

s 
an

d 
co

lla
bo

ra
te

 to
 d

riv
e 

ch
an

ge
. 

ビ
ジ
ョ
ン

私
た
ち
は
、
文
化
が
繁
栄
す
る
都
市
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
世
界
を
築
き
ま
す
。

使
命

私
た
ち
は
、
最
高
の
ア
イ
デ
ア
を
共
有
し
、
生
活
を
変
革
す
る
文
化
政
策
を
デ
ザ
イ

ン
す
る
市
民
の
リ
ー
ダ
ー
で
す
。
世
界
都
市
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
6大

陸
に
ま
た

が
る
40
以
上
の
世
界
都
市
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。
私
た
ち
は
協
働
し
て
、
文
化
を

都
市
の
計
画
と
投
資
の
中
心
に
据
え
る
こ
と
で
、
21
世
紀
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

価
値

私
た
ち
は
、
文
化
が
人
々
や
地
域
、
世
界
を
変
え
る
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
信
じ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
未
来
の
公
平
で
豊
か
な
持
続
可
能
な
グ
ロ
ー
バ
ル
都
市
を

創
造
す
る
た
め
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
市
民
リ
ー
ダ
ー
を
支
援
し
ま
す
。
私
た
ち
は
ア

イ
デ
ア
を
惜
し
み
な
く
提
供
し
、
協
働
し
て
変
革
を
推
進
し
ま
す
。
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9
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20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

Se
ss

io
n 

Th
em

es
•

Ac
ce

ss
ib

ilit
y 

in
 th

e 
ar

ts
•

Ar
ts

, h
ea

lth
 a

nd
 w

el
lb

ei
ng

•
In

di
ge

no
us

 v
oi

ce
•

LG
BT

Q
+ 

co
m

m
un

iti
es

•
Th

e 
ge

nd
er

 g
ap

•
Ra

ce
 a

nd
 re

pr
es

en
ta

tio
n

•
Th

e 
fu

tu
re

 o
f J

us
tic

e:
 C

an
 c

ul
tu

re
 p

re
ve

nt
 c

rim
e?

•
Ar

tif
ici

al
 in

te
llig

en
ce

 a
nd

 th
e 

cr
ea

tiv
e 

in
du

st
rie

s…
..a

nd
 so

 o
n.

La
un

ch
 o

f t
he

 W
or

ld
 C

iti
es

 C
ul

tu
re

 F
or

um
 S

ao
 P

au
lo

 M
an

ife
st

 fo
r 

cu
ltu

re
 to

 b
ec

om
e 

a 
UN

 S
us

ta
in

ab
le

 D
ev

el
op

m
en

t G
oa

l p
os

t 2
03

0

PPll
eenn

aarr
yy::  

CCuu
llttuu

rree
  iinn

  cc
oonn

ffllii
cctt

VVii
cctt

oorr
iiaa

  MM
uukk

hhaa
,,  C

ha
irm

an
 o

f t
he

 C
om

m
iss

io
n 

on
 C

ul
tu

re
, T

ou
ris

m
 a

nd
 

Co
m

m
un

ica
tio

ns
 a

t K
yiv

 C
ity

 C
ou

nc
il

JJuu
sstt

iinn
ee  

SSii
mm

oonn
ss,,  

Fo
un

de
r a

nd
 C

ha
ir 

of
 W

CC
F 

an
d 

De
pu

ty
 M

ay
or

 fo
r C

ul
tu

re
 a

nd
 th

e 
Cr

ea
tiv

e 
In

du
st

rie
s, 

Ci
ty

 o
f L

on
do

n

“T
wo

 y
ea

rs
 o

f f
ul

l-s
ca

le
 w

ar
…

 F
or

 e
ac

h 
Uk

ra
in

ia
n 

it’
s 

a 
lif

et
im

e,
 w

ith
 e

ve
ry

 d
ay

 
et

ch
ed

 in
 m

em
or

y f
or

ev
er

”

「
2年

間
に

わ
た

る
全

面
戦

争
は

、
ウ

ク
ラ

イ
ナ

人
に

と
っ

て
一

生
分

の
時

間
で

あ
り

、
一

日
一

日
が

永
遠

に
記

憶
に

刻
ま

れ
る

」

Vi
ct

or
ia

 M
uk

ha
, C

ha
irm

an
 o

f t
he

 C
om

m
iss

io
n 

on
 C

ul
tu

re
, T

ou
ris

m
 a

nd
 C

om
m

un
ica

tio
ns

 a
t K

yi
v 

Ci
ty

 C
ou

nc
il

So
ur

ce
: E

lla
 K

en
ny

, K
YI

V’
S 

CU
LT

U
RA

L 
RE

SI
ST

AN
CE

: C
U

LT
U

RE
 IN

SP
IR

IN
G 

HO
PE

, R
ES

IL
IE

N
CE

 A
N

D 
RE

CO
VE

RY

Ch
at

ha
m

 H
ou

se
 R

ul
e：

英
国
の
王
立
国
際
問
題
研
究
所
（

Ch
at

ha
m

 H
ou

se
）
が
採
用
す
る
ル
ー
ル
で
、

会
議
の
参
加
者
は
会
議
で
得
た
情
報
を
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
発
言
者

や
所
属
、
他
の
参
加
者
を
公
表
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
も
の
。
発
言
者
の

立
場
を
守
り
つ
つ
、
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
問
題
に
つ
い
て
も
発
言
や
情
報
提
供
を

促
す
こ
と
で
、
国
際
問
題
に
関
す
る
開
か
れ
た
議
論
を
推
進
す
る
狙
い
が
あ
る
。

1.
ca

rin
g 

fo
r c

ul
tu

re
 a

nd
 h

er
ita

ge
2.

ho
w

 is
 c

ul
tu

re
 u

se
d 

as
 a

 w
ea

po
n 

in
 w

ar
?

3.
th

e 
ro

le
 o

f c
ul

tu
re

 to
 h

ea
l a

nd
 re

co
ve

r f
ro

m
 

co
nf

lic
t 

Ch
at

ha
m

 H
ou

se
 R

ul
e：

英
国
の
王
立
国
際
問
題
研
究
所
（

Ch
at

ha
m

 H
ou

se
）
が
採
用
す
る

ル
ー
ル
で
、
会
議
の
参
加
者
は
会
議
で
得
た
情
報
を
利
用
す
る
こ
と

は
で
き
る
が
、
発
言
者
や
所
属
、
他
の
参
加
者
を
公
表
し
て
は
な
ら

な
い
、
と
い
も
の
。
発
言
者
の
立
場
を
守
り
つ
つ
、
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ

な
問
題
に
つ
い
て
も
発
言
や
情
報
提
供
を
促
す
こ
と

で
、
国
際
問
題
に
関
す
る
開
か
れ
た
議
論
を
推
進
す
る
狙
い
が
あ
る
。

1. 
 文
化
と
遺
産
の
保
護

2.
  戦

争
に
お
け
る
武
器
と
し
て
の
文
化

3.
  戦

禍
を
癒
し
、
回
復
す
る
た
め
の
文
化
の
役
割

20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓

日
文

化
未

来
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

「国
際

シン
ポジ

ウム
」

1.
文

化
と

遺
産

の
保

護
Ca

rin
g f

or
 cu

ltu
re

 
an

d 
he

rit
ag

e

•
記

念
碑

を
土

嚢
で

保
護

•
主

要
な
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 d
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憶
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英
国
の
王
立
国
際
問
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研
究
所
（

Ch
at

ha
m

 H
ou

se
）
が
採
用
す
る
ル
ー
ル
で
、

会
議
の
参
加
者
は
会
議
で
得
た
情
報
を
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
発
言
者

や
所
属
、
他
の
参
加
者
を
公
表
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
も
の
。
発
言
者
の

立
場
を
守
り
つ
つ
、
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
問
題
に
つ
い
て
も
発
言
や
情
報
提
供
を

促
す
こ
と
で
、
国
際
問
題
に
関
す
る
開
か
れ
た
議
論
を
推
進
す
る
狙
い
が
あ
る
。
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r c
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 c
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f c
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問
題
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す
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す
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。
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問
題
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問
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す
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戦

禍
を

癒
や

し
、

回
復

す
る

た
め

の
文
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•
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線

に
出

向
く

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

•
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➔
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•
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化
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ら
戦

争
の

真
実

を
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る

“It
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”

「
痛

み
や

喪
失

感
、

絶
え

間
な

い
攻

撃
や

サ
イ

レ
ン

が
鳴

り
響

く
暗

い
時

代
に

、
魂

を
癒

し
、

希
望

を
与

え
て

く
れ

る
の

が
文

化
な

の
で

す
」
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「
私

は
、

そ
の

セ
ッ

シ
ョ

ン
に

参
加

し
て

、
プ

ー
チ

ン
大

統
領

の
蛮

行
へ

の
憤

り
を

新
た

に
し

、
キ

ー
ウ

や
ウ

ク
ラ

イ
ナ

へ
の

連
帯

の
気

持
ち

を
強

く
抱

い
た

。
だ

が
、

ホ
テ

ル
に

戻
っ

て
私

は
モ

ス
ク

ワ
の

二
人

の
友

人
の

こ
と

を
思

い
出

し
た

。
実

は
、

モ
ス

ク
ワ

も
20

14
年

に
W

CC
Fの

会
員

に
な

り
、

20
16

年
に

は
年

次
サ

ミ
ッ

ト
を

開
催

し
て

い
た

。
モ

ス
ク

ワ
か

ら
毎

年
参

加
し

て
い

た
二

人
の

文
化

担
当

者
は

、
東

京
や

日
本

の
文

化
に

関
心

が
あ

っ
て

友
人

と
呼

べ
る

存
在

に
な

っ
て

い
た

。
」

吉
本

光
宏

「
戦

争
、

そ
れ

は
文

化
と

言
語

を
消

し
去

る
行

為
」

文
化

コ
モ

ン
ズ

通
信

05
号

（
20

24
.3

.6
）

ウ
ク

ラ
イ

ナ
・

ト
カ

チ
ェ

ン
コ

文
化

情
報

相
：

ゼ
レ

ン
ス

キ
ー

大
統

領
と

意
見

が
対

立
、

20
23

年
7月

に
解

任

「
ウ

ク
ラ

イ
ナ

議
会

は
7月

27
日

、
戦

時
下

の
国

家
予

算
の

あ
り

方
を

め
ぐ

っ
て

ゼ
レ

ン
ス

キ
ー

大
統

領
と

意
見

が
対

立
し

て
い

た
ト

カ
チ

ェ
ン

コ
文

化
情

報
相

の
解

任
案

を
可

決
」

「
解

任
案

の
可

決
を

受
け

て
ト

カ
チ

ェ
ン

コ
氏

は
27

日
、

SN
Sで

『
文

化
に

お
金

を
出

す
の

は
戦

時
下

で
は

適
切

で
は

な
い

と
言

う
の

は
簡

単
だ

が
、

わ
れ

わ
れ

は
自

分
た

ち
の

文
化

や
ア

イ
デ

ン
テ

ィ
テ

ィ
ー

な
ど

の
た

め
に

戦
っ

て
い

る
の

で
は

な
い

の
か

。
戦

時
下

で
は

文
化

は
無

人
機

と
同

じ
く

ら
い

重
要

だ
』

な
ど

と
訴

え
ま

し
た

」
N

H
K 

N
EW

S 
W

EB
 (2

02
3.

7.
28

) 「
ゼ

レ
ン

ス
キ

ー
大

統
領

と
対

立
の

閣
僚

ウ
ク

ラ
イ

ナ
議

会
が

解
任

案
可

決
」

「
20

22
年

２
月

、
ロ

シ
ア

が
ウ

ク
ラ

イ
ナ

に
侵

攻
し

て
間

も
な

い
頃

、
モ

ス
ク

ワ
市

民
の

中
に

は
、

プ
ー

チ
ン

大
統

領
の

戦
争

に
反

対
す

る
人

も
少

な
く

な
い

、
と

い
う

ニ
ュ

ー
ス

を
見

て
、

私
は

、
二

人
に

メ
ー

ル
を

送
っ

て
み

た
。

一
人

か
ら

は
『

今
は

、
何

も
語

れ
な

い
』

と
い

う
返

事
が

あ
り

、
も

う
一

人
か

ら
返

信
は

な
か

っ
た

。
そ

れ
か

ら
し

ば
ら

く
し

て
、

同
年

11
月

に
W

CC
Fは

モ
ス

ク
ワ

の
会

員
資

格
を

停
止

（
Su

sp
en

de
d）

し
た

。
当

然
の

措
置

だ
と

思
う

し
、

ロ
シ

ア
が

起
こ

し
た

戦
争

は
決

し
て

許
す

こ
と

が
で

き
な

い
。

で
も

、
そ

の
こ

と
と

私
が

モ
ス

ク
ワ

の
二

人
を

友
人

と
感

じ
る

気
持

ち
は

別
物

だ
。

個
人

の
意

思
に

関
係

な
く

、
戦

争
は

人
と

人
の

間
に

超
え

が
た

い
分

断
を

も
た

ら
す

。
」

「
日

本
に

帰
国

し
た

後
も

、
サ

ン
パ

ウ
ロ

で
聞

い
た

話
が

頭
を

離
れ

な
か

っ
た

が
、

ほ
ど

な
く

し
て

日
本

も
か

つ
て

ロ
シ

ア
が

ウ
ク

ラ
イ

ナ
に

し
よ

う
と

し
て

い
る

こ
と

と
同

じ
こ

と
を

、
朝

鮮
や

韓
国

に
し

た
史

実
を

思
い

出
し

た
。

19
10

年
の

日
韓

併
合

と
そ

の
後

の
朝

鮮
の

植
民

地
支

配
で

あ
る

。
日

本
は

朝
鮮

総
督

府
を

置
き

、
朝

鮮
教

育
令

に
よ

っ
て

日
本

語
が

国
語

と
し

て
教

え
ら

れ
た

。
」

吉
本

光
宏

「
戦

争
、

そ
れ

は
文

化
と

言
語

を
消

し
去

る
行

為
」

文
化

コ
モ

ン
ズ

通
信

05
号

（
20

24
.3

.6
）

20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

出
典
：
KA
AT
神
奈
川
芸
術
劇
場
「
KA
AT
×
東
京
デ
ス
ロ
ッ
ク
×
第
12
言
語
演
劇
ス
タ
ジ
オ

外
地
の
三
人
姉
妹
」
プ
ロ
グ
ラ
ム

20
24
年

3月
「
２
週
間
ほ
ど
前
、
モ
ス
ク
ワ
の
友
人
か
ら
２
年
ぶ
り
に
メ
ー
ル
が
届
い
た
。

そ
こ
に
は
、
モ
ス
ク
ワ
市
の
職
員
を
辞
め
た
と
い
う
こ
と
、
ま
た
会
え
る
機
会

を
望
ん
で
い
る
、
と
記
さ
れ
て
い
た
。
私
も
心
か
ら
そ
れ
を
願
う
。
札
幌
へ
の

移
動
中
、
飛
行
機
か
ら
撮
影
し
た
東
京
、
そ
の
向
こ
う
に
浮
か
ぶ
富
士
山
の
写

真
を
彼
女
に
送
っ
た
。
」

吉
本
光
宏
「
戦
争
、
そ
れ
は
文
化
と
言
語
を
消
し
去
る
行
為
」
文
化
コ
モ
ン
ズ
通
信
05
号
（
20
24
.3
.6
）

ar
ts
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 c
ul

tu
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20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓

日
文

化
未

来
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

3.
戦

禍
を

癒
や

し
、

回
復

す
る

た
め

の
文

化
th

e r
ole

 of
 cu

ltu
re

 to
 

he
al 

an
d r

ec
ov

er
 fr

om
 

co
nfl

ict

•
病

院
や

前
線

に
出

向
く

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

•
ロ

シ
ア

人
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
➔

ウ
ク

ラ
イ

ナ
人

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

•
文

化
か

ら
戦

争
の

真
実

を
伝

え
る

“It
 is

 c
ul

tu
re

 h
ea

lin
g 

so
ul

s 
an

d 
gi

vin
g 

ho
pe

 
in

 th
es

e 
da

rk
 ti

m
es

 o
f p

ai
n,

 lo
ss

es
, c

on
st

an
t 

at
ta

ck
s 

an
d 

ai
r s

ire
ns

”

「
痛

み
や

喪
失

感
、

絶
え

間
な

い
攻

撃
や

サ
イ

レ
ン

が
鳴

り
響

く
暗

い
時

代
に

、
魂

を
癒

し
、

希
望

を
与

え
て

く
れ

る
の

が
文

化
な

の
で

す
」

Vi
ct

or
ia

 M
uk

ha
, C

ha
irm

an
 o

f t
he

 C
om

m
iss

io
n 

on
 C

ul
tu

re
, T

ou
ris

m
 a

nd
 C

om
m

un
ica

tio
ns

 a
t K

yi
v 

Ci
ty

 C
ou

nc
il

So
ur

ce
: E

lla
 K

en
ny

, K
YI

V’
S 

CU
LT

U
RA

L 
RE

SI
ST

AN
CE

: C
U

LT
U

RE
 IN

SP
IR

IN
G 

HO
PE

, R
ES

IL
IE

N
CE

 A
N

D 
RE

CO
VE

RY

「
私

は
、

そ
の

セ
ッ

シ
ョ

ン
に

参
加

し
て

、
プ

ー
チ

ン
大

統
領

の
蛮

行
へ

の
憤

り
を

新
た

に
し

、
キ

ー
ウ

や
ウ

ク
ラ

イ
ナ

へ
の

連
帯

の
気

持
ち

を
強

く
抱

い
た

。
だ

が
、

ホ
テ

ル
に

戻
っ

て
私

は
モ

ス
ク

ワ
の

二
人

の
友

人
の

こ
と

を
思

い
出

し
た

。
実

は
、

モ
ス

ク
ワ

も
20

14
年

に
W

CC
Fの

会
員

に
な

り
、

20
16

年
に

は
年

次
サ

ミ
ッ

ト
を

開
催

し
て

い
た

。
モ

ス
ク

ワ
か

ら
毎

年
参

加
し

て
い

た
二

人
の

文
化

担
当

者
は

、
東

京
や

日
本

の
文

化
に

関
心

が
あ

っ
て

友
人

と
呼

べ
る

存
在

に
な

っ
て

い
た

。
」

吉
本

光
宏

「
戦

争
、

そ
れ

は
文

化
と

言
語

を
消

し
去

る
行

為
」

文
化

コ
モ

ン
ズ

通
信

05
号

（
20

24
.3

.6
）

ウ
ク

ラ
イ

ナ
・

ト
カ

チ
ェ

ン
コ

文
化

情
報

相
：

ゼ
レ

ン
ス

キ
ー

大
統

領
と

意
見

が
対

立
、

20
23

年
7月

に
解

任

「
ウ

ク
ラ

イ
ナ

議
会

は
7月

27
日

、
戦

時
下

の
国

家
予

算
の

あ
り

方
を

め
ぐ

っ
て

ゼ
レ

ン
ス

キ
ー

大
統

領
と

意
見

が
対

立
し

て
い

た
ト

カ
チ

ェ
ン

コ
文

化
情

報
相

の
解

任
案

を
可

決
」

「
解

任
案

の
可

決
を

受
け

て
ト

カ
チ

ェ
ン

コ
氏

は
27

日
、

SN
Sで

『
文

化
に

お
金

を
出

す
の

は
戦

時
下

で
は

適
切

で
は

な
い

と
言

う
の

は
簡

単
だ

が
、

わ
れ

わ
れ

は
自

分
た

ち
の

文
化

や
ア

イ
デ

ン
テ

ィ
テ

ィ
ー

な
ど

の
た

め
に

戦
っ

て
い

る
の

で
は

な
い

の
か

。
戦

時
下

で
は

文
化

は
無

人
機

と
同

じ
く

ら
い

重
要

だ
』

な
ど

と
訴

え
ま

し
た

」
N

H
K 

N
EW

S 
W

EB
 (2

02
3.

7.
28

) 「
ゼ

レ
ン

ス
キ

ー
大

統
領

と
対

立
の

閣
僚

ウ
ク

ラ
イ

ナ
議

会
が

解
任

案
可

決
」

「
20

22
年

２
月

、
ロ

シ
ア

が
ウ

ク
ラ

イ
ナ

に
侵

攻
し

て
間

も
な

い
頃

、
モ

ス
ク

ワ
市

民
の

中
に

は
、

プ
ー

チ
ン

大
統

領
の

戦
争

に
反

対
す

る
人

も
少

な
く

な
い

、
と

い
う

ニ
ュ

ー
ス

を
見

て
、

私
は

、
二

人
に

メ
ー

ル
を

送
っ

て
み

た
。

一
人

か
ら

は
『

今
は

、
何

も
語

れ
な

い
』

と
い

う
返

事
が

あ
り

、
も

う
一

人
か

ら
返

信
は

な
か

っ
た

。
そ

れ
か

ら
し

ば
ら

く
し

て
、

同
年

11
月

に
W

CC
Fは

モ
ス

ク
ワ

の
会

員
資

格
を

停
止

（
Su

sp
en

de
d）

し
た

。
当

然
の

措
置

だ
と

思
う

し
、

ロ
シ

ア
が

起
こ

し
た

戦
争

は
決

し
て

許
す

こ
と

が
で

き
な

い
。

で
も

、
そ

の
こ

と
と

私
が

モ
ス

ク
ワ

の
二

人
を

友
人

と
感

じ
る

気
持

ち
は

別
物

だ
。

個
人

の
意

思
に

関
係

な
く

、
戦

争
は

人
と

人
の

間
に

超
え

が
た

い
分

断
を

も
た

ら
す

。
」

「
日

本
に

帰
国

し
た

後
も

、
サ

ン
パ

ウ
ロ

で
聞

い
た

話
が

頭
を

離
れ

な
か

っ
た

が
、

ほ
ど

な
く

し
て

日
本

も
か

つ
て

ロ
シ

ア
が

ウ
ク

ラ
イ

ナ
に

し
よ

う
と

し
て

い
る

こ
と

と
同

じ
こ

と
を

、
朝

鮮
や

韓
国

に
し

た
史

実
を

思
い

出
し

た
。

19
10

年
の

日
韓

併
合

と
そ

の
後

の
朝

鮮
の

植
民

地
支

配
で

あ
る

。
日

本
は

朝
鮮

総
督

府
を

置
き

、
朝

鮮
教

育
令

に
よ

っ
て

日
本

語
が

国
語

と
し

て
教

え
ら

れ
た

。
」

吉
本

光
宏

「
戦

争
、

そ
れ

は
文

化
と

言
語

を
消

し
去

る
行

為
」

文
化

コ
モ

ン
ズ

通
信

05
号

（
20

24
.3

.6
）

20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

出
典
：
KA
AT
神
奈
川
芸
術
劇
場
「
KA
AT
×
東
京
デ
ス
ロ
ッ
ク
×
第
12
言
語
演
劇
ス
タ
ジ
オ

外
地
の
三
人
姉
妹
」
プ
ロ
グ
ラ
ム

20
24
年

3月
「
２
週
間
ほ
ど
前
、
モ
ス
ク
ワ
の
友
人
か
ら
２
年
ぶ
り
に
メ
ー
ル
が
届
い
た
。

そ
こ
に
は
、
モ
ス
ク
ワ
市
の
職
員
を
辞
め
た
と
い
う
こ
と
、
ま
た
会
え
る
機
会

を
望
ん
で
い
る
、
と
記
さ
れ
て
い
た
。
私
も
心
か
ら
そ
れ
を
願
う
。
札
幌
へ
の

移
動
中
、
飛
行
機
か
ら
撮
影
し
た
東
京
、
そ
の
向
こ
う
に
浮
か
ぶ
富
士
山
の
写

真
を
彼
女
に
送
っ
た
。
」

吉
本
光
宏
「
戦
争
、
そ
れ
は
文
化
と
言
語
を
消
し
去
る
行
為
」
文
化
コ
モ
ン
ズ
通
信
05
号
（
20
24
.3
.6
）

ar
ts

 a
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 c
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20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

감
사

합
니

다

9
6



20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

감
사

합
니

다



20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

세
계

가
기

억
하

는
평

화
와

연
대

世
界

が
記

憶
す

る
平

和
と

連
帯

조
선

통
신

사
, 예

술
로

경
계

를
넘

고
연

결
하

다
朝

鮮
通

信
使

、
芸

術
で

境
界

を
越

え
つ

な
ぐ

유
네

스
코

와
문

화
인

류
학

의
시

점
-

ユ
ネ

ス
コ

と
文

化
人

類
学

の
視

点
-

20
25

 韓
日

文
化

未
来

Co
nf

er
en

ce
20

25
年

9月
26

日
東

京
代

官
山

ヒ
ル

サ
イ

ド
テ

ラ
ス

한
경

구
韓

敬
九

(ハ
ン

キ
ョ

ン
ク

)

•
문

화
인

류
학

전
공

, 일
본

현
지

조
사

경
험

•
文

化
人

類
学
専

攻
、

日
本

で
の

フ
ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
経
験

•
강

원
대

인
류

학
과

, 국
민

대
국

제
학

부
일

본
학

전
공

•
江

原
大
学

人
類
学

科
, 国

民
大
学
国

際
学

部
日

本
学
専

攻
•
서

울
대

자
유

전
공

학
부

교
수

•
ソ

ウ
ル

大
学

自
由
専

攻
学

部
教

授
•
세

계
시

민
교

육
, 문

화
간

이
해

, 문
화

다
양

성
•
世

界
市

民
教

育
、

異
文

化
理

解
、

文
化

多
様

性
•
유

네
스

코
한

국
위

원
회

사
무

총
장

•
ユ

ネ
ス

コ
韓
国

委
員
会

事
務
総

長

통
신

사
에

 대
한

 관
심

 - 
지

적
 호

기
심

通
信

使
へ

の
関

心
 ・

知
的

好
奇

心
•
개

인
사

적
관

심

•
個

人
的

な
関

心
•
가

족
사

적
관

심
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대

조
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대
조

의
중

국
사

행

•
家

族
史

的
な
関

心
―

 七
代

祖
、

六
代

祖
、

五
代

祖
の

中
国

へ
の

使
行

•
유

학
에

서
귀

국
후

<해
행

총
재

> 
번

역
본

읽
기

시
작

•
留
学

か
ら
帰
国

後
、

『海
行

摠
載

』を
読

み
始

め
る

•
동

아
시

아
내

의
O

rie
nt

al
ism

, 문
화

와
권

력

•
東

ア
ジ

ア
に

お
け

る
オ

リ
エ

ン
タ

リ
ズ

ム
。

文
化

と
権

力

다
섯

가
지

주
제

五
つ

の
テ
ー

マ

•
조

선
통

신
사

기
록

물
은

유
네

스
코

유
산

중
가

장
유

네
스

코
가

치
에

부
합

•
朝

鮮
通

信
使

の
記
録

物
は

、
ユ

ネ
ス

コ
遺

産
の

中
で

最
も

ユ
ネ

ス
コ

の
価

値
に

合
致

す
る

•
문

화
교

류
통

한
평

화
만

들
기

文
化

交
流

を
通

じ
た

平
和

創
出

•
민

간
차

원
의

공
감

과
연

대
民

間
レ

ベ
ル

で
の

共
感

と
連
帯

•
유

네
스

코
유

산
제

도
의

미
래

를
이

끌
어

내
자

•
ユ

ネ
ス

コ
遺

産
制

度
の

未
来

を
引

き
出

そ
う

•
무

엇
을

할
것

인
가

? 
세

계
적

평
화

교
육

의
가

능
성

•
何

を
す

べ
き

か
？

世
界

的
な

平
和
教

育
の

可
能

性
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25
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日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
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際
シン
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」

세
계

가
기

억
하

는
평

화
와

연
대

世
界

が
記

憶
す

る
平

和
と

連
帯

조
선

통
신

사
, 예

술
로

경
계

를
넘

고
연

결
하

다
朝

鮮
通

信
使

、
芸

術
で

境
界

を
越

え
つ

な
ぐ

유
네

스
코

와
문

화
인

류
학

의
시

점
-

ユ
ネ

ス
コ

と
文

化
人

類
学

の
視

点
-

20
25

 韓
日

文
化

未
来

Co
nf

er
en

ce
20

25
年

9月
26

日
東

京
代

官
山

ヒ
ル

サ
イ

ド
テ

ラ
ス

한
경

구
韓

敬
九

(ハ
ン

キ
ョ

ン
ク

)

•
문

화
인

류
학

전
공

, 일
본

현
지

조
사

경
험

•
文

化
人

類
学
専

攻
、

日
本

で
の

フ
ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
経
験

•
강

원
대

인
류

학
과

, 국
민

대
국

제
학

부
일

본
학

전
공

•
江

原
大
学

人
類
学

科
, 国

民
大
学
国

際
学

部
日

本
学
専

攻
•
서

울
대

자
유

전
공

학
부

교
수

•
ソ

ウ
ル

大
学

自
由
専

攻
学

部
教

授
•
세

계
시

민
교

육
, 문

화
간

이
해

, 문
화

다
양

성
•
世

界
市

民
教

育
、

異
文

化
理

解
、

文
化

多
様

性
•
유

네
스

코
한

국
위

원
회

사
무

총
장

•
ユ

ネ
ス

コ
韓
国

委
員
会

事
務
総

長

통
신

사
에

 대
한

 관
심

 - 
지

적
 호

기
심

通
信

使
へ

の
関

心
 ・

知
的

好
奇

心
•
개

인
사

적
관

심

•
個

人
的

な
関

心
•
가

족
사

적
관

심
-7

대
조
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대

조
, 5

대
조

의
중

국
사

행

•
家

族
史

的
な
関

心
―

 七
代

祖
、

六
代

祖
、

五
代

祖
の

中
国

へ
の

使
行

•
유

학
에

서
귀

국
후

<해
행

총
재

> 
번

역
본

읽
기

시
작

•
留
学

か
ら
帰
国

後
、

『海
行

摠
載

』を
読

み
始

め
る

•
동

아
시

아
내

의
O

rie
nt

al
ism

, 문
화

와
권

력

•
東

ア
ジ

ア
に

お
け

る
オ

リ
エ

ン
タ

リ
ズ

ム
。

文
化

と
権

力

다
섯

가
지

주
제

五
つ

の
テ
ー

マ

•
조

선
통

신
사

기
록

물
은

유
네

스
코

유
산

중
가

장
유

네
스

코
가

치
에

부
합

•
朝

鮮
通

信
使

の
記
録

物
は

、
ユ

ネ
ス

コ
遺

産
の

中
で

最
も

ユ
ネ

ス
コ

の
価

値
に

合
致

す
る

•
문

화
교

류
통

한
평

화
만

들
기

文
化

交
流

を
通

じ
た

平
和

創
出

•
민

간
차

원
의

공
감

과
연

대
民

間
レ

ベ
ル

で
の

共
感

と
連
帯

•
유

네
스

코
유

산
제

도
의

미
래

를
이

끌
어

내
자

•
ユ

ネ
ス

コ
遺

産
制

度
の

未
来

を
引

き
出

そ
う

•
무

엇
을

할
것

인
가

? 
세

계
적

평
화

교
육

의
가

능
성

•
何

を
す

べ
き

か
？

世
界

的
な

平
和
教

育
の

可
能

性

9
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20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

1.
 가

장
‘유

네
스

코
스

러
운

’유
산

1.
 最

も
「ユ

ネ
ス

コ
ら

し
い

」遺
産

•
통

신
사

기
록

물
은

유
네

스
코

세
계

기
록

유
산

57
0건

가
운

데
유

네
스

코
의

설
립

목
적

, 유
네

스
코

유
산

제
도

의
취

지
에

가
장

잘
부

합
朝

鮮
通

信
使

の
記
録

物
は

、
57

0件
の

ユ
ネ

ス
コ

世
界

記
録

遺
産

の
中

で
、

ユ
ネ

ス
コ

の
設

立
目

的
や

遺
産

制
度

の
趣

旨
に

最
も

よ
く

合
致

す
る

•
민

간
주

도
로

국
제

공
동

등
재

추
진

民
間

主
導

で
国

際
共

同
登
録

推
進

유
네

스
코

 정
신

과
의

 연
결

 
ユ

ネ
ス

コ
精

神
と

の
つ

な
が

り

•
전

쟁
은

인
간

의
마

음
에

서
시

작
戦
争

は
人

間
の

心
か

ら
始

ま
る

•
항

구
적

평
화

는
인

류
의

‘지
적

·도
덕

적
연

대
’위

에
서

만
지

속
恒

久
的

な
平

和
は

、
人

類
の

「知
的
・

道
徳

的
連
帯

」の
上

に
の

み
持
続

す
る

•
조

선
통

신
사

기
록

: 문
화

교
류

를
통

한
무

지
와

편
견

극
복

, 이
해

와
존

중
실

현
朝

鮮
通

信
使

の
記
録

：
文

化
交

流
に

よ
る

無
知

と
偏

見
の

克
服

、
理

解
と

尊
重

の
実

現

문
화

교
류

의
핵

심
文

化
交

流
の

核
心

•
외

교
사

절
이

면
서

도
예

술
·지

식
교

류
에

집
중

•
外

交
使

節
で

あ
り

な
が

ら
も

、
芸

術
・

知
識

交
流

に
集

中

•
일

본
지

식
인

층
성

장
, 비

공
식

교
류

확
산

•
日

本
の

知
識

人
層

の
成

長
、

非
公

式
交

流
の
拡

大
•
상

호
존

경
과

학
문

·예
술

발
전

에
기

여

•
相

互
の

尊
敬

と
学

問
・

芸
術

の
発

展
に

寄
与

2.
 문

화
교

류
를

통
한

평
화

만
들

기
2.

 文
化

交
流

に
よ

る
平

和
の

創
出

•
전

쟁
후

평
화

정
착

의
20

0년
•
戦

後
,平

和
定

着
の

20
0年

•
조

선
과

일
본

, 문
화

교
류

를
통

한
신

뢰
형

성

•
朝

鮮
と

日
本

、
文

化
交

流
を

通
じ

た
信
頼

の
構

築
•
세

계
사

에
서

도
보

기
드

문
장

기
적

문
화

외
교

•
世

界
史

で
も

珍
し

い
長

期
的

な
文

化
外

交

20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

조
선

통
신

사
의

 임
무

 
朝

鮮
通

信
使

の
任

務
 

•
국

서
교

환
이

공
식

목
적

•
国

書
の

交
換

が
公

式
な

目
的

•
실

제
로

는
학

문
·예

술
·의

학
·음

악
교

류
중

심

•
実

際
に

は
学

問
・

芸
術
・
医
学
・

音
楽

の
交

流
が

中
心

•
막

부
의

위
신

과
정

치
적

안
정

•
幕

府
の

威
信

と
政

治
的

安
定

•
조

선
의

안
보

에
도

중
요

•
朝

鮮
の

安
全

保
障

に
も

重
要

긴
장

과
갈

등
속

의
문

화
교

류
-

緊
張

と
葛

藤
の

中
で

の
文

化
交

流
•

절
차

갈
등

, 사
전

합
의

무
시

등
위

기
존

재

•
手
続

き
の
対

立
、

事
前

合
意

の
無

視
な

ど
危

機
の

存
在

•
문

명
화

와
내

조
의

동
상

이
몽

-알
면

서
도

모
르

는
척

•
文

明
化

と
内

助
の

思
惑

の
す

れ
違

い
―

 知
り

な
が

ら
知

ら
ぬ

ふ
り

•
무

리
한

요
구

의
집

요
한

반
복

, 애
원

과
위

협

•
無

理
な

要
求

の
執

拗
な

繰
り

返
し

、
哀

願
と

威
嚇

•
그

러
나

긴
장

극
복

→
 외

교
적

신
뢰

유
지

•
し

か
し

緊
張

を
乗

り
越

え
、

外
交

的
信
頼

を
維

持

•
갈

등
과

장
애

를
넘

은
교

류
의

지
속

.

•
葛

藤
や

障
害

を
乗

り
越

え
た

交
流

の
継
続

•
소

중
하

고
아

름
다

운
기

록

•
貴

重
で

美
し

い
記
録

조
선

통
신

사
–

문
화

와
평

화
?!

 -
朝

鮮
通

信
使

―
 文

化
と

平
和

？
！

•
호

화
롭

고
평

화
로

운
교

류
, 그

러
나

豪
華

で
平

和
な

交
流

…
し
か
し

•
긴

장
과

갈
등

. 사
행

은
위

험
한

임
무

緊
張

と
葛

藤
。

使
行

は
危
険

な
任

務
•
어

떠
한

평
화

? 
い

か
な

る
平

和
か

？
•
전

쟁
의

종
식

. 사
행

의
시

작
과

중
단

. 戦
争

の
終

結
。

使
行

の
開

始
と

中
断

。
•
정

찰
. 확

인
. 偵

察
。

確
認

。

•
오

해
와

이
해

–
모

른
척

하
기

? 
誤

解
と

理
解

―
 知

ら
ぬ

ふ
り

？
•
오

랑
캐

. 武
의

나
라

를
교

화
, 문

명
화

野
蛮

人
。

武
の
国

を
教

化
・

文
明

化
•
조

공
국

의
내

조
(來

朝
)라

는
선

전
. 朝

貢
国

の
来

朝
と

い
う

宣
伝

•
조

선
의

문
명

의
오

만
과

일
본

의
울

분
朝

鮮
の

文
明

の
傲

慢
と

日
本

の
憤

り

평
화

롭
지

만
은

않
았

던
평

화
必
ず
し
も

平
和
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た

平
和

•
筆

談
唱

和
, 대

결
의

장
이

기
도

. 対
決

の
場

で
も

あ
っ

た

•
아

슬
아

슬
한

상
황

들
ぎ

り
ぎ

り
の
状

況
•

대
마

도
주

에
대

한
절

거
부

. 대
마

도
주

불
참

으
로

해
결

되
다

. 対
馬

藩
主

へ
の
拝

礼
拒

否
、
対

馬
藩

主
の

不
参

加
に

よ
っ

て
解

決
•

대
불

사
연

회
거

부
. 일

본
측

의
거

짓
해

명
. 종

사
관

불
참

. 大
仏

寺
宴
会

拒
否

、
日

本
側

の
虚
偽

の
説

明
, 従

事
官

の
不
参

加
•

예
정

에
없

던
닛

코
방

문
강

청
(1

63
6)

 予
定

に
な

か
っ

た
日

光
訪

問
の
強

請

•
아

라
이

하
쿠

세
키

의
급

작
스

러
운

격
식

과
절

차
변

경
시

도
新

井
白

石
に

よ
る

突
然

の
聘
礼

改
変

•
조

선
외

교
관

의
고

충
朝

鮮
外

交
官

の
苦
悩

•
조

태
억

등
관

직
삭

탈
과

문
외

출
송

. 역
관

은
정

배
, 결

장
•

趙
泰

億
ら

の
官

職
剥

奪
お

よ
び

門
外

追
放

。
訳

官
は

流
刑
・
断

罪

10
0



20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

1.
 가

장
‘유

네
스

코
스

러
운

’유
산

1.
 最

も
「ユ

ネ
ス

コ
ら

し
い

」遺
産

•
통

신
사

기
록

물
은

유
네

스
코

세
계

기
록

유
산

57
0건

가
운

데
유

네
스

코
의

설
립

목
적

, 유
네

스
코

유
산

제
도

의
취

지
에

가
장

잘
부

합
朝

鮮
通

信
使

の
記
録

物
は

、
57

0件
の

ユ
ネ

ス
コ

世
界

記
録

遺
産

の
中

で
、

ユ
ネ

ス
コ

の
設

立
目

的
や

遺
産

制
度

の
趣

旨
に

最
も

よ
く

合
致

す
る

•
민

간
주

도
로

국
제

공
동

등
재

추
진

民
間

主
導

で
国

際
共

同
登
録

推
進

유
네

스
코

 정
신

과
의

 연
결

 
ユ

ネ
ス

コ
精

神
と

の
つ

な
が

り

•
전

쟁
은

인
간

의
마

음
에

서
시

작
戦
争

は
人

間
の

心
か

ら
始

ま
る

•
항

구
적

평
화

는
인

류
의

‘지
적

·도
덕

적
연

대
’위

에
서

만
지

속
恒

久
的

な
平

和
は

、
人

類
の

「知
的
・

道
徳

的
連
帯

」の
上

に
の

み
持
続

す
る

•
조

선
통

신
사

기
록

: 문
화

교
류

를
통

한
무

지
와

편
견

극
복

, 이
해

와
존

중
실

현
朝

鮮
通

信
使

の
記
録

：
文

化
交

流
に

よ
る

無
知

と
偏

見
の

克
服

、
理

解
と

尊
重

の
実

現

문
화

교
류

의
핵

심
文

化
交

流
の

核
心

•
외

교
사

절
이

면
서

도
예

술
·지

식
교

류
에

집
중

•
外

交
使

節
で

あ
り

な
が

ら
も

、
芸

術
・

知
識

交
流

に
集

中

•
일

본
지

식
인

층
성

장
, 비

공
식

교
류

확
산

•
日

本
の

知
識

人
層

の
成

長
、

非
公

式
交

流
の
拡

大
•
상

호
존

경
과

학
문

·예
술

발
전

에
기

여

•
相

互
の

尊
敬

と
学

問
・

芸
術

の
発

展
に

寄
与

2.
 문

화
교

류
를

통
한

평
화

만
들

기
2.

 文
化

交
流

に
よ

る
平

和
の

創
出

•
전

쟁
후

평
화

정
착

의
20

0년
•
戦

後
,平

和
定

着
の

20
0年

•
조

선
과

일
본

, 문
화

교
류

를
통

한
신

뢰
형

성

•
朝

鮮
と

日
本

、
文

化
交

流
を

通
じ

た
信
頼

の
構

築
•
세

계
사

에
서

도
보

기
드

문
장

기
적

문
화

외
교

•
世

界
史

で
も

珍
し

い
長

期
的

な
文

化
外

交

20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

「국
제

심
포

지
움

」
20

25
 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

조
선

통
신

사
의

 임
무

 
朝

鮮
通

信
使

の
任

務
 

•
국

서
교

환
이

공
식

목
적

•
国

書
の

交
換

が
公

式
な

目
的

•
실

제
로

는
학

문
·예

술
·의

학
·음

악
교

류
중

심

•
実

際
に

は
学

問
・

芸
術
・
医
学
・

音
楽

の
交

流
が

中
心

•
막

부
의

위
신

과
정

치
적

안
정

•
幕

府
の

威
信

と
政

治
的

安
定

•
조

선
의

안
보

에
도

중
요

•
朝

鮮
の

安
全

保
障

に
も

重
要

긴
장

과
갈

등
속

의
문

화
교

류
-

緊
張

と
葛

藤
の

中
で

の
文

化
交

流
•

절
차

갈
등

, 사
전

합
의

무
시

등
위

기
존

재

•
手
続

き
の
対

立
、

事
前

合
意

の
無

視
な

ど
危

機
の

存
在

•
문

명
화

와
내

조
의

동
상

이
몽

-알
면

서
도

모
르

는
척

•
文

明
化

と
内

助
の

思
惑

の
す

れ
違

い
―

 知
り

な
が

ら
知

ら
ぬ

ふ
り

•
무

리
한

요
구

의
집

요
한

반
복

, 애
원

과
위

협

•
無

理
な

要
求

の
執

拗
な

繰
り

返
し

、
哀

願
と

威
嚇

•
그

러
나

긴
장

극
복

→
 외

교
적

신
뢰

유
지

•
し

か
し

緊
張

を
乗

り
越

え
、

外
交

的
信
頼

を
維

持

•
갈

등
과

장
애

를
넘

은
교

류
의

지
속

.

•
葛

藤
や

障
害

を
乗

り
越

え
た

交
流

の
継
続

•
소

중
하

고
아

름
다

운
기

록

•
貴

重
で

美
し

い
記
録

조
선

통
신

사
–

문
화

와
평

화
?!

 -
朝

鮮
通

信
使

―
 文

化
と

平
和

？
！

•
호

화
롭

고
평

화
로

운
교

류
, 그

러
나

豪
華

で
平

和
な

交
流

…
し
か
し

•
긴

장
과

갈
등

. 사
행

은
위

험
한

임
무

緊
張

と
葛

藤
。

使
行

は
危
険

な
任

務
•
어

떠
한

평
화

? 
い

か
な

る
平

和
か

？
•
전

쟁
의

종
식

. 사
행

의
시

작
과

중
단

. 戦
争

の
終

結
。

使
行

の
開

始
と

中
断

。
•
정

찰
. 확

인
. 偵

察
。

確
認

。

•
오

해
와

이
해

–
모

른
척

하
기

? 
誤

解
と

理
解

―
 知

ら
ぬ

ふ
り

？
•
오

랑
캐

. 武
의

나
라

를
교

화
, 문

명
화

野
蛮

人
。

武
の
国

を
教

化
・

文
明

化
•
조

공
국

의
내

조
(來

朝
)라

는
선

전
. 朝

貢
国

の
来

朝
と

い
う

宣
伝

•
조

선
의

문
명

의
오

만
과

일
본

의
울

분
朝

鮮
の

文
明

の
傲

慢
と

日
本

の
憤

り

평
화

롭
지

만
은

않
았

던
평

화
必
ず
し
も

平
和
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た

平
和

•
筆

談
唱

和
, 대

결
의

장
이

기
도

. 対
決

の
場

で
も

あ
っ

た

•
아

슬
아

슬
한

상
황

들
ぎ

り
ぎ

り
の
状

況
•

대
마

도
주

에
대

한
절

거
부

. 대
마

도
주

불
참

으
로

해
결

되
다

. 対
馬

藩
主

へ
の
拝

礼
拒

否
、
対

馬
藩

主
の

不
参

加
に

よ
っ

て
解

決
•

대
불

사
연

회
거

부
. 일

본
측

의
거

짓
해

명
. 종

사
관

불
참

. 大
仏

寺
宴
会

拒
否

、
日

本
側

の
虚
偽

の
説

明
, 従

事
官

の
不
参

加
•

예
정

에
없

던
닛

코
방

문
강

청
(1

63
6)

 予
定

に
な

か
っ

た
日

光
訪

問
の
強

請

•
아

라
이

하
쿠

세
키

의
급

작
스

러
운

격
식

과
절

차
변

경
시

도
新

井
白

石
に

よ
る

突
然

の
聘
礼

改
変

•
조

선
외

교
관

의
고

충
朝

鮮
外

交
官

の
苦
悩

•
조

태
억

등
관

직
삭

탈
과

문
외

출
송

. 역
관

은
정

배
, 결

장
•

趙
泰

億
ら

の
官

職
剥

奪
お

よ
び

門
外

追
放

。
訳

官
は

流
刑
・
断

罪

10
1



20
25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

 
「국

제
 심

포
지

움
」

20
25

 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

문
화

예
술

교
류

의
중

요
성

文
化

芸
術

交
流

の
重

要
性

•
공

식
적

목
적

인
국

서
의

봉
정

보
다

도
더

중
요

•
公

式
目

的
で

あ
る
国

書
奉

呈
よ

り
も

さ
ら

に
重

要
•
조

선
은

최
고

수
준

의
기

예
를

가
진

사
람

들
을

파
견

•
朝

鮮
は

最
高

水
準

の
技

芸
を

持
つ

人
々

を
派

遣
•
왜

? 
막

대
한

비
용

과
노

력
을

들
여

가
면

서
교

류
지

속
?

•
な

ぜ
？

莫
大

な
費

用
と

努
力

を
か

け
て

ま
で

交
流

を
続

け
た

の
か

？
•
어

려
움

과
갈

등
이

없
었

기
때

문
이

아
니

라
이

를
넘

으
며

교
류

를
계

속
했

기
에

더
욱

소
중

하
고

아
름

다
운

것
•
困

難
や

葛
藤

が
な

か
っ

た
か

ら
で

は
な

く
、

そ
れ

を
乗

り
越

え
て

交
流

を
続

け
た

か
ら

こ
そ

、
よ

り
貴

重
で

美
し

い
も

の
と

な
っ

た

문
화

와
예

술
은

경
계

를
넘

는
다

고
?

文
化

や
芸

術
は

本
当

に
境

界
を

越
え

る
の

か
？

•
문

화
예

술
은

가
장

자
민

족
중

심
적

(e
th

no
ce

nt
ric

) 
•
文

化
芸

術
は

も
っ

と
も

自
民

族
中

心
的

•
문

화
와

예
술

의
취

향
(ta

st
e)

는
오

랜
양

육
의

결
과

•
文

化
や

芸
術

の
趣

味
は

長
い

養
育

の
結

果
•
載

道
論

–
문

화
예

술
의

기
준

과
그

역
할

에
대

한
기

대
•
儒
教

の
載

道
論

―
 文

化
芸

術
の

基
準

と
そ

の
役

割
へ

の
期

待
•
그

러
한

어
려

움
에

도
불

구
하

고
이

루
어

진
것

•
そ

の
よ

う
な

困
難

に
も

か
か

わ
ら

ず
成

し
遂

げ
ら

れ
た

こ
と

•
그

래
서

더
욱

소
중

하
고

아
름

다
운

것
?

•
だ

か
ら

こ
そ

、
よ

り
貴

重
で

美
し

い
?

3.
 비

공
식

적
, 민

간
차

원
의

연
대

3.
 非

公
式

的
, 民

間
レ

ベ
ル

の
連
帯

•
민

간
의

교
류

와
공

감

•
民

間
の

交
流

と
共

感

•
서

얼
, 승

려
, 쵸

닌
등

주
변

적
인

물

•
庶
孽

、
僧

侶
、

町
人

な
ど

周
縁

的
な

人
物

•
비

공
식

접
촉

통
해

편
견

해
소

·존
경

형
성

•
非

公
式

な
接
触

を
通

じ
て

偏
見

を
解

消
し

、
尊

敬
を

築
く

흥
미

있
는

 사
례

들
 

興
味

深
い

事
例

 
•
우

시
마

도
의

가
라

코
오

도
리

•
牛

窓
の

唐
子

踊
•
성

대
중

과
키

무
라

켄
카

도
등

교
토

쵸
닌

과
의

교
류

•
成

大
中

と
木

村
蒹

葭
堂

ら
京

都
の

町
人

と
の

交
流

•
홍

세
태

와
히

토
미

지
쿠

토
필

담
창

화
와

초
상

화
•
洪

世
泰

と
人

見
竹

洞
：

筆
談

唱
和

と
肖

像
画

の
交

流
•
신

유
한

과
아

메
노

모
리

호
슈

: 갈
등

과
교

유
•
申

維
翰

と
雨

森
芳

洲
：

葛
藤

と
交

流
•
원

중
거

의
사

행
후

인
식

전
환

과
조

선
실

학
에

영
향

•
元

重
挙

の
使

行
後

の
認

識
転

換
と

朝
鮮
実
学

へ
の

影
響
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日
文
化
未
来
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フ
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際
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ウム

」
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시

마
도
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가
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코

오
도

리
岡

山
県
瀬
戸
内

市
牛

窓
町

の
唐

子
踊

•
통

신
사

가
11

회
머

물
렀

던
우

시
마

도
지

역
주

민
들

이
발

전
시

킨
축

제
춤

•
朝

鮮
通

信
使

が
11

回
宿

泊
し

た
牛

窓
の

住
民

が
発

展
さ

せ
た

祭
り

の
踊

り
•

‘가
라

(唐
)’는

당
나

라
가

아
닌

, 한
국

을
포

함
한

외
국

전
반

을
의

미
•

「唐
」は

唐
王

朝
で

は
な

く
、

韓
国

を
含

む
外
国

全
般

を
意

味
す

る
語

•
통

신
사

행
렬

의
소

동
(小

童
) 
들

이
추

던
춤

에
서

유
래

•
通

信
使

行
列

に
同

行
し

た
小

童
が

踊
っ

た
舞

に
由
来

•
장

엄
하

고
화

려
한

통
신

사
행

렬
은

일
생

일
대

의
스

펙
터

클
•
荘
厳

で
華

麗
な

通
信

使
行

列
は

一
生

に
一

度
の

ス
ペ

ク
タ

ク
ル

•
당

시
일

본
인

들
이

접
할

수
있

던
거

의
유

일
한

외
국

문
화

•
当

時
の

日
本

人
が

接
す

る
こ

と
の

で
き

た
ほ

ぼ
唯

一
の

外
国

文
化

•
민

중
이

외
국

문
화

와
의

조
우

를
기

억
·수

용
·재

현
·찬

미
•

民
衆

の
外
国

文
化

と
の

出
会

い
を

記
憶
・

受
容
・

再
現
・

讚
美

가
라

코
오

도
리

唐
子

踊

가
라

코
오

도
리

의
의

唐
子

踊
の

意
義

•
민

중
 차

원
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 평
화

·우
호

·연
대

의
 상

징
 民

衆
レ

ベ
ル

の
平

和
・

友
好
・

連
帯

の
象
徴

•
전
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 과

정
에

서
 변

형
되

었
으

나
, 민

간
의

 문
화

 외
교

 유
산

으
로

 자
리

•
伝

承
の

過
程

で
変

化
し

た
が

、
民

間
の

文
化

外
交

遺
産

と
し

て
位

置
づ

け
ら

れ
る

•
중

요
무

형
민

속
문

화
재

 지
정

, 보
존

회
 결

성
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마
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축
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牛
窓
国
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체
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양
시
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牛
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の

住
民
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や
学

校
, 釜

山
文

化
財
団

、
姉

妹
都

市
の
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화
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조
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키

쵸
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蒹
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) 
筆

.  
蒹

葭
堂
会
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員
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の
題
跋

（
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中
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所
蔵
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の
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。
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中
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に
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25

 한
일

문
화

미
래

컨
퍼

런
스

 
「국

제
 심

포
지

움
」

20
25

 韓
日
文
化
未
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「国
際
シン
ポジ
ウム

」

문
화

예
술

교
류

의
중

요
성

文
化

芸
術

交
流

の
重

要
性

•
공

식
적

목
적

인
국

서
의

봉
정

보
다

도
더

중
요

•
公

式
目

的
で

あ
る
国

書
奉

呈
よ

り
も

さ
ら

に
重

要
•
조

선
은

최
고

수
준

의
기

예
를

가
진

사
람

들
을

파
견

•
朝

鮮
は

最
高

水
準

の
技

芸
を

持
つ

人
々

を
派

遣
•
왜

? 
막

대
한

비
용

과
노

력
을

들
여

가
면

서
교

류
지

속
?

•
な

ぜ
？

莫
大

な
費

用
と

努
力
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け
て

ま
で

交
流
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続
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の
か
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어

려
움

과
갈
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었

기
때

문
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아
니

라
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를
넘

으
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교
류

를
계

속
했

기
에

더
욱

소
중

하
고

아
름

다
운

것
•
困

難
や

葛
藤

が
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か
っ

た
か
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で
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な

く
、

そ
れ
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り
越

え
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美
し
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も

の
と

な
っ
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문
화
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예

술
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계
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文
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예

술
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족
중
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와
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술
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취
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양
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예

술
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대
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움
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소
중
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, 민
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차

원
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公
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間
レ
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の
連
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교
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와
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流
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, 쵸
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주
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縁
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 사
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켄
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상
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